
        
            
                
            
        

    

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　無事、ジオラル王国の再建が始まったのを見届けて再び旅に出る。エレン……ノルン姫だけはジオラル王国の再建のために残ってもらう。

　ジオラル王国では多くの貴族や文官が死に、政治を行うのにラナリッタの領主が集めた人員を使うしかない状況。もし、彼らに任せきりにすれば、ジオラル王国が内側から乗っ取られる。

　それは許せない。ジオラル王国は俺のおもちゃだ。俺の思うがままに作り替えないといけない。

　そうでなくても、この不安定な情勢。ここから立て直すには、一流の統治者では足りない。超一流が必要。だからこそ、エレンを置いてきた。

「まだ、竜騎士たちは来ていないな」

　ジオラル王国の付近にある森に俺たちは来ていた。

　これから魔王領に戻る予定だ。

　さすがに徒歩では遠すぎるので竜を使う。

　ここまで運んでくれた竜騎士たちには、一度帰ってもらっている。

　彼らにはイヴ宛ての手紙を渡しており、今日迎えに来てもらうように依頼していた。

　さすがに王都に竜で来れば目立つので森が待ち合わせ場所だ。

「空気が美味おいしい、ずっと城の中にいては息が詰まってしまいますよ。ただでさえ、フレア王女の姿をしていると肩が凝りますからね」

　そう言いながら、フレイアは伸びをする。

　フレイアは桃色の髪をした美少女。

　ここ最近はずっとフレア王女の姿をしていたこともあり、フレイアの姿を新鮮に感じる。

「だな。英雄と呼ばれ、尊敬されるのは悪くない気分だが、そう見られている以上、下手なことはできない」

　そういう俺も久々にケヤルではなく、ケヤルガに戻っている。

　俺とフレイアは救国の英雄として祭り上げられ、エレンの指示を受けて忙しく働いていた。

　ジオラル王の暴走がこの国に与えたダメージは大きく、救国の英雄である俺たちを偶像にしてアピールしなければ、民たちは前を向けない。

　その甲か斐いあってか、ゆっくりとだがジオラル王国は前に進み始めた。

「ケヤルガ様、セツナはお城暮らしより、旅のほうが好き」

「そうね。私も同意するわ。そのほうが私たちにあっているもの」

　狼おおかみ耳美少女のセツナと、美少女剣士のクレハも、城を離れられるのがうれしいらしい。

「セツナはともかく、クレハがそう言うのは意外だな。大貴族のおまえなら城暮らしにも慣れているだろう」

「そうでもないわ。確かに私の家は大貴族だけど、常に戦場に出て、一体でも多くの魔物を斬ることで民を守るのが誇りよ。あまり長く城にとどまったことはないわね」

　腐りがちな貴族たちの中にいて、そのスタイルは珍しい。だからこそ、クレハは真まっ直すぐに育ったのだろう。

「グレンは美味しいお肉が食べられるから、ずっとお城ぐらしでも良かったの！」

　みんながお城を出られて喜んでいるなか、グレンだけは残念そうな顔をしている。

　今は子ギツネ形態で俺の肩に乗っていた。

　憎たらしい性格だが、子ギツネ姿は可愛かわいいので何もかも許せてしまう。

　頭を撫なでると、こやーんと鳴いた。あざとい。

　城の中でもその愛くるしい見た目と仕草で頻繁に肉をねだっており、特に城の女性たちに大人気だった。

　俺たちは空を見上げる。

　予定通りなら、そろそろ竜騎士たちが来るころだ。

「ケヤルガ様、来た！」

　真っ先に竜を見つけたのはセツナだ。

　狼の性質を持つため、視力や気配の感知に優れている。

　俺たちが手を振ると、竜がアクロバット飛行を披露してくれた。

　彼らなりの挨拶だろう。

　無事、迎えに来てもらえてよかった。陸路で魔王城まで行くのはしんどいし、時間がかかる。

　少しでも早く戻りたい。魔王領が心配だ。なにせ、魔王が交代した直後であり、向こうは向こうで不安要素が多い。




　　　　◇




　竜の背に乗り空を舞う。

　俺たちを迎えに来たのは、行きと同じ竜騎士たちだった。

　竜騎士に声をかける。

「魔王城のほうは変わりないか」

「今のところは平和ですね。もちろん、些さ細さいなごたごたや、小競り合いは起こっていますが」

　それを聞いて安心する。

　イヴに何かあれば俺の復ふく讐しゆう相手が増えてしまう。

　せっかく後一人で復讐が終わるところまで来たのに、いまさら復讐相手を増やしたくない。

「なら良かった。イヴと長老たちはうまくやっているみたいだな」

　イヴは頭の回転が速い少女ではあるが、圧倒的に経験が足りない。

　そのため、今まで魔王に迫害されていた種族の長老たちが実質的に政治を行い、イヴは最終決定をするというスタイルで統治を行っている。

　イヴが彼らの操る人形になる懸念はあるが、これが一番現実的な方法だ。

「イヴ様の手腕に関する悪い噂うわさは聞きませんね」

「再会したら褒めてやらないとな」

　イヴは寂しがりやで甘えん坊だ。

　そして、かなりすけべだ。今頃、俺を想って枕だけじゃなく下着も濡ぬらしているだろう。

　一日中、イヴを可愛がってやりたい。

　竜が加速する。

　このペースなら、中継地点であるラナリッタには日が暮れるまでに到着するだろう。




　　　　◇




　混こん沌とんの街、ラナリッタにたどり着く。

　ここに立ち寄るのは竜を休ませるためだ。

　いかに竜とはいえ、ジオラル王国から魔王城まで一日で飛ぶのは不可能だ。

　どこかで休憩を挟まないといけない。その休憩地点にラナリッタ付近の森を選び、俺たちはラナリッタで羽を伸ばす。

　さすがは自由都市だ。ジオラル王国の黒い騎士をはじめとした軍勢に蹂じゆう躙りんされたはずなのに、ほぼほぼ復旧が終わっている。

　この街は来るものを拒まず、すべてを吞のみ込んで発展していく街。それゆえにすさまじい熱量を秘めている。

　商店も盛況で景気が良さそうだ。

「予定通り、ここから別行動だ。フレイアたちは先に宿に向かってくれ」

「かしこまりました」

「また後で会いましょう」

「悪いな。あまり遅いようなら先に食事をすませてくれ」

　ラナリッタにやってきたのは、竜たちの休憩に適した位置にあるからだけじゃない。

　情報収集のためだ。

　裏の情報網を使う。

　ラナリッタは、来るものを拒まない性質ゆえに、ならずものや裏社会の人間が多い。

　彼らの情報網は優秀で、分野によってはジオラル王国の諜ちよう報ほう部ぶすら上回る。

「邪魔しないから連れてって。セツナはケヤルガ様を守るために生きてる。ケヤルガ様に守られてるだけじゃ、セツナに価値はない」

　彼女の真剣な目と、その言葉に苦笑する。

「わかった。護衛として連れていこう」

　あまり大勢で押し掛けると向こうに警戒されるが、セツナ一人だけならぎりぎりセーフだろう。

　汚い話もするし、彼女たちに見せたくない顔を見せてしまうのは嫌だ。それも一人で情報屋のもとに向かいたかった理由だったが、セツナだけは何があっても俺を裏切らない。

「セツナちゃんだけずるいです」

「そうね、私たちもついて行きたいのを我慢しているのに」

「適材適所だな。裏社会の人間は奇襲が得意だ。セツナのするどい感覚が護衛には適任だ。じゃあ、行こうか」

「ん。ケヤルガ様の傍そばでお守りする」

　そうして、別行動を開始した。

　有益な情報を仕入れられるといいが。




　　　　◇




　スラム街のはずれを進んでいく。

　このあたりは空気がよどんでいる。流れ者や物乞いたちが溢あふれ、非合法な品や奴隷を売る店が並んでいる場所だ。

　セツナが顔をしかめる。かつてはセツナもここの商品だった。

　今もセツナと同じような存在がここで売られている。

「奴隷を売る店が多いな。元奴隷のセツナは面白くないだろう？」

「……それはそう。でも、仕方ないとも思う」

　セツナは幼いながらも達観していた。

　彼女は見た目とは裏腹に大人なのだ。

　俺たちは、とある酒場に入る。
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　そこで手数料を払い、秘密の暗号を口にすることで奥に通された。

　この先に情報屋がいる。

　酒場の奥にある部屋には、やせぎすだが頭の良さそうな男が座っていた。

「兄さん、あんまり金があるようには見えねえが、ここの情報は高いぜ」

「金ならある。これで足りるか？」

「……へえ、十分だ。驚いたね。若いのに稼いでいるんだ。これだけの金を積んでもほしい情報ってなんだい？」

「調べてほしい男がいる。その男が、今どこにいて、何をしているかを知りたい。他にもその男に関わることがらであれば、ありとあらゆる情報がほしい。金に糸目は付けない」

　俺は胸元から紙を取り出す。

　その紙にはブレットの人相をスケッチしており、俺が知るありとあらゆる情報を書いてある。

「大物だ。【砲】の勇者ブレット。……あんたも子供好きの神父に掘られたってくちかい？」

　一瞬、言葉を失う。図星だったこともあるが、それだけじゃない。

「二つの意味で驚いた。一つ、奴が孤児院で善人面をしながら裏でやっていることを知っていること。二つ、その情報をただで提供したことだ」

「その二つの問いに答えてやるよ。知っているのは、【砲】の勇者ブレットが俺たちの客だからだよ。あいつの孤児院にいる少年たちは美形ばかりだ。そいつは偶然じゃねえ、裏の店がそういう子供を斡あつ旋せんしてる。裏の連中は繫つながっている。兄ちゃんも気を付けな。裏の店を使った客の情報は流れる。まあ、【砲】の勇者ブレットは、わかってて俺らを使っているみたいだが。情報を買う側としても来るしな」

　……ブレットはそういう奴だ。欲望のままに生きているが、馬鹿ではない。むしろ、俺が知る限りもっとも優秀な人間。

　そういうリスクを承知で情報屋を使い、ばれてもいい情報しか流していない。

「んで、ただでこの情報を教えたのは売り込みだ。あんたが上客になりそうだから、これぐらいの情報は持ってますよってアピールだ」

「いいだろう。情報屋としては信用できそうだ」

「ああ、信用してくれ。錬金術士のケヤルガさん。それとも、もう一つの名を呼んだほうがいいか」

　苦笑してしまう。

　まさか、そこまでばれているとはな。

「想像以上だ。なら、依頼しよう。その金貨すべてで今持っている情報をくれ。そして、それと同額を渡すから、追加調査を頼む。あんたも、奴が今どこにいるかはわかってないだろう？」

「その通りだ。だが、調べようはある。ブレットの旦那は年中盛さかってやがる。必ず、好みの美少年を手に入れようとして俺らの網にかかる」

「期待している。……それからな、ブレットに【癒】の勇者ケヤルが探しているって情報を売ってくれても構わない」

　情報屋が頰ほおをかく。

「あら、ばれちまってました」

「そういう商売をしているのだろう。それに、俺が探していると知れば、あいつは動くさ。俺が望むようにな」

　ブレットにとって理想の少年がケヤルなのだ。俺が探していると知れば、股間を膨らませて会いに来るだろう。

「わかったぜ。引き受けよう。あんたにどうやって連絡をすればいい？」

　俺と情報屋は詳細を詰めておく。

　わかったことを逐一、ブラニッカに用意している拠点に届けるように調整した。

　さすがに、魔王領まで手紙を届けてもらえはしない。

　常識的に考えればブレットはすでに死んでいる。

　捜索なんて無意味。

　だけど、確信めいた予感が俺の中にあった。奴は何かしらの手段で生きている。

　ジオラル王国の諜報部に捜索をさせているし、それでも足りないと判断したから情報屋のもとを訪れた。

　……ジオラル王国の諜報部は優秀ではあるが懸念点があるのだ。かつて、ブレットはそこのエースで未いまだに信奉者が多い。裏切りものがいるかもしれない。

　魔王領につけば、魔族や魔物すら使って情報収集をする。

　最後の復ふく讐しゆう、何としてでもやり遂げて見せる。

　変だな。

　一周目では、あいつに怯おびえて、逃げたい、怖いとばかり思っていたのに、二周目の今はあいつに会いたくて仕方ない。

　俺が味わった以上の、苦痛を、恐怖を、屈辱を、痛みを、あいつに味わわせる。

　そのことを想像するだけで、昏くらい笑いが込みあげてきた。
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　ラナリッタで情報屋に、【砲】の勇者ブレットの調査を依頼した。

　ジオラル王国の諜報部でも摑つかめない情報でも彼らなら見つけられる。

　彼らは当たり前のように、ブレットなら美少年を仕入れようとし、そこを押さえればいいと言ったが、それは俺にはない発想だ。

「ケヤルガ様、依頼ができて良かった」

　セツナが俺と腕を組みながら、上機嫌に尻尾を振る。

「だな。やっぱり、情報戦になると組織じゃないとどうしようもない部分がある。引き受けてもらえて良かったよ」

　俺は今まで、使える知識や技量はいろんな相手から【回復ヒール】することで得ているが、さすがに人脈までは手に入れることができていない。

　まあ、イヴを経由して魔王の権限、フレイアを通してジオラル王国を握っているのであまり問題ないが。

「まだ、日が暮れる前だ。これなら、みんなで食事ができそうだ」

「ん。ラナリッタは美味おいしいお店が多くて楽しみ。セツナは肉料理がいい」

「そのつもりだ」

　狼おおかみ耳美少女のセツナと、キツネのグレン。

　極端な肉好きが二人もいるおかげで、ご馳ち走そうと言えば肉ばかりだ。

　セツナもグレンも美味しければなんでも喜びはするので、魚料理でもいいことはいいのだが、微妙に喜び度合いが違う。

「久々に羽目を外せそうだ」

　ジオラル城での食事は一級品だったが、再建を行うために関係者との会食が多く、いまいち気が休まらなかった。

　今日は、気楽に騒げる店がいい。

　そんなことを考えながら、宿に戻る。

　部屋の扉に近づくと、フレイアとクレハ、グレン以外の気配がした。

　戦いの気配がないということは客か？

　いぶかしみながら扉を開く。

「これはケヤルガ様、ちょうどいいところに。私はラナリッタの領主の使いです。ラナリッタにケヤルガ様が訪れたと聞いて、主から屋敷に招待するように命じられました」

　おそらく、宿を借りる際に足どりを摑まれてしまったのだろう。

　馬鹿正直に、錬金術士ケヤルガの名前も、【癒】の勇者ケヤルの名前も使っていない。

　それでも気付かれたことを考えると、人相なども周知されているのかもしれない。

　今後は姿を変えたほうがいい。

　とはいえ、ケヤルガの姿は作り物ではあるが、長く使っているので愛着が湧わいてきたし、この姿を俺の女たちが気に入っているから変えたくはない。悩みどころだ。

「……ぜひ、呼ばれましょう」

　アフル・レアル・ラナリッタは領主として優秀な男。

　彼が無意味に俺を呼ぶことはない。

　そして、俺の力をあてにしているのだろうが、彼は一方的に頼るなんて情けないことをする男でもない。

　俺を呼ぶ以上、双方に利益がある話をするはずだ。

「というわけで、今日は久しぶりに気楽でうまい飯が食えると思ったがお預けだ」

「仕方ないわね」

「はい、ケヤルガ様が頼られるのは当然です」

「セツナも賛成。……ラナリッタの領主が出すご飯は美味しい」

「グレンは肉があればどこでもいいの！」

　セツナとグレンの言葉に苦笑する。

　性格は忠犬タイプと、自由気ままなキツネタイプで正反対だが、肉が絡むとたまに思考が一致する。

　さて、彼はいったい俺をなんのために呼んだのだろう？




　　　　◇




　先日、黒い騎士の軍勢からラナリッタを救ったときにも来たアフル・レアル・ラナリッタの屋敷を訪れる。

　相変わらず、センスがいい屋敷だ。

　とんでもない金がかかっているが、品が良く、嫌いや味みがない。

　成金には出せない成熟した美というものを感じさせる。

　使用人に、大浴場を使わないかと勧められる。

「ケヤルガ様、お言葉に甘えましょう！」

「そうね、しばらくご無沙汰だったし」

　これには、フレイアとクレハがくいついた。

　二人とも風呂が好きだ。

　ジオラル城にも大浴場は存在したが、あれは〝ゴミ捨て場〟にされている。

　それも捨てるものが少々特殊で、それはもうひどいありさまで再利用はできない状況だった。

「わかった。浴場を借りよう。先に体を清めたほうが飯はうまくなる」

「ん。セツナがケヤルガ様の背中を流す」

「グレンはたくさん泳いで、お腹なかを減らすの！」

　こうして、食事の前に風呂を使うことになった。




　　　　◇




　大理石で出来た湯船があり、とんでもなく広い風呂。

　湯もそこらの水を温めただけじゃなく、どこからか仕入れているようで、微妙に粘度があり温泉の匂いがする。

　ひどく贅ぜい沢たくだが、ラナリッタの領主にはそれが許されるだけの財力がある。

　軽く体を洗って湯船に浸つかる。

　やはり、広々とした湯船はいい。体の疲れを癒いやすだけなら【回復ヒール】でいいが、これは心も癒してくれるし、温泉でしか味わえない気持ち良さがある。

「広くて、泳ぎがいがあるの！」

　子ギツネ姿のグレンが先ほどから、犬かきならぬキツネかきではしゃいでいる。

　行儀は悪いが、可愛かわいいのでいい。

　そういえば、少女姿のときの裸は見たことがないな。

　目の前を泳ぐグレンを捕まえて持ち上げる。

「はーなーすーの、泳げないの！」

「放してほしければ、少女の姿になってくれ」

「うん？　なったら放してくれるの？」

「約束しよう」

　持ち上げたまま、グレンが大きくなる。

　持ち上げているので、グレンのいろんなところがばっちり見える。

　キツネ耳美少女になった。いたずらっぽい目をしているとんでもない美少女。

　年は十四歳ぐらい。……ちょっと成長したか？　いつもの人間形態は十二、三歳くらいだった気がする。

　子ギツネだけあって成長が速いのかもしれない。

　グレンの体は発育がよくむしゃぶりつきたくなる。

　もふもふのキツネ尻尾がいいアクセントになっていて可愛らしい。

「なあ、グレン」

「なんなの？」

「グレンって可愛いよな。セックスしていいか？」

　グレンに腕を嚙かまれる。

　彼女を放してやると、少女姿のままキツネかきで距離を取って睨にらむ。

「ご主人様は変態なの！　グレンはご主人様の魔力と心で生まれたの！　つまり、ご主人様の娘！　きんしんそーかんはいけないの！」

　言われてみればそうか。

　だが、グレンが娘だとは到底思えない。俺にぜんぜん似てないし、血も繫つながっていない。

　そもそも俺はダメだと言われれば言われるほどやりたくなるタイプだ。

　しかし、復讐相手以外に無理やりするのはあまり好きじゃないし、今はよしておこう。

「まあ、無理強いはしないさ」

　ただ、やりたいと思った女とはやるのが俺だ。

　なんとか、グレンにしたいと思わせるようにいろいろと考えよう。

　イヴのときも最初は嫌がっていたが、あっという間に自分からねだるようになった。グレンともいずれそうなるだろう。

「ケヤルガ様、そういうことしたいならセツナがいる」

　いつの間にか目の前にいたセツナが正面から抱き着いてくる。

「セツナは可愛いな」

　抱きしめてやる。

　グレンを見て猛たけったものはセツナにぶつけよう。

「もう、セツナちゃんはいつも抜け駆けして」

「私たちも、ケヤルガにならいつでも愛してもらいたいわ」

　フレイアとクレハもやってきた。

「愛されすぎるのも考え物だな」

　三人を相手にするのはなかなか骨だが、三人とも最高ランクの美少女、それに具合もいい。

　食事前の運動をすると飯がうまくなるし、がんばってみようか。

　グレンを横目で見る。

　イヴの場合、興味津々でこそこそこちらを窺うかがっていたが、グレンの場合はまったく興味がないようで、子ギツネ姿に戻って上機嫌でキツネかきをしている。

　……イヴのとき以上に苦労しそうだ。




　　　　◇




　風呂で体を清め、軽く運動した俺たちはラナリッタの領主が用意した服に着替えて部屋で休む。

　しばらくすると、食事の用意ができたと使用人が呼びに来た。

　案内された部屋では、ラナリッタの領主が席についており、歓迎してくれる。

「ようこそいらっしゃいました。英雄よ。ラナリッタだけでなく、ジオラル王国そのものを救うなんて、【癒】の勇者ケヤル様は真の勇者だ」

「そんなお世辞を言うために呼んだわけではないでしょう？」

　この人には敬語を遣う。

　彼のことを尊敬しているのもあるが、対等なビジネス相手だからだ。

　一方的に搾取されるわけでも、するわけでもない。

　ギブアンドテイクの相手であるからこそ敬意を払う。

「その通りです。ですが、先に楽しい食事をしましょう。前回招いたときに好みは聞かせていただいたので、よりよい食事になっているはずです」

「それは楽しみだ」

　先に並べられている前菜からして、クレハとフレイアの好物だった。

　これから運ばれてくる肉料理や魚料理も俺たちの好物なのだろう。




　　　　◇




　食事会は進んでいく。

　みんな上機嫌だった。

　無理もない。ラナリッタの領主が雇っている料理人は凄すご腕うでのようだ。

　みんなの好物を最高級の食材を使って仕上げた上で、改良してより美味しくしている。

　今食べているのは、ローストビーフのハチミツソース。

　セツナの大好物だが、ローストビーフを作るときにハチミツを中心にいくつかの果物で煮ることで肉を柔らかくしているし、ソースとの一体感もすごい。

　スパイスの使い方も上手で、甘ったるくなりがちなハチミツソースをしっかり引き締めている。

　柔らかい肉と、甘くてスパイシーなソースの組み合わせは絶妙だ。

　肉料理の前に出された、魚一匹をパイで包んで焼いた料理も良かった。

　ラナリッタにはうまい店が多いが、これほどの料理を出す店はさすがにない。

　最後のデザートに、季節のフルーツをふんだんに使ったさくさくのタルトが運ばれてくる。

　多くの少女がそうであるように、セツナたちも甘いものが大好物だ。それも高価な白砂糖をふんだんに使った甘あま味み、みんなうっとりした顔をしていた。

「楽しんでいただけましたか？」

「ええ、これ以上の料理は他では食べられない。王族ですら、こんな料理は食べられないでしょう」

　お世辞ではなく、事実としてそうだ。

　いいものも、悪いものも、何もかも受け入れて発展していくラナリッタだからこそ、こんな料理が出せるのだろう。

「喜んでいただけて、うれしく思います」

「楽しい食事は終わった。そろそろ本題に入ってもいいころだと思いますが？」

「では、そうさせていただきましょう。【癒】の勇者ケヤル様、あなたは魔王城に向かい、人間と魔族の戦争を和平に導くための席を作ると聞いております」

「一応、その情報は極秘事項のはずですが」

「まあ、漏れるところからは漏れます」

　それはそうだろうな。

　なにせ、ジオラル王国の内政に関わる人間の多くが、ジオラル王の暴走により殺されるか、国外逃亡している。

　そのため、深刻な人材不足に対応するため、この男の人脈に頼った。

　この男が手配した人員を使う以上、すべての情報は漏れていると考えるべきだ。

「それで、和平をやめろとでも言うつもりですか？」

「やめろなんて言いません。魔族が攻めてこなくなるのはラナリッタとしてもありがたい」

　その言葉を真に受けたりはしない。

　なにせ、ラナリッタは魔族との戦いで儲もうけている側でもある。

　魔族が攻めてくるからこそ、回復ポーションや、武器、防具の類が消費され売れる。

　魔族と和平を結んでも、自然発生する魔物との戦いはなくならないとはいえ、戦いの頻度は激減し、それらの消費は大きく下がる。

　戦いの継続を望んでいる奴やつらも多くいるのだ。

「ケヤル様、そんな目で見ないでください。我々は、和平をしたほうがトータルで考えた場合プラスであると試算していますので。これは神に誓って本当です。ただ、損をすると判断している方々もいます」

「そういう連中は俺たちを狙っているでしょうね」

「そうですね。そういう動きはあります。もっとも、ケヤル様なら問題ないでしょう」

「俺を殺せる奴がいるなら、連れて来てほしいぐらいだ。心当たりは一人しかいないし、そいつを探しているところです」

　おそらく、この世界で俺を殺せるのは【砲】の勇者ブレットただ一人。

「その方は私のほうでも探しています。情報が手に入れば共有しましょう」

「そこまでお見通しですか」

「ええ、ラナリッタは私の庭ですから。……ですが、お呼びしたのはそちらとは違う、いえ、もしかしたら関係があるかもしれない件です。隣国、グランツバッハ帝国がジオラル王国に戦争を仕掛けようとしています」

「グランツバッハ帝国か。大して強い国でもないでしょう？」

　ジオラル王国に比べれば国力が圧倒的に劣っている。

　グランツバッハ帝国は、今まではジオラル王国の、人類を守るために必要という建て前を使った脅しを受け入れて、金と物資、技術を差し出していた。

　国の特色としては、瘦せた土地で農業はうまくいっていないが、鉱山を持ち工業が発達しており、武具や工具の生産が活発だったはず。

「たしかにジオラル王国に比べて大きく国力が劣っていました。ですが、今のジオラル王国ぐらいなら潰すことができるでしょう」

「そうですね。多くの街が離反して独立し、多くの人材が亡命、軍もまだまだ機能してない病人のような国ですからね」

　ジオラル王の暴走で負った傷は大きい。

　今言ったように、多くの街が独立を宣言しているし、それをとがめるための軍も機能していない。

　王都といくつかの主要都市を守るのが精いっぱいというところ。

　なら、グランツバッハ帝国の狙いは……。

「アフル領主、グランツバッハ帝国の狙いは、ジオラル王国を倒して、人類を守る盾に成り代わることでしょうか？　ジオラル王国がやっていたことを自分たちのところでしたい」

「はい、私も同じ考えです。ジオラル王国を彼らが倒せば、和平が成立しないですし、成立したとしても彼らは利益のため和平を破棄して、魔族領域に攻め込むでしょう」

　なかなかに面倒だ。

「それを止めてほしい。それがラナリッタの意志でしょうか？」

「ええ、その通りです。さきほど、ケヤル様の探し人にも関わるかもしれないと言いましたのを覚えてらっしゃいますか？　……グランツバッハ帝国に、つい先日、とある客が訪れて王族をそそのかしたようです。なにやら、不可思議な力を与え、その人物自体が絶対的な力を持つとか。その力があるから、グランツバッハ帝国は開戦を考えた」

「そいつはまさか」

「現時点では確証がないですが、その可能性が高いですね」

　気が付けば、俺は笑っていた。

【賢者の石】を持ち逃げした、【砲】の勇者ブレット。奴なら、そう動いてもおかしくない。

　自分を買ってくれるところで、美少年を集めたハーレムを作りなおす。

　それだけではなく、新たなジオラル王国に対し、せっかく作り上げたハーレムを潰した仕返しを仕掛けつつ、俺が出ざるを得ない状況を作る。

「なるほど、俺が目指す平和な世界のためには、排除しないといけない敵ですね。敵が動き出せば協力しましょう」

「ええ、我々もケヤル様が動けるように情報を集めます」

　ラナリッタの領主に、ブラニッカの俺に繫がる情報網を伝える。

　グランツバッハ帝国が行動を起こせば、俺に連絡がくる手はずを整えた。

　……ブレット、おまえは最高だ。

　一周目に俺にした仕打ちだけで万死に値するというのに、【賢者の石】を奪い、あげくの果てに俺の理想の世界作りまで邪魔するなんて。

　今のところ、復ふく讐しゆうポイントはノルン姫のダブル復讐ボーナスが最高得点だったが、ブレットの奴は、その最高得点すらぶち抜いた。

　どう苦しめてやろう？

　奴が最大の敵。その評価は間違っていなかったようだ。

　なら、その最大の敵に相応ふさわしい対応をしてやらないと。

　燃えてきた。

　やっぱり、人生に目標は必要だ。

　この復讐、まだまだ楽しませてもらおう。
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　さすがラナリッタの領主。良い情報をくれる。

　これだけ探してもブレットの痕跡が見つからないのはおかしいと思っていたが隣国に逃げていたか。

　グランツバッハ帝国をそそのかしたのがブレットである保証はないが、それでも奴だという確信めいた予感がある。

　一応裏をとれないか、こちらでも動こう。

　手紙をジオラル王国に残ったエレンに送ると決める。

　エレンに知らせれば、ジオラル王国の諜ちよう報ほう部ぶを使って調べてくれるだろう。

　……ただ、ブレットの捜索に諜報部を使うのは危険ではある。

　ジオラル王国諜報部は優秀だ。

　正規軍以上に、他国にもアウトローたちにも恐れられている。

　彼らの存在があるから、なんとかジオラル王国は存続できている。

　ジオラル王が暴走していたときも諜報部は無事だった。

　情報を集めるには理性と知性が必要であり、黒い騎士にすると使い物にならなくなる。だからジオラル王は彼らに黒い力を使わなかった。

　そして、情報を集める手段を失うことを恐れたからこそ、ジオラル王は彼らを追放しなかった。

　加えて忠誠心が強く、あの状況でも亡命せずにいてくれた。

　それは素晴らしいことだが、問題は彼らの中にはブレットによって鍛えあげられたものが多いということ。

　ブレットは勇者になる前は諜報部に長く在籍し、諜報部のエースとして尊敬されていた。

　ブレットの注意深さ、隙のなさは諜報部時代に培われた。

　敵対国に潜入しての情報収集、要人の暗殺。難しい任務をいくつもこなしている。

　当時の部下にブレットの息がかかっているだけではなく、ブレットは勇者になり引退し、孤児院を経営するようになった後も孤児たちを諜報部に送りこんでいるのだ。

　ブレットの育てた子供たちは優秀であり、その子供たちは出世し、部下を持ちブレットの教えを広めていた。

　ようするに、諜報部の多くがいざとなれば裏切ってブレットにつく可能性がある。……かといってブレットの影響を受けているものをすべて排除すれば諜報部が瓦解する。そうなれば、ぎりぎり国としての体面を維持しているジオラル王国は終わりだ。

　なかなか難しい状況だ。

　もう一つ厄介なことがあり、ブレットの手駒というのは金では動かない。文字通り、愛し合って心と体が結ばれた連中だ。

　信じられないことに、ブレットに掘られて喜んでる変わった連中がたくさんいるのだ。

　まあ、俺と違って幼い時から洗脳じみた教育を受けているのもあるのだろう。

　諜報部は有効活用するが信用しすぎない。それが俺の方針だ。

「今日のご飯、美味しかった。また、ここに来たい」

「そうだな。うまかった。また来る機会はあるはずだ。俺たちがアフル領主にとって有益である限りはな」

　俺たちは貸し与えられた部屋でベッドに寝転がっている。

　セツナは寝間着に着替えて俺の腕に抱き着いていた。

　風呂場で愛し合っているので夜は寝るだけだ。

　俺は回数をこなせるほうだが、一度に三人を愛せばさすがに夜もとはいかない。

　セックスしなくても一緒に眠るだけでも幸せを感じる。

「ご主人様すごい肉だった！　ご主人様はグレンのためにお土産をせびるべき！　そしたら明日も食べられるの」

「……まがりなりにも神獣だろう。もう少し慎みを持て」

　子ギツネが俺の腹の上に座って欲望にまみれたことを言う。

「神獣だからお供え物は喜んで受け取るし、ほしいときはおねだりするの！　神鳥カラドリウス様はもっとぱねーの。病気をお腹なかいっぱい食べたくなったら、疫病をばらまいて街中に広がるまで増やしてからぺろり。神獣ってそんなもんなの！」

「そう考えると神獣はえげつないな」

「グレンは可愛くおねだりするだけだから、とっても尊い神獣なの！」

　グレンの卵に祝福をくれた、黒こく翼よく族が祭る神、神鳥カラドリウス。

　病を喰くらう神鳥。

　たしかにあれは疫病が蔓まん延えんしたときに病を喰らうことで民を救う神鳥ではあるが、それはただの食事だ。

　食べるものがなければ、感染力の高い疫病をばらまいて増やしてから美味しくいただくという非常に迷惑な存在でもある。

　せめてもの救いは、あとでたっぷりと食べられるようにと致死性が低い病をばらまくことだ。

　イヴを魔王にするとき、神鳥の力を借りた。

　神鳥カラドリウスの力がなければ、魔王城の戦力とやり合うことになり、魔王のもとにたどり着くことすらできなかっただろう。

　仮にグランツバッハ帝国と戦いになった場合、神鳥の力を使えば圧勝できる。

　なにせ、魔王と戦ったときのように神鳥カラドリウスの背にのり敵国の首都まで移動。

　あとは致死の病をまき散らすだけで首都を壊滅させられる。

　だが、それをする気はない。

　神鳥カラドリウスの力は人の手に余る。それは魔王になったイヴでもそうだ。

　呼び出すたびに命を削られる。次呼び出せばイヴはただでは済まない。おそらく日常生活すら満足に送れなくなる。そして、その状態でさらに神鳥の力を使えば命を落とす。

　ありとあらゆる怪け我がや病を癒いやす【癒】の勇者でも命そのものをえぐり取られた者を癒すことはできない。

「なあ、グレン」

「なに？」

「神鳥カラドリウスと比べると、おまえって超地味だよな。使える力は変身と浄化の炎ぐらいだろ？　便利だがスケールが小さすぎる。炎を吐くだけなら、そこらの魔物でも普通にするしな」

「失礼なの！　グレンだって神鳥カラドリウス様みたいにすごいことができるの！　見せてないだけなの！　神獣を舐なめないでほしいの！」

　尻尾をピンと立てながら子ギツネが威嚇してくる。

　本人は割と怒っているようだが可愛らしさしかない。

「ほう、なら何ができる？」

「秘密なの！　でもグレンはすごいの。そもそもキツネは神の力との親和性がすごく高いの！　グレンは神獣の中でも上位なの！」

「秘密か。なら体に聞いてやろうか」

　グレンをぎゅっと摑つかんで、お腹をくすぐったり尻尾の付け根を優しく叩いたり、喉をごろごろする。

　もふもふの毛で手触りが良いし、適度に温かくて癖になる。

　グレンの弱いところはだいたいわかる。

　……まあ、性的な意味ではなくペット的な感じだが。

「こゃーん、くすぐったいの、変、これ、体ぽかぽか。悪くないの、もっとやりやがれなの」

　グレンがはしゃいでいる。

　これはこれでいいが、いつかは性的にも可愛がってやりたい。

「話す気になったのか」

「これぐらいで、屈しはしないの。だからもっとするの」

「そうか、これだけやってもダメか、もうあきらめて終わりにしよう」

「うっ、ちょ、ちょっとだけ話してやるの。だから、その尻尾付け根とんとんと喉ごろごろを続けるの」

　素直なのはいいことだ。

　もっと気持ちよくしてやろう。

「はうぅ、これ、いいの。グレンはまだ、幼体だからダメだけど、成獣になれば本当の力が使えるの」

　なるほど、見た目が子ギツネなのは神獣としても幼体だからか。

「それで、本当の力は？」

「グレンにもわかんないの。神獣は成獣になったとき真の力に目覚めるから。でも、なんかやべーやつってのはわかるの！　今でも変身と浄化の炎以外にも簡単な予知が使えるの！　それが、なんかやべーって言ってるの。神鳥カラドリウス様より、ごわーってしてるの」

「なんだ、そのくそあいまいで使えない予知は」

「予知も大人になるとぱわーあっぷするの！　ごろごろ、とんとん気持ちいいのー」

　子ギツネが全身脱力する。

　どさくさ紛れに、変なところを触ってみるが見た目が獣だとまったく楽しくない。

　今度、少女形態になるともっと尻尾付け根とんとんや喉ごろごろが気持ちいいと騙だまして、どさくさまぎれに性的な悪戯いたずらをしてやろう。

「わかった。なら、いつ成獣になる？」

　その、なんかやべーやつというのもできれば大きな戦いの前に手に入れて、戦術として組み入れたい。

「うーん、それもわかんないの。神獣の成長はそれぞれ。生まれて三時間で成獣になる子もいれば、千年かかる子もいるの」

「……さすが神獣、不思議生物だ」

「ただ、強く願えば早くなるらしいの！　でも、別にグレンは今のままでいいの。グレンは可愛かわいいし！」

「そうか、大人になりたいって思えばいいのか」

　それはそれはいいことを聞いた。俺がグレンを大人にしてやろう。

　グレンは復ふく讐しゆう対象者ではないので、無理やりエロいことをする気はなく、興味を持つように誘導するつもりだった。

　そうするにしろ、少々後ろめたさがあったが、いい大義名分ができた。グレンを強くするためだから仕方ない。

「ほら、終わりだ」

「ちょっと物足りないの。明日もグレンを可愛がる許可をやるの」

「ああ、可愛がらせてもらおう」

　次は、ちょっと毛色が違うが。

「グレンは眠るの。起こしたら嚙かむの！」

　子ギツネが布団の中に潜り込んで丸まる。

　生意気だが、見た目は本当に可愛らしい。

「なあ、グレン。おまえには未来がどう見えてる」

　嚙まれた。

　どうやら、起こされたのが気に喰わないらしい。

「……起こすなって言ったの。答えてやるから、もう邪魔しないでほしいの。未来は……ご主人様といたら、きらきらぱーってなんか楽しいって感じだから一緒にいてやってるの」

「きらきらぱーってなんか楽しいか。面白い予知だ」

　きっとそれは、性的な絶頂だろう。

　グレンの予知までもが、グレンと俺が絡み合うことを示している。

　明日から、グレンの洗脳……もとい、グレンを大人にして力を目覚めさせるための試行錯誤が始まる。

　なかなか楽しみだ。




　　　　◇




　翌日、竜騎士たちと合流し再び魔王城を目指す。

　夜明けと共に出発した。

　さらに今日は休憩時間のたびに俺が竜たちの疲れを【回復ヒール】で癒すことでペースを上げつつ、危険な夜間飛行も行う。

　そうすることで深夜には魔王城にたどり着ける。

　行きとは違い、ブラニッカに立ち寄らず一日浮かせられるのだ。

　竜騎士たちは、ラナリッタの領主が持たせてくれた弁当を非常に喜んでくれた。

　こんなご馳ち走そう食べたことがない。人間の世界はすごいと褒めている。

　ちなみにグレンは大きな肉の塊をもらってご満悦だ。

　グレンにねだられるままに、頼んでみたら本当に土産がもらえてしまった。

　今もグレンは子ギツネ姿で骨にしゃぶりついて機嫌がいい。

　こういう姿を見ると心が和む。

　ただ、どうしても平和な日々が続くと考えてしまう。

『復讐がしたい』

　復讐特有の昏くらい怒り、準備をして追い詰めていく高揚、憎い相手を這はいつくばらして踏みにじる愉悦。

　復讐ほどの娯楽はない。復讐を楽しみたくて仕方ない。

【砲】の勇者ブレットへの復讐を成し遂げれば、絶頂するほどの快楽を得られるだろうが、しばらく時間がかかりそうだ。

　だから、ブレットへの復讐を終わらせるまえに手ごろな復讐相手が現れてほしい。

　適度に俺を苛いらつかせて、それでいて潰しがいがある復讐相手がいい。

　だというのに、最近はなかなか俺に嚙みつく愚かものがいない。復讐しようにも相手がいないとどうにもならない。

　魔王城に戻るのはイヴのためでもあるが、ブレットが現れるまでの暇つぶしも兼ねている。

　イヴの騎士として行動すれば、やっかみも受ける。なによりイヴを害そうとする連中に会える。

　俺と俺の恋人の敵が現れ、不快にさせたり、害をなそうとしてくれれば復讐の動機として十分だ。

　大義名分を以もつて徹底的に磨すりつぶせる。

　魔王になり立ての小娘を狙うものは多いだろう。

　イヴの味方である虐げられた種族ですら、自らの種族の魔王候補を新たな魔王にして、黒翼族に取って代わりたいと思っているはず。

　きっと魔王城に入れば、復讐し放題の食べ放題。

　なんなら、イヴが先代魔王に勝てたのは神鳥カラドリウスの力であり本人は弱く、代償がある力で今は使えないなんて噂うわさを流してみようか。

　今の魔王なら殺せると馬鹿が次々に喰いついてきて楽しそうだ。

　そういう路線で行くなら、俺の正体が人間であること、魔王直属騎士となり傍そばにいるのは愛人だからに過ぎず弱いという噂も効果的だ。

　イヴに対する嫌がらせ、彼女を追い詰めるために俺を殺して首を送りつけようとする馬鹿も現れてくれそうだ。

　うん、いい。積極的に復讐するために馬鹿を釣ろう。

　こういう馬鹿は内側で野心を燃やし続け、ところどころで邪魔をしてくる。早めに潰すのはイヴのためでもある。

「ご主人様、気持ち悪い顔をしてるの」

「ん。セツナもちょっと怖い」

「すまない。イヴに会えるのが楽しみでな」

　ちょっと顔に出ていた。

　やっぱり良くないな、復讐欲は性欲と一緒で溜ためすぎるとダメだ。早く気持ち良く発散したい。

　何度か休憩を挟み、月明かりを標しるしにして夜間飛行を続ける。

　そして、とうとう見えた。

「やっと魔王城に戻ってこられたか。イヴが元気にしているといいが」

　魔王城が見える。

　竜たちが魔王城の中庭に向けて降下する。

　ようやくの帰還だ。

　今日はさっそく、イヴとたっぷり愛し合おう。

　グレンの調教も重要だが、俺は恋人を大事にするタイプだ。イヴを優先しよう。

　グレンのほうは少女形態にしてから昨日のように可愛がりつつも、微妙に性感帯を刺激して少しだけ性の喜びを教えるぐらいにしておこうか。
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　ようやくイヴがいる魔王城に戻ってこられた。

　思ったより時間がかかったものだ。

　無事に、ジオラル王国を掌握できたことは前もって手紙で伝えている。

　ラナリッタを経由してブラニッカに手紙を送れば、裏の拠点からイヴのところまで届くようにしていた。

　だから、あまり心配はかけていないはずだ。

　中庭に竜たちが着陸すると、出迎えの魔族たちが現れる。

「おかえりなさいませ。ケヤルガ様」

「出迎えご苦労。早速だがイヴのところに案内してくれ」

「はっ！」

　魔族たちが頭を下げる。

　俺は先代魔王を倒す際に多大な功績を残しており、さらに魔王直属騎士。

　つまるところ、こっちではそれなりの立場にいる。

　魔王直属騎士の権限は、イヴの利益になる限り何をしてもいいというもの。

　申請すればかなりの予算を引き出せるし、軍の人員を使うこともできる。

　この地位の目玉は殺人許可証の存在と、俺を害せば魔王への反逆となること。

　やりたい放題。こんな役職は当初なかったので無理やり認めさせた。

「魔王イヴ・リース様は会議中とのことです。部屋にお通ししますのでそこでお待ちください」

「わかった。そうさせてもらおう」

　この魔族も内心では人間に頭を下げるのは屈辱だろうな。

　そんなことを考えながら、俺は彼らに案内される。

　それにしても、魔王イヴ・リース。イヴはそんな呼び方をされているのか。




　　　　◇




　通された部屋で、お茶とお菓子を楽しむ。

　魔族領域で出されるお菓子は人間の世界と少し風味が違って面白い。

　砂糖自体の味が違うのだ。

　お茶はお茶で、かなり刺激がきついもの。

　これも悪くないと思う。

「肉も美味おいしいけど、甘いものも美味しいの！」

　今回の茶菓子は甘いスコーンのようなもの。

　それをばくばくと子ギツネが楽しんでいる。

　自称肉食獣だがグレンは雑食だ。

「ん。なかなか美味しい」

「そうね、一口目は違和感が強かったけど、慣れてくるとなかなかおつね」

　セツナもクレハも気に入ったようだ。反面、フレイアは口に合わなかったようで一口でやめていた。

「お腹なか、いっぱいなの」

　子ギツネが丸まって机の上で眠る。

　さりげなく、お腹や頭を撫でてやるとうっとりした顔をしてグレンが喉を鳴らす。

　ふむ、俺に撫でられるのは気持ちいいと学習したようで、グレンは抵抗せずに身を任せるようになった。

　まずは第一段階として、隙あれば撫でてモフって、どんどんそれが当たり前になるようにしていこう。

　そして、無条件に俺の愛あい撫ぶを受け入れ始めたら次だな。少女形態のほうが撫なでられるのが気持ちいいと言って、それが受け入れられれば体の内側撫で撫でとか適当なことを言い、さらにはアレなら奥まで内側撫で撫でできるとか言ってみよう。

　グレンは頭がアレなので、割と簡単にできてしまいそうだ。

　馬鹿な子を騙すのは楽しいしわくわくする。

　物事には順序がある。

　いきなり、アレを突っ込んでも怒られて終わりだ。

　小さな一歩を積み重ねていく。

　俺は我慢することには慣れているのだ。




　　　　◇




　大人の話をしたいので、俺は一人で部屋に残り、セツナたちは先に、滞在時に使う個室に案内してもらっていた。

　半時ほど経たったころ、扉が開かれる。

　イヴが二人のお付きと共に現れた。お付きは一人が使用人服を着たウサギ耳の美少女で、もうひとりは鬼族の老紳士だ。
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　相変わらず、イヴは可愛かわいい。

　その顔つきも、体も、黒い翼も愛いとおしい。

「やっと、帰ってきたんだね！　もう、遅いよ。ケヤルガ」

　イヴが走ってきて、俺に抱き着く。

「あんまり部下の前でそういうのは止めたほうがいい。舐なめられるもとだ」

「でも、ずっと離れ離れだったんだもん。我慢できないよ」

　彼女は強く俺を抱きしめる。

　寂しさだけじゃなく、心細かったのだろう。

「……まったく、わがままだな。まあ、この二人なら問題ないだろう」

　キスをする。大人のキスだ。

　イヴが強く求めてきて足を絡めてくる。

　このまま、その先へと行きたいところだが色々と話を聞いてからだ。

　でないと、色々と気になって行為に夢中になれない。

「まずは元気そうで何よりだ」

「そっちこそ。本当に心配したんだから」

　少し苦笑する。

　出会ったときからは想像できない反応だ。

　恋人としては当然の反応。

　イヴの場合、洗脳には頼らず徐々にならしていった。おかげで、なかなかいい仕上がりになっている。

「俺たちはジオラル王国に向かい、黒い騎士を生み出す存在と、ジオラル王を討伐。そして、エレンをあそこに残してジオラル王国を掌握している。魔王城の様子はどうだ？」

「ちゃんとケヤルガの言う通りにやってるよ。先代魔王勢力の吸収、治安回復、人間との和平に向けての調整。順調とは言えないけど進んでる」

　順調とは言えないか。

　まあ、それもそうか。

「反対勢力がいるのか」

「うん、今のところはあくまで話し合いのうえでの反対。虐げられていた種族の中にもいろいろ派閥があって先代魔王に優遇されていた連中は皆殺しじゃないとダメとか、人間との和平なんてありえないとかね」

　それは想像できたこと。

　先代魔王の代にはひどい迫害を受けて、種族単位で滅びかけていた連中も多い。

　また、人間との戦争も長く、割り切れない感情を持っている。

「……しばらくは話し合いだな。それでもだめなら実力行使だ」

　問題を力ずくで解決する方法はなくはない。

　イヴは魔王。

　魔王権能の一つに、魔族魔物に対する絶対順守の命令を告げるというものがある。

　魔王であるイヴの命令に誰も逆らえない。

　ただ、欠点も多い。

　あくまで言葉を届けないと発動しない力だし、具体的な命令でないと効果が発揮されない。

　イヴと顔を合わせようとしない相手はどうしようもないし、命令で禁止されたこと以外ならなんでもできるため抜け道は多く、命令を無理に聞かせたところで恨みを買い、イヴの見えないところで反逆を企てる危険性が高まる。

　そもそも、彼らの力なしに統治できない。

　彼らが何もしないだけでもまずい状況になる。

　一番致命的なのは、そんな真ま似ねをしたら最後、魔王イヴ・リースは暴君という噂うわさが広まり、誰もついてこなくなってしまうことだろう。

「人の上に立つって難しいね。先代魔王を倒そうとしてたときはみんな一つになってたのに、勝ったらばらばらになっちゃった」

「そういうものさ。それぞれの種族どころか、個人ごとに思惑はある。それを御するのが魔王だ」

「そうだね。ちょっと、しんどいけどがんばるよ」

　イヴの頭を撫でてやる。

　いつもは子供扱いするなと怒るが、素直に受け入れている。

「キャロル、ラピス、お前たちの目から見てどうだ」

「ははは、懐かしい名だ。その名で呼ぶのはもはや、イヴ様の他にはケヤルガ様だけになってしまいましたな。イヴ様はよくやっていらっしゃいます」

　鬼族の老紳士が笑う。

　彼の正体は、星兎族の元長キャロル。先代魔王に内通していた裏切りものであり、表向きは処刑されたことになっている。

　しかし、事実は違う。俺が処刑前日に彼を救い出し、【改良ヒール】で戦死したはずの鬼族の英雄の姿に変えた。

　そして、イヴの補佐として働き、政治に弱いイヴを支えてくれている。

　政治関連では完全に素人のイヴがそれなりにうまくやれるのは彼の力が大きいだろう。

「私わたくしから見ても、イヴ様はいい魔王ですわ。……たまに、素がでちゃうのは直したほうがいいですけど」

「あっ、ラピス。それをケヤルガの前で言うのはひどいよ！」

　そして、その娘のラピスをイヴの専属使用人兼護衛に任命した。

　星兎族は極めて戦闘力が強い種族だ。優れた聴力と気配感知能力、そして圧倒的な脚力は機動力と攻撃力、双方に優れる。その性質は護衛に最適だ。

　また、ラピスはそんな星兎族の中でも天才であり、病が治ってからの戦闘力は魔族領域でも有数。

　なおかつ、星兎の長の娘として育てられたことで、礼儀作法が身につき、教養があり、魔王の専属使用人として必要なものを兼ね備えている。

　なにより、俺の愛人であり、イヴの友人だ。

　彼女は絶対に裏切らないし、イヴも友人がいることで、だいぶ精神面で助けられている。

　キャロルとラピス、この二人がいるから安心してイヴを一人にできた。

　キャロルが政治でイヴを助け、キャロルが心と命を守る。

「……キャロルとラピスには本当に助けられてるから、強く言えないのが悔しいよ」

　イヴが頰ほおを膨らませている。

　こういう子供っぽい仕草も可愛かわいい。

「ケヤルガ様、正直に申しまして、今のイヴ様は統治者として、まだまだとしか言えません。知識も経験も技術も思想も何もかも足りませんな。……ですが、確実に学んでおります。いずれ、歴代のどのような魔王より優れた方になるでしょう」

「うんうん、私はまだまだこれからだよ。いっぱい勉強中なんだから」

「それはドヤ顔して言うことじゃないな」

「うっ」

　俺のツッコミにキャロルとラピスも笑う。

　キャロルは補佐だけじゃなく、イヴの教育係でもあるのだ。この分だと、しっかりとイヴはキャロルから学んでいるようだ。

　数年後には、一人でもやっていけるようになるだろう。

　それから、四人で雑談をする。

　場が盛り上がってきた。

　……よし、これならそろそろあれを見せてもいいか。

　キャロルに目線を送る。

「じゃあ、イヴのために仕込んだとっておきを使おうか」

　俺は指を鳴らす。

　すると魔族の高官二人が姿を現した。イヴが身構える。

　彼女はこの部屋に誰も入れるなと命令していたからだ。それでもなお、入ってきて、謝罪すらしない。警戒もするだろう。

「安心してくださいイヴ様、彼らはケヤルガ様の置き土産。イヴ様に真実を知ってもらうためのものです」

　キャロルがそう言ってイヴをなだめた。

　この仕込みは俺の【改良ヒール】とキャロルの策謀によって行われたものだ。

「報告します。雪豹族長スノルに反乱の動きがあります。魔王候補を所有する各種族と内通し、戦力を蓄えています」

　いきなり大物か。

　雪豹族と言えば、迫害されていた種族であり共に魔王を倒した盟友だ。

　報告はまだまだ続く。

「棘蛙族による暗殺者を引き入れる計画が進行中」

「イヴ様が却下された先代魔王に組した種族の財産没収案が無許可にていくつかの街で実施されています」

「長老会の皆様は高位のポストに自らの種族を割り当てようとしており、冤えん罪ざいでの既存役職者の追放が日常的に行われ、魔王領の治安に深刻な悪影響が出ております」

「イヴ様主導で進められていた能力優先の昇進試験制度、いくつかの種族からの要請で面接を試験に加えることになりました。面接が評価の九割となり、面接の評点は口利き次第なので、事実上試験は機能しておりません」

「先の戦いで戦災を受けた街への支援物資は赤犬族が着服。現地では現魔王への不満が爆発寸前です」

　好き勝手にやられるとは思っていたが、想像よりずっとひどい。

　彼ら二人は【改良ヒール】と各種洗脳技術で作った傀かい儡らいだ。

　傀儡にするべき人選もキャロルが行い、俺が洗脳して、各種族にばらまき、より情報を得られるよう、定期的にキャロルが指示を出しているのだ。

　そうして集めた情報を二人が取りまとめて報告してくれる。

　もちろん、俺は平和と正義を愛しているので理不尽に洗脳はしない。ちゃんと、傀儡候補の中から、俺やイヴを侮辱したものだけを選んで壊した。

　そんな奴やつらであれば良心は痛まない。

　情報を得ることは何よりも重要だ。

　いくら強い力を持っていても、それを正しく使わなければ意味はなく、正しく使うには情報がいる。

　……こういうやり方は【砲】の勇者ブレットを見て学んだもの。あのくそ野郎は、人格と性的嗜好はゴミ以下だが能力だけを見れば優秀だ。

「ありがとう。よくわかった。もう戻っていい」

「「はい、ケヤルガ様」」

「これは褒美だ」

　俺は飴あめ玉だまを投げる。すると、床に転がった飴玉に二人の高官が息を荒くして飛びつく。

「はっはっ、ケヤルガ様の飴玉」

「恐悦！　感動！　望外！　歓喜！　絶頂！」

　舌で床に転がった飴玉を掬すくい上げて、恍こう惚こつとした表情で飴玉を舐なめまわす。

　あまりの感激に勃起したアレでズボンがパンパンに膨らんでいるし、一人はズボンが濡ぬれている。

　……ちょっと気持ち悪いな。調整しすぎたか。

　彼らは飴玉がなくなると、ひどく悲しい顔をしてから敬礼する。

　彼らに向かって飴玉がたっぷり詰まった袋を投げる。

「忘れてた。これは協力者たちの分だ。ちゃんと渡せよ。もし、つまみ食いしたらおまえたちを捨てるからな」

「はっ、はい、はっはっ、あああ、わかっ、わかりました。みんなのぶん、預かりました。たべっ、たべない、ケヤルガ様のたま、たべない、がまん、がまんんんんんん」

　ひどく興奮し、同時に捨てられる恐怖から命がけで我慢をしている。

　涙と涎よだれが溢あふれてひどい絵面だ。

　さっさといけと手を振ると、内またで出ていった。

「これが俺の土産だ。キャロルと協力して、どれだけイヴが舐められて好き勝手にやられているかを調べていた。これが今の現実だ」

「……想像はしていたけど、思った以上にひどいね。わかってた人もいるけど、あの人まで」

　イヴが落ち込んでいる。

　高官二人が集めた情報はそれほどショッキングだった。

　暗殺計画、反乱計画、その他さまざま。

　少女には重すぎる現実だ。

「心配するな。知ってさえいれば対策のしようはある。ちょうどいい、確実な証拠を押さえられる案件があった。俺が動いて潰して、見せしめにする。イヴがちゃんと見ているってことを教えてやれば、今後は大人しくなるだろうさ。まあ、イヴが望むなら穏便に済ませてもいいが」

　ここまで好き勝手にされているのは、簡単に言えばイヴが舐められているから。

　なら、それが間違いであることを示す。

　残念ながら人の良心に訴えかけても得られるものはない、力を示すしかないのだ。

　もっと早い段階で、それぞれ対処することは可能だった。

　だが、それでは駄目だ。

　イヴが現実を知るために、そして反逆者どもが罪を重ねて処刑と厳罰に値するようになるタイミングを待っていた。

「……きれいごとだけじゃ、優しいだけじゃだめってことぐらい、もう学んだよ。一緒に戦ってきた種族を粛清するのは辛いけど、やらなきゃわかってもらえない。ケヤルガ、力を貸して」

「もちろんだ。恋人を傷つけようとする連中だ。許せるはずがない。……まずは寝室に行こうか。動き出すのはそのときが来てからだ」

　イヴとキスをしてから抱きかかえる。

　イヴの体が熱い、よっぽど期待をしていたのだろう。

　さて、久々に復ふく讐しゆうを楽しめるとは思っていたが、予想以上にバカが多かった。

　これで、退屈を紛らわせることができる。

　イヴを抱きながら、どんなふうに俺の恋人を殺そうとした奴に報いを与えるか考えよう。

　それは、とてもとても興奮しそうだ。

　部屋を出る時、ラピスが耳元で俺だけに聞こえるように囁ささやく。

「私も可愛がってくださいませ」

　俺は苦笑する。

　ラピスの具合はいいからな、もちろん城にいる間は可愛がってやる。







[image: 第四話　回復術士は粛清する]







　魔族領域に帰ってくるなり、聞かされたのは身内の裏切り。

　少し気が滅め入いりそうになるが、同時に仕方ないとも思ってしまう。

　同じ種族の中ですら争いや裏切りは起こる。

　人間だけの国であるジオラル王国は内側から割れて、他国がこれ幸いと襲いかかろうとしているぐらいだ。

　魔族だって変わらない。……むしろ、この程度で済んでいるのはキャロルの補佐があったからこそだ。イヴ一人なら、もっとひどいことになっていた。

　先代魔王を倒すまでは一つになっていた迫害された種族たちの心はばらばら。

　先代魔王を倒したばかりのころはイヴを英雄視していたが、今では自分の種族が栄えるためには黒翼族が邪魔とすら思っている連中までいる。

　……その下地はあった。

　黒翼族は先代魔王に特に疎まれて特にひどい迫害を受け、生き残りはわずか、土地や資産もろくに残っていない弱小種族。

　いくら魔王を生み出した種族といえど、弱小種族に大人しく従おうとは思わない。

　喉元過ぎれば熱さを忘れる。

　そうなれば後は欲のままに動く。

「馬鹿な奴らだ」

　何もしなければ、ともに先代魔王を倒した種族として寵ちよう愛あいを受け続けられたのに欲をかいてすべてを失おうとしている。

　イヴを暗殺して、自分の種族の魔王候補を魔王にしたいのだろうが、イヴを殺したところで次にどの種族から魔王が生まれるかなんてわからないというのに。

　あるいは、自分の種族の魔王候補が魔王になるまで殺し続けるのかもしれない。

「ケヤルガぁ」

　甘えた声でイヴが俺の胸元に頰をこすりつける。

　さんざん可愛がったこともあり、疲れ果てて眠っている。

　イヴを相手にするときだけは避妊をしていない。

　他の女みたいに旅をすることはないからできても困らないし、黒翼族を増やさないといけない。

　こんな俺でも子供は欲しいと思う。

　幸せの象徴だからだ。

　もし、父親になれば目いっぱい愛情を注いでやりたい。

　イヴの頭を撫でて眠りにつく。

　彼女のため、明日からいろいろと動くとしよう。




　　　　◇




　いつものモーニングコールで目を覚ます。

　快楽で背筋が震える。

「おはよう。セツナ」

「ん、おはよう。今日はいつもより薄い。イヴが羨ましい。たくさん可愛がってもらっている」

　いかに回復力が優れている俺でも、前の日に限度を超えてがんばれば必然的に薄くなる。

　毎朝、日課でセツナはご奉仕しているので味の違いで昨日どれだけがんばったかわかるらしい。

　隣で寝ているイヴをゆする。

　セツナが出したあとの掃除をしている中、恋人を起こすのはだいぶイカれているが、俺たちにとっては日常風景。

「ケヤルガ、もう朝？」

「ああ、おはよう。さて、息抜きは終わった。仕事の時間だ。敵を排除する。その許可がほしい」

　俺は心優しく、自分から誰かを害することはあまりない。

　だが、俺や俺の女を害しようとするものがいれば一切の躊ちゆう躇ちよをしない。

　イヴを害そうとしている時点で、俺の復讐対象だ。

　万死に値する。

「いいよ。その、でも、やりすぎないでね。仲間なんだから」

「それはできない。なにせ、中途半端な仕置きを見せてしまったら、他の者が調子に乗る。ここで可能な限り悲惨に仕置きをすることで、第二、第三の犠牲者がでなくしないといけない。イヴの安全確保もそうだが、必要最小限に犠牲を抑えるために苛烈な罰が必要だ。それに、もう仲間じゃない。仲間だったが正しい。奴らはイヴに牙を向けた」

　俺以上にイヴは優しいので、こうでも言わないと裏切りものすらかばおうとする。

　ここまで言ってもまだ悩んでいる。

　そんなイヴの甘さにつけ込もうとする連中が憎い。

　イヴが甘い分、俺が鬼となる。

「本当に必要なんだね」

「イヴが殺されないためにはな。イヴが殺されることが何を意味するかわかるか？　せっかくここまで立て直してきたものが全部おじゃんだ。体制ががらりと変わって大混乱。一から覇権争いが始まり、何千人、何万人もの血が流れる」

「そうだね。うん、容赦なくやって。ケヤルガの思うとおりに。そのために魔王直属騎士になってもらったんだから」

　いい子だ。

　頭を撫でてやる。

　早速、イヴをお飾りの魔王だと侮り、何も見えていないと思い込んでいる連中に地獄を見てもらう。




　　　　◇




　キャロルから細かな情報を収集してから、外出した。

　クレハとセツナを伴っている。

　ほぼ確実に荒事になる。彼女たちがいるほうが安全だし、セツナのレベル上げもしておきたい。




　魔王城の裏手で土木工事をしている一団がいたのでそちらに向かう。

　作業をしているのは雪豹族たちだけだ。

　青い体毛がうっすらと生えた獣人。

　雪豹族は人間にかなり近いが、すらりとした肢体と吊つり目気味の碧へき眼がんと青髪がシャープな印象を与える。

　指揮を執っている男と女の二人組に何をしているのかを聞くと、先の戦いで壊れた壁の補修工事と悪びれずに言い切った。

　笑ってしまう。

　俺が集めた情報では壁を直す振りをしながら地下トンネルを作り、反魔王勢力を城内に引き入れるつもりだ。

「そうか、それはごくろうさま。差し入れがあるんだ」

　氷で冷やした柑かん橘きつ類るいを持ってきていた。

　労働者にはもっとも喜ばれる差し入れの一つ、喉が潤うし酸味は疲れを癒いやしてくれる。

「魔王直属騎士様、これはありがたい。いただきます」

　男に手渡すときに、【回復ヒール】をする。

　記憶を読み取るためだ。

　しっかりと情報を集めたとはいえ、間違うときもある。俺は確信もなしに断罪するほど愚かでも、非道でもない。

　記憶を読み取ったあとにこやかに笑い、剣を引き抜いて首を落とした。

　女のほうが悲鳴を上げる。

「きゃああああああああああああああ、カムン、カムンが」

「魔王に対する反逆罪で死刑だ。魔王直属騎士に虚偽の報告をした」

　剣を抜いたのは【回復ヒール】で読み取った記憶でクロだと確定したから。

　悲鳴を無視して歩いて行き、荷物を纏まとめておくための即席雨よけを魔術で吹き飛ばす。

　すると、掘り返されてできた穴があり、必死に穴を掘る雪豹族たちと目があった。

　えらく雑な隠ぺい工事だ。

「ここに来たのは、魔王暗殺を企てる馬鹿がいると聞いたからだ。どうやらその馬鹿どもは外から戦力を引っ張って来るために、トンネルを作っているらしい。事実、こうしてトンネルがあった。その男は噓うそをついた。殺すしかないだろう」

　女に向かって微笑ほほえみかける。

「ちっ、ちが、それは、その、基礎工事に必要な作業で、魔王直属騎士様にはわからないかもしれませんが、専門的な」

　そこで言葉が止まる。

　俺の剣が喉に触れて皮膚が切れたからだ。

「ふむ、そんな噓で騙せるほど俺のことを馬鹿だと思っているのか？　噓をつかれたうえに、侮辱されたとあれば、そこの男のように殺して終わりなんて温ぬるい罰では済まないな。楽には殺さない。おまえだけでは済まさない。おまえの家族も友人も恋人も死なせてくださいと懇願するまで痛めつける。それもおまえの前で、最後におまえも同じ目に遭わせる」

　そこまで言うと、作業をしていた雪豹族たちから殺意を感じた。

　やつらの目が言っている。ばれたからには殺してしまえと。

　次の瞬間には行動に移す。

　雪豹族、地上最速の豹という生き物の性質を持つ魔族に相応ふさわしい俊足で襲いかかってくる。

　しかし……。

「どうして三人だけで来たか疑問に思わなかったか？　俺たちだけで十分だからだ」

　六人いた雪豹族たちは、クレハに両断され、セツナの氷の爪で串刺しにされ、一体だけは俺のところまでたどり着いたが無造作に放った炎の魔術で灰になった。

　レベルが違いすぎる。

　雪豹族たちは強い。だが、レベル50にも届かず俺たちと比べるとあまりにもか弱い。

　生き残りは、指揮を執っていた女だけ。

「さて、質問だ。どうして俺は君を生かしていると思う？」

「しっ、しらない」

　震えながら、必死にどうしたら逃げられるかを考えている。

　だが、そんな隙は微み塵じんも存在しない。

　逃げ場を防ぐようにセツナとクレハが動く。

「わからないことをわからないと言うのは美徳だ。いいぞ。教えてあげよう。君を殺してしまえば、それで終わってしまうからだ。君の上司は言うだろう、おまえたちが勝手にやったことだと、外の種族に金でもつかまされたのだろうと。種族を代表して詫わびるとでも言うかもしれない」

　それは確定している。

　とかげの尻尾切り、種族の問題ではなく個人の問題として誤ご魔ま化かす。

「そうなれば雪豹族の政治力に陰りはでるだろうが、ろくに責任もとらせられない。それじゃ困る。ちゃんと雪豹族全体が加担したと誰かに証言してもらわないと。それに俺は君たちと手を組んでいる種族たちを知りたいんだ」

「でっ、できない、そんなこと」

「ふむ、思ったより律儀だな。尻尾切りされるのはわかっているだろう？　こちらが要求すれば、おまえの上司はおまえの家族すら喜んで差し出すぞ。それで済むのならとな。俺に協力すれば、おまえとその家族の無事を約束してやってもいい」

「……これは、私の意志でやったことよ！」

　ここまで脅しても考えは変えないらしい。

　自分の種族を愛しているのだろう。

　もし、自分が証言すれば種族全体が粛清、そうでなくても今のように政治を牛耳り、多大な恩恵を受けるような立場から外されるとわかっている。

　だから自分と家族は犠牲になってもいい。

　美しい自己犠牲精神だ。

　良かった。いきなり素直にされたら俺の楽しみが減ってしまう。

「そうか、仕方ないな。なら、気が変わるまで説得しよう。そういうのは得意なんだ。まあ、そう怯えないでくれ。幸い、おまえは美しい。気持ち良いほうの説得をしてやろう」

　説得には自信がある。

　特製のポーションを使えば一発で素直になってもらえるだろうが、今回は時間があるし、遊びたい気分だ。薬に頼らずにいろいろとがんばってみよう。

　雪豹族の女が舌を嚙かんで自害しようとした。

　舌が巻かれて喉に詰まり気道が塞がる。数分で死に至るだろう。

　だが、残念。俺はこの地上で一番の回復術士。

「【回復ヒール】」

　即死でなければ、即座に【回復ヒール】で元通りにできる。

　治してやった雪豹族の女が茫ぼう然ぜんとした顔をしているので、拳で歯を砕く、これでもう自殺はできない。

「場所を変えよう。地ち下か牢ろうだ。一室、好きにさせてもらって捕らえたものが正直に話をしたくなるように作り替えた。一人だと心細いだろう？　すぐにお友達もやってくる。自ら進んで協力者の名前を出すようになるだろうからな」

　暴れる雪豹族の女を引きずって歩く。

　ちょっと目立っている。

　この騒ぎが雪豹族の上まで届けば、証拠の隠ぺいをされるだろうな。ペットたちに妨害を命じておこう。

　俺はこの女で遊ぶのに忙しい。

「そうやって友達を連れてきたあと、その次はどうなると思う？　そいつらと一緒に、魔王と政治を司つかさどる十種族の長おさの前ですべてをおまえたちが話すんだ。まあ、うちのお姫様は優しい。たぶん、種族を皆殺しにはしないはずだ」

　それは間違いない。

　だから、優しいお姫様に代わって俺が厳しくする。

　今回の件にかかわった連中は、それこそ全員地獄を見てもらおう。

　久しぶりの復ふく讐しゆうだ。

　雪豹族の女はセツナたちにはない大人の魅力がある。少女のほうが好みに合っているが、女性もたまには味わいたい。

　それになかなか芯が強そうなのがいい。雪豹族全体のために最後の最後まで抵抗するだろう。

　簡単に折れてしまえばつまらない。

　こいつは遊びがいがありそうだ。

　牢ろう屋やにたどり着いた。雪豹族の女が部屋にたくさんあるおもちゃを見て顔を真っ青にする。

　さあ、ゲームの始まりだ。

　いったい、何時間もってくれるだろう？
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　裏切りものがはびこる魔王城。

　大掃除が必要だ。

　最初に目を付けたのは雪豹族。外から他の種族を引きこんでの反乱という、もっとも大それたことをやろうとしているからだ。

　気合いを入れて首謀者を血祭りにしようとしたが拍子抜けしていた。計画から、やり方まで、何もかも雑すぎた。

　はっきり言って頭がおかしい。

　一応、簡単な隠ぺいをしていたとはいえ、真っ昼間から敵を引き入れるためのトンネルをせっせと掘るなんてどうかしてる。

　まあ、それだけイヴが舐なめられているのだろう。

　そこを正さないと次々に馬鹿な真ま似ねをする奴やつらがでてくる。

　現場を任されていた雪豹族をこれから尋問する。

　人に近いタイプの魔族で、美女なのがいい。

　楽しく尋問ができる。たとえ女であっても首から上が豹とかだと萎えてしまっただろう。

　楽しくやるとしよう。




　　　　◇




　悲鳴を上げて騒ぐ雪豹族の女を殴って黙らせて、地下牢の特別室へ連れてきていた。

　おもちゃたっぷりの地下牢だ。

　セツナとクレハは既に帰らせている。

　遊んでいるところはあまり見られたくない。

　一応、雪豹族の女には素直に話すか？　と聞いてみたが何も言わないので仕方なく尋問を始めた。

　部屋にあるおもちゃを一通り使ってみた。

　中には市販品ではなく、手作りのものもあり、一つ一つ試していくのはわくわくする。

　これは実益も兼ねている。

　俺が少女ばかりと愛し合っていると、たまには成熟した女を抱きたいと思うように、セツナたちだって変化がないと飽きてしまう。

　変化をつけるのにおもちゃというのはなかなかいい。

　ただ、おもちゃは試してみないと彼女たちが喜ぶかがわからない。

　セツナたちは遠慮がちだ。気持ちよくなくても俺のために気持ちいいと言う。

　それは良くない。だから、こうして尋問相手が現れると、そいつで試すのだ。

　壊してもいいので、いろいろと派手に使える。

　半日もすると、虚うつろな顔で涎よだれや、他のいろいろな体液を垂らしながら失神した。

　とりあえず、今日はここまでか。

　話もできなそうだ。また明日こよう。
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　説得を始めて四日目になった。

　なかなか口が堅く尋問が長引いてしまった。

　すでに協力者である外の種族は聞き出して、この女に呼び出させた。

　あっさりと騙されて馬鹿が雁がん首くびならべてやってきたので、二人とも捕らえて別の牢に入れている。

　残念ながら、外の種族の使いは二人とも男で遊べない。

　ちゃっちゃと、お薬でぱっぱらぱーにして全部話させており、出番が来るまではペットどもに世話をさせている。




　今日も地下牢にやってきた。

　椅子に座り足を組むと、全裸の雪豹族がやってきて、何も言わなくても俺の靴と靴下を脱がせて足の指を舐めて掃除する。

　これからされることを期待しているのか、豹の尻尾を振っていた。

　俺もだいぶうまくなったものだ。薬に頼らずとも従順に教育することができるようになった。

　最初に【回復ヒール】でこの女の弱点は調べつくして、弱いところをひたすら可愛がってやった。

　絶頂して真っ白になったところで、洗脳術を試す。それを繰り返すだけで、もうこいつは俺の人形だ。

「で、どうだ。話す気にはなったか？」

「はい、ご主人様、なんでも、なんでも話します」

　劣情が混じった眼めで俺を見ている。

　もはや、遊んでやることは尋問ではなく、こいつにとってご褒美になっている。
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「ふむ、なら雪豹族が企てていた計画をすべて話せ」

「今すぐに、実は……」

　女の話は大抵想定通り。

　別の牢に放り込んでいる奴らの話とも一致する。噓うそはない。

　洗脳が不十分なときに断片的に聞いた話とも食い違いはない。

　すべて話し終わると、切なそうに一番女がほしがっているところに頰ほおずりを始めた。

　こうなると、可愛くなってくるから不思議だ。

　まあ、セツナたちとは違って連れ歩く気にもならないし、愛してやるつもりはないが。

　ただ、いつでもやれる成熟した美しい女というのはいい。

「一つ仕事を頼みたい。雪豹族の罪、償うべきだとは思わないか？」

「もちろんです。魔族すべての平和のため。なんなりと協力させてください。魔王直属騎士様」

　用が済んだら、廃棄するつもりだった。

　しかし、思ったよりこいつは楽しめる。魔王城に戻ってきたときに遊ぶため、キープしておいたほうが良さそうだ。

　それも今日の働き次第だが。
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　この魔王城では、十種族会議と呼ばれる現魔王政権で特に力を持つ十種族の会議で出した結論を、イヴが実行するか否かを判断する。

　イヴと十種族の代表が報告する場に参加していた。

　十種族の長たちが頭を垂れながら報告をするのを聞く。イヴはときおり判断にこまると、ちらりとキャロルを見て、キャロルがサインを送っていた。

　あまり、重要な案件はなくイヴは次々と承認していく。

「魔王イヴ・リース様、本日の案件はこちらですべてです。これにて閉会を」

「ううん、今日はちょっと話したいことがあるの。みんな、もう少し残って」

　イヴの言葉を聞いて十種族の長たちがいぶかし気な顔をする。

　イヴはあえてそれに気付かぬ振りをして話を始めた。

「先代魔王を倒し、ようやく摑つかんだ平和。それを私腹を肥やすために壊そうとする不届き者がいたんだ。だから、その種族には十種族会議から外れてもらうし、族長や要職についているものは処刑し、種族ごと辺境の開拓村に追いやるよ」

　十種族の長たちが慌て始める。

　多かれ少なかれ、心当たりがあるものが多い。

「魔王イヴ・リース様、その追放する種族とは？」

「雪豹族。先代魔王時代に力を持っていた、土猿族、鎧機族と手を組んで反乱を企てていたの。土猿族と鎧機族へ武器や食料、金銭の援助を国庫を使って無断で行っただけでも万死に値するんだけど。そいつらを引き入れるために、地下トンネルまで作ろうとしたんだ。さすがに目に余るね」

　この場にいる、全員が雪豹族の長を見る。

「そのような事実はございません。我々はただ城壁の補修工事をしていただけなのです。だというのに、そちらの魔王直属騎士様が不当に攻撃したという報告を受けている！　言いがかりも甚だしい」

　こう言うのも想定通り。

　雪豹族は、トンネル掘りをしていた連中を俺が襲ったことを知っている。

　あれから四日目だ。今日まで必死に証拠隠滅に動き、言い訳も考えているようだ。

　まあ、それでも確実に追い詰められるからこそ、ここに来たわけだが。

　追い込んでいこう。

　指を鳴らす。

　すると、魔王軍の兵が牢ろう屋やに捕らえられていた土猿族と鎧機族の男たちを連れてくる。

　雪豹族の女が呼び出した、向こう側の窓口だ。

「雪豹族の長、このものたちに見覚えは？」

「そんな奴ら知らん」

「そうか、ならおまえらはこの男を知っているか？」

　土猿族と鎧機族の男たちはすごい勢いでスノルを指さす。

「知っています！　この男が俺たちに話を持ちかけたんだ。今ならまだかつての権力を取り戻せると！」

「オレタチモ、イッショ。武器、兵糧クレル、城シノビコマセル、ヤクソク」

　ぺらぺらと、雪豹族から話を持ちかけられ魔王殺しを計画していたと、二人は話す。

　それも事細かく、雪豹族からの甘言や、受け取った援助、他には魔王領で金がある街や村、それらの警備が手薄になる時期を教えてもらったから楽に略奪できた等々。

　それらは、この場にいるものなら心当たりがあることばかり。

　特に、先代魔王勢力による村や街の襲撃には頭を悩ませていたところだ。いつも警備が手薄になったときに狙われてしまっていた。

　やっぱり、薬は楽でいい。

　あの女を従順にするのに数日かかったが、こいつらは一時間で素直になってくれている。

「というふうに、おまえたちの協力者は話してくれた。加えて、すでに土猿族と鎧機族は俺が制圧した。いろいろと雪豹族が関わっていた物証も得ている。ここに並べてみようか？　それでも言いがかりと言い続けるつもりか」

　四日間のすべてを女の調教に使うほど暇ではない。

　雪豹族が証拠を消そうと動いていたのは、あくまで城内と身内回りのところだけ。

　外にまでは手がまわっておらず、やりたい放題だ。

　しかも、奴やつらは土猿族や鎧機族との関係を疑われないため、ほとぼりが冷めるまで一切の連絡を絶とうとしていたことも好都合だった。

「ぜっ、ぜんぶ出まかせだ！　そこの男に吹き込まれたんだ。私を嵌はめるために」

「まだ、証拠はある」

　指を鳴らすと、俺が調教した雪豹族の女が現れる。

　長の顔が引きつる。

　俺が殺したとでも思っていたのだろう。

「我々、雪豹族は許されないことをしました。ですが、私は魔王直属騎士ケヤルガ様の言葉で正義を思い出しました。すべてを話します」

　女は雪豹族の企たくらみすべてを暴露していく。

　理路整然としており、今まで起こっていた事件とも整合性が取れている。

「それも、出まかせで、吹き込まれたことだ」

　見苦しいな。

　まだ、こっちの手札はある。別の種族の族長が手を挙げた。

「我々は断ったが、雪豹族に反乱をそそのかされたことがある。そのときは冗談かと思ったが、この状況を見ればあれは本気だったようだ」

「我々にも心当たりがある。先月襲われた村、あそこの警備責任者は雪豹族だったはず」

「貴様！　我らを売ったな！」

　決定的だ。

　他の族長たちも雪豹族を糾弾し始める。

　笑ってしまいそうなのをなんとか堪える。

　実のところ、これも仕込みだ。ぎりぎり許してやれる程度の軽い罪を犯した連中には、見なかったことにする代わりに雪豹族を糾弾しろと言っていた。

　もし、逆らえばおまえらの罪も公にして追放してやると言っただけで、簡単に寝返ってくれた。

　雪豹族は俺から告発されることは予想していても、他の種族から攻撃されることは考えていなかった。

「決まりだね。魔王イヴ・リースの名に応じて命じる。雪豹族は辺境の開拓村へと追放。族長スノル、他数名の要職についていた者は処刑。グランベルクを行う」

　グランベルクと聞いて、何人かの顔が青ざめる。

　魔王領でもっとも残酷な処刑だ。

　あれは一度、この目で見たかった。

　こうして、雪豹族の断罪が決まった。

　俺の口利きで、素直にすべてを話して悔い改めた、あの女だけは魔王城に残れることになっている。

　気分転換に犯すにはちょうどいいのだ。
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　翌日、さっそくグランベルクが始まる。

　城下町に雪豹族の罪と、グランベルクが行われることが周知されて、さまざまな魔族が見学に詰め掛けていた。

　城下町には処刑場があり、そこには外から見える巨大な牢ろう屋やがあった。

　牢屋の中には魔犬グランが放たれている。

　手が縛られ裸の雪豹族たちが放り込まれる。

　舌を嚙かみ切きらないように歯はすべて折られていた。

　イヴが壇上にあがる。

「やっと訪れた平和を壊そうとしたものに裁きを。咎とが人にんたちの祭りを目に焼き付けなさい」

　魔犬グランが、雪豹族に襲いかかる。

　足からばりばりと食べる。

　悲鳴が響き渡る。

　生きながら食われる痛みと恐怖はすさまじい。

　犬に食わせて殺す。

　残酷ではあるが、もっとも残酷な処刑と言うには温ぬるいように見える。

　だが、魔犬グランには恐ろしい性質がある。

　ある程度食べると傷口を舐める。すると、血がピタッと止まる。

　そして、魔犬グランは雪豹族たちの口に舌を入れて、何かを飲ませ、昼寝をし始めた。

「イヴ、これ、どれぐらい続くんだ？」

「二週間ぐらいだね。魔犬グランは小食だから」

　魔犬グランは捕らえた獲物を大事に少しずつ食べていく。

　しかも、鮮度を落とさないように生かしたまま。

　魔犬グランが傷口を舐めると血は止まる。

　口に流し込んだものは、麻ま痺ひ毒であり指一本動かせなくなるし、人の代謝を極限まで抑えさせて獲物が食料を取らなくてもいい状態を作ると同時に水分を補給する。

　ああやって、生かされたまま少しずつ少しずつ、二週間かけて食われる。

　これ以上残酷な処刑法はない。

　イヴを殺そうとしたのだ。当然の報いだろう。

　イヴが青い顔をしている。人目がつかないところに連れて行ってやると、額に汗を流して息を荒くする。

「気分が悪そうだな？」

「あんまり、使いたくない処刑法だよ。身内がやられたこともあるしね」

「悪かったな。残酷に殺せなんてオーダーをつけて」

　イヴを抱き寄せる。

　イヴは俺の胸に顔を預けた。

「いいよ。これ以上仲間だった人を殺さないで済むなら。ちょっとぐらい我慢する」

「そうなるさ。イヴを何も見えてない小娘なんて侮る奴は消える」

　雪豹族の企みがすべて筒抜けだったところを見せれば、こちらの目が節穴ではないと気付く。

　そして、イヴは必要であれば処刑をためらわないというところを示した。

　もし、それでもまだ反乱を企てるなら、よっぽどの馬鹿か、気付かれずにやり遂げるほどの自信と能力がある強敵かのどちらかだ。

　後者の場合は、また俺が腕を振るおう。

「さあ、帰ろう。ベッドの上で慰めてやる」

「ケヤルガってそればっかだよね！」

「嫌か？」

「ううん、嫌じゃない。今日はたくさん可愛がって」

　もちろんそのつもりだ。

　今日もたっぷりとイヴに注ごう。

　ぴりぴりと電流に似た何かが首筋に走る。

　……こういうときは、大抵何かが起こる。いつも以上に気を付けておこう。
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　魔王城に来て早いもので半月も経たった。粛清のおかげで魔王城の中は平和になりつつあった。

　雪豹族の始末を皮切りにして、魔王直属騎士として暴れまわっている。

　見過ごせないレベルのオイタをした連中を軒並み手にかけており、めぼしい相手は今日で最後だ。

　本音をいえば、イヴを害しようとしたものは全員始末したいところだが、軽い罪でも断罪していれば魔王城の統治に影響がでてしまう。

　まあ、やりすぎた馬鹿どもが慈悲なく、惨むごたらしく断罪されるところを見れば、ちょっとした火遊びをしていた連中は黙るだろう。

　そして、長かった大掃除もようやく終わる。

「す、すまない、出来心なんだ！　本当だ、信じてくれ！」

　イヴの座る玉座の前で風鼬族の長がたるんだ腹を揺らしながら命がけの懇願をする。

　悲しいな。風鼬族は星兎族の集落で白だと判断し本当の意味で最初に仲間になってくれた三種族の一角だ。

　特別な思い入れもある。

　鉄猪族、炎馬族、風鼬族の三種族からは裏切りものは出てほしくなかったし、裁くのは心が痛む。

　だけど、容赦はできない。こいつらはイヴに暗殺者を差し向けた。

　暗殺者の生首を奴の前に放り投げる。目があった風鼬族の長が尻餅をつく。

「ひっ、あああ、うううう」

　魔王は魔族や魔物に対して無敵といえど、ただ言うことを聞かせられるだけ。睡眠中や、あるいは死角から、気付くことなく攻撃されれば命を落とす。

　許せるはずもない。雪豹族と違い、二本足の鼬のような見た目なので、玩具おもちやにもならないし、救いようがない。

「魔王イヴ・リース様、魔王直属騎士様、ずっ、ずっと、一緒にやってきたではないですか！　我らの働きがなければ、魔王イヴ・リース様はここにはいない！　どうか、たった一度の過ちを赦ゆるしてください！　魔が差しただけなんだ。どうか、どうか！」

　イヴは一見、ポーカーフェースだが激しく動揺している。

　何かを言おうとしているのに、声を出せない。

　……こういう弱さが、彼女の欠点であり、愛すべきところだ。

　セツナやフレイア、クレハ、エレンは割り切れてしまう。

　だけど、イヴは割り切れない。

　イヴにはこのままでいてほしい。だから、俺が彼女の代わりになろう。

「もし、暗殺が成功していたら貴様はどうしていた？　魔王イヴ・リース様の首を前にして笑っていただろう。諦めろ。貴様は死ぬ。惨たらしくな……連れていけ」

　親衛隊が現れて、奴やつを連れて行く。

　風鼬の族長が暴れるので、親衛隊が殴って黙らせる。頂点の十種族相手なのに、敬意が一ひと欠片かけらすらなくただの罪人扱いだ。

　親衛隊は、この数日で俺が作り上げた精鋭たちだ。

【改良ヒール】で体を少々弄いじって、それぞれの戦闘スタイルに合わせて最適化した。

　ありとあらゆるパフォーマンスを落とす病や怪け我がを消し、筋肉、骨格、反射神経などを改善している。

　メンタル方面では、薬と洗脳を駆使して、俺とイヴに絶対の忠誠を誓わせていた。

　魔王城に来てから、俺がいない間のイヴの安全が不安になり彼らを作ったのだ。

　その忠誠を甘く見て、買収を持ちかけるものはいるが、どんな報酬を提示されようと彼らは心が動かず、買収しようとした愚かものの名を報告してくれる。

　逆に何人かには買収された振りをして、こちらの流したい情報を流すように命じたりもしている。

「みんな、今日はこれで終わり。……お願いがあるの。これ以上、私にひどいことをさせないで。こんなことしたくない。でもね、必要ならやるから」

　その場にいた、すべての種族が平伏する。

　これで粛清は一区切りだ。大罪人はもういない。

　見逃した連中にも、明日ぐらいには特別な手紙が届く。

　罪が箇条書きにされており、イヴの名も刻まれている。内容は、これまでの罪は許すが、これ以上暴れると雪豹族、風鼬族みたいになるというもの。

　これで大人しくならないならもう潰すしかないだろう。
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　あの後、イヴの部屋で彼女を愛した。

　辛いことがあると、夜を待たずにイヴは俺を求める。

　そのときのイヴは情熱的で、普段よりも抱いていて楽しい。

　イヴは気絶するように眠っていたので、おでこにキスをして部屋を出る。

　自室には、魔族と人間が共存する街ブラニッカからの手紙が届いていた。

　ブラニッカには拠点があり、ラナリッタやジオラル王国といった人間側の情報も、ブラニッカを経由することで魔王城に届けられる。

「さすがはエレンだ」

　エレンからの報告書を見る。

　すでにジオラル王国内は完全に掌握している。自分が不在になっても問題がないような体制が完成に向かい、あと半月もすれば合流しても大丈夫そうだとある。

　さらに、グランツバッハ帝国についても書かれていた。

　人と物の流れから、戦争の準備をしている可能性が高いと。

　エレンはグランツバッハ帝国の暗躍を聞かされていないのに、環境情報だけでそれを予測していた。

　手紙を書く。

　ラナリッタの領主宛てだ。グランツバッハ帝国の動きについてわかることをすべてエレンに伝えろと。エレンなら、正しい情報があればうまく動いてくれるだろう。

　他にも、エレンからの手紙には魔王城内のゴミ掃除についてのアドバイスが書かれていた。ここまでスムーズに掃除ができたのは彼女のアドバイスの力が大きい。

　エレンの策は非人間的なまでに効率的ではあるが、彼女は人の心が見えていないわけじゃない。むしろ、人の心を折り、縛る策略に長たけている。

「他には……」

　ラナリッタの領主からの手紙や、裏の情報屋からの手紙もあった。

　ラナリッタの領主からはラナリッタから見たジオラル王国の再建具合や、グランツバッハ帝国の動きについての追加の情報。

　裏の情報屋からは、ブレットと思おぼしき人物がグランツバッハ帝国の一都市にて、ブラックマーケットでもっとも高い値がついた美少年を買ったと書いてある。

　それにより二つの情報が繫がる。

　やっぱり、ブレットはグランツバッハ帝国に身を寄せているし、戦争にも関わっている。

　逃亡者の身の上では、高い値がついた少年なんて買えはしない。

　客人待遇でグランツバッハ帝国に拠点を作れているのだ。

　戦争と切り離して考えるほうが難しい。

「さて、どうするか」

　一番、手っ取り早いのはこのままグランツバッハ帝国に乗り込むこと。

　ブレットはひどく飽きやすいし、好みにもうるさい。

　少年一人で満足するはずがない。

　必ず、追加で少年を買おうとする。裏の情報屋に網を張ってもらい、付近で待ち伏せしていれば襲撃できる。あるいは、奴の拠点を襲ってやるのもいい。

　新しいコレクションをぐちゃぐちゃにしてやるのも一興だ。

　なるべく復ふく讐しゆうに関係ない相手は巻き込まないようにしているが、あいつの毒牙にかかった少年は壊れて、従順なペットになる。

　そんなふうになってまで生きるのは苦痛だろう。殺すのは救いだ。人助けしつつ、ブレットにダメージを与えられるのだから一石二鳥。

　他にはラナリッタかジオラル王国に移り、準備を整えて奴を待ち伏せるのもありだ。

　……いや、やめたほうがいいか。

　奴が【賢者の石】を使って何かをやらかすかもしれない。

　一秒でも早く手を打ったほうがいい。

　もう少し、情報を集めてからグランツバッハ帝国に乗り込もう。

　三通の手紙を書き、親衛隊の連中にブラニッカの拠点に送るように伝える。

　あとはブラニッカにいる部下がうまくやってくれるだろう。

　さて、やることがなくなった。

　風鼬族の処刑でも観戦するか？

　風鼬族は戦争時の活躍でいくらか罪を軽くしている。犬に毎日少しずつ食われるような悲惨な目には遭わない。

　ただ、身内で殺し合ってもらうだけだ。

　これも魔王領ではポピュラーな処刑方法で、罪人をまとめて全裸でコロシアムのリングに押し込める。

　結界が張られ、リングから出られない。

　最後の一人になるまで殺し合いをして、最後の一人は奴隷として売られる。

　殺し合いをしなければ、その場でみんな仲良く飢え死にだ。

　見たことはないが、身内同士で武器を使うことも許されない殺し合いは凄惨なことになると聞いている。

　殺し合いなんてしないと言っている連中も、渇きと飢えから解放されるために必ず知人を手にかける。

　なかなか面白い趣向だが、盛り上がるのは数日後、今行っても面白くない。

　どうしたものかと考えているとノックの音が響いた。

　親衛隊が来たようだ。

「魔王直属騎士様、例のものが完成しました」

「ほう、思ったより早いな。行こう」

　最近働きすぎたので、自分へのご褒美を用意した。

　もし、俺が使って良好であればイヴにも楽しんでもらおう。イヴはまだ経験したことがないはずだ。

　俺のベッドで丸まって眠っている子ギツネを抱っこする。

「ご主人様、どこ行くの？」

「グレン、風呂だ。しかも天然温泉だ。魔王城の地下に温泉があってな。部下を使って風呂を作らせた」

　掘るのと、簡単な基礎工事は錬金魔術で終わらせたが、仕上げや面倒なところは押し付けていた。

　腕利きの連中を集めたと聞いているが、出来はどんなものか楽しみだ。

「よくやったの！　グレン、お風呂は好きなの！　早く連れて行くの！」

　グレンは風呂が大好きだ。

　ラナリッタでも上機嫌に、犬かきならぬ、キツネかきで満喫していたのを覚えている。

　さあ、行こう。

　俺も気持ちよくなりたい。
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　魔王城の地下に用意された温泉は想像以上だった。

　良質で滑らかな黒い光沢を放つ石で出来た湯船には、地下から湧き出た温泉が注がれており、地下水で適温に維持されている。

「温泉なの！　キツネ、まっしぐら！」

　腕で丸まっていたグレンが軽やかにジャンプ、子ギツネ姿のまま、楽しそうに泳ぎながら温まる。

　俺もそれに続く。

　いい湯だ。【翡翠眼】で見たが疲労回復に効くようだ。

　適当にハーブを浮かべる。リラックス効果が強いものをストックしていた。

　温められて、あたりに爽やかな香りが漂う。

「帰ってきたら、セツナたちにも楽しんでもらう」

「それがいいの。広くて気持ちいいの」

　セツナたちは外でレベル上げをしている。

　勇者組は一気にレベリングしたが、セツナのレベルはまだまだ低い。

　魔王城の外でレベル上げをするのが最近の日課だ。

　グレンが泳ぎつかれて、器用にぷかぷかと浮いてまったりしている。

　そんなグレンを引き寄せて、マッサージをしてやる。

　グレンの弱点は尻尾の付け根だ。そこを重点的に揉もむ。

「温泉もきもちいーけど、ご主人様のもみもみもさいこーなの。ごくらくー」

　脱力しすぎて、子ギツネがタレギツネ状態になっている。

「なあ、グレン。知っているか？　少女の姿のほうがマッサージはもっと気持ちいいんだぞ」

「そーなの？」

「ああ、キツネにはないツボがあるんだ」

　グレンのキツネ耳がピンと伸びる。

　無警戒に少女形態になった。

　グレンは幼い見た目のわりにいろいろと成長しているし、神獣だけあって人間離れした美しさ。

　セツナよりもずっと女らしく、幼さとエロさのアンバランスさがたまらない。

　肌も信じられないほど手に吸い付く、いい匂いだ。男を引き寄せる香り。

「グレンを好きなだけマッサージする権利を与えるの！」

「ありがたき幸せ。とでも言えばいいか？」

「くるしゅうないの！」

　尻尾の付け根から始まり、さらに際どいところへ。性感帯を刺激する。

「あっ、ん、そこ、ぽかぽかする」

「そうか。それが気持ちいいってことだ」

　どこを触っても嫌がらない。どんどんつやっぽい声をあげる。

　こうやって、無む垢くな少女をマッサージしてやるのは背徳感があっていい。

「ご主人様、すごいの。こんな、体の奥から熱くなるの」

　温泉とのダブル効果で、完全に出来上がってきた。

　さて、そろそろグレンの体を味わうとしよう。

　しっかりと体の隅々までマッサージしてやる。

　隅々どころか内側まで。

　馬鹿な子ほど可愛かわいい。その意味を初めて俺は理解していた。
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　グレンが風呂の縁に手を置いて、誘うように尻を突きつけてくる。

　水に濡ぬれてももふもふな尻尾と白い尻、どちらも可愛らしい。

　もっとも目を引かれるのは未成熟な女性器だ。

　ぴっちりしまっており、毛が一本も生えていない。

　体が成長しているのに、そこはまだまだ子供っぽい。

　……どうしたものか。

　本当にまだまだ男を受け入れるだけの発育をしていなければ無理をする気はない。

　それはグレンにとって気持ち良さとは無縁で痛くて、不快なだけになってしまう。

　なんだかんだ言って、俺はこの子ギツネを気に入っているのだ。あまりひどいことはしたくない。

「どうかしたの？　もう、マッサージ終わりなの？」

　物足りなそうな顔でグレンがこちらを見てくる。

　まだまだ可愛がってほしいという意思が伝わってきた。

「いや、まだまださ」

　考えるよりも、やってみたほうが早い。

　覆いかぶさるようにして、グレンの胸を揉む。

「なんか、ぽわぽわするの」

「そうか。じゃあ、こういうのはどうだ？」

「んっ、びりって、そっちはびりって」

　乳首を軽く抓つねるとキツネ耳がぴんっとした。

　なかなか面白い。

　しばらくグレンの胸で遊んでいると、下半身のほうに変化が出始めた。

　わずかにだが愛液が分泌されて光っていた。

　……ほう、見た目とは裏腹にちゃんと女になっているのか。

　ちゃんと確かめよう。

「ここからが内側マッサージだ」

　指を入れてみる。慎重にゆっくり。

　グレンのそこはきついが、思ったほどじゃない。

「お胸のときのぽわぽわ、強く、んっ、なってるの」

　グレンのそこがうねる。

　エロい動きだ。こんな子供のような見た目のくせに。

　指を入れているだけで、ここにあれをぶち込んだらどれだけ気持ちいいのかと考えてしまう。

　間違いなく名器だ。

　愛あい撫ぶを続ける、するとグレンの声に熱がこもり始める。

　そして、腕を突っ張っている余裕もなくなって、グレンがべたっと倒れ込んだ。

「これ、気持ちいいの。これ、好きなの」

　様子を見ながら、ちょっとずつ強くしてやると、どんどんグレンの声のトーンがあがっていく。

　グレンの形と、喜ぶポイントはおおよそ理解した。

　だけど、あえて一番いいところには触れない、焦らしている。

　そして、一番気持ちいいところに触れることなく、絶頂まで導いてやった。

　グレンが潮を吹いて、俺の手がべたべたになる。

「あっ、んんっ、んん。はぁ、はぁ、はぁ、これ、すごいの」

「どうだ、少女の姿のときしかできないマッサージはいいだろう？」

「とっても、気持ちよかったの。……でも、切ないの、グレンのここ、変なの」

　グレンは伏せた状態から仰あお向むけになって、下腹部をぽんぽんっと叩たたく。

　俺の目もく論ろ見みどおりだ。

「そこは指だと届かないんだ。……でも、これなら届く」

　己の分身を見せつける。

　するとグレンはごくりっと生唾を吞のんだ。

「これなら、届くの。もっと、気持ちよくなれるの」

　もうグレンの頭は気持ちよくなることでいっぱいだ。

　グレンのそこも期待でひくひくと入り口が動いている。

「ああ、気持ちよくしてやれる。この棒を使った内側マッサージはいいぞ。セツナたちも病みつきになって、毎日ねだってくる」

「むう、セツナたちはずるいの。こんな気持ちいいことを独り占めしてたなんて。グレンもやるの！」

　教わったわけじゃないのに、Ｍ字開脚になって誘ってくる。

　幼さと、淫いん靡びさのアンバランスさが最高にそそる。

　俺はそのまま覆いかぶさって、俺のをグレンのに押し当てた。

　そして、そのまま挿入する。

「あっ、んっ、いいの、入っただけで、グレンの気持ちいいところに当たったの」

　グレンがとんでもない声を上げる。

　指を入れたときからわかっていたが、まるで俺のためにあつらえたかのように、そこは俺のにピッタリだった。

　ただ、挿入しただけでもいきそうになったし、こうして腰を止めていても膣ちつ内がうごめいて、俺のを吸い出そうとする。

　やばいな。こいつは癖になりそうだ。

　これなら、動いても大丈夫。慣らす必要すらない。

「じゃあ、やろうか」

　腰を動かす。

　グラインドを大きくして、奥を突く。グレンは奥のほうが好きだからこっちのほうがいい。

　一振りするたびに、グレンの小さな体が跳ねる。

「いい、気持ちいいの、好き、グレン、これ好きいいいい、もっと、もっと、して、ほしいの」

　グレンの声が、匂いが、感触が、すべてが俺の理性を溶かしていく。

　なにかおかしい、普通のセックスじゃない。

　思考すらおぼつかなくなっていく。

　これじゃ、まるでセックスを覚えたての猿のようだ。

　いったい、これは。

「あっ、んっ、なんか、変なのがぐわあああって、ぐわって、くるの。あ、んっ、やあああああああああああ」

　そしてグレンが果てた。

　その瞬間、グレンのそれが激しく俺を締め上げて、うごめいた。

　耐えきれない。

　いつものように避妊魔術を使う余裕なんてない、せめて抜こうとしたが、グレンが両足でがっちり俺の腰を摑つかまえて、しかも抱きついてきた。

「くっ」

　そして、こちらにも限界が来てグレンの中にすべてを吐き出す。

　どくんどくんどくんっと自分でも信じられない量が出た。

「あっ、熱いの来てるの、あはっ、すごいっ、美味おいしいの」

　奥で出された瞬間、グレンがまた絶頂した。

　そしてグレンは興奮のあまり首筋に嚙かみ付いてくる。

　痛い、だがその痛みすら甘美だ。

　最後まで吐き出しきってようやく、グレンが放してくれる。

　俺のを引き抜くと、大量に出した精液が愛液と混じってから溢あふれてきた。

　それをグレンが手で掬すくうとぺろっと舐めて、笑う。

　そして、それだけでも足りないようで、俺のについているのまで舐め取る。

「やっぱり、美味しいの。……ご主人さまぁ、グレン、これ、もっと、もっと欲しいの。ちょうだい、グレンに、もっと食べさせてほしいの」

　四よつん這ばいになって尻を向けてくる。

　気がつけば、あれだけ出したばかりというのに、俺のはまた大きくなっていた。

　うまそうだ。どうしようもなくグレンを貪りたい。

　そう思うのと同時に挿入していた。理性が完全にぶっとんでいる。

「あんっ、さっきより、乱暴なのっ、でも、いいの。もっと、もっと乱暴にしてほしいの」

　少女の姿なのに、もはや少女とは思えない。

　間違いない、グレンは魔性の女だ。

　まるで俺を気持ちよくするためだけに作られたかのような体に、仕草も声も匂いもすべてがたまらない。もう、俺はグレンに夢中だ。

　俺はグレンを貪っているつもりで、グレンに貪られているのかもしれない。

　それがわかっていて抗あらがう気はしなかった。

　なにせ、こんなにも気持ちいいのだ。

　なら、それでいい。

　今はただ、この少女を抱きたい。膣内で果てたい、もうそれしか考えられなくなっていたのだ。
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　一時間後、グレンはとろんとした目で全身脱力していた。

　俺にしなだれかかって、甘えきっている。腰が抜けて立てないようだ。

　お姫様抱っこで湯船からだす。グレンが尻尾を俺の体に擦り付けてくる。こんな仕草は初めて見た。水を弾くようで、すでにもふもふで心地よい。
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「ご主人様、気持ち良すぎて、記憶がないの」

「なら、また明日やってやろう。今度はちゃんと覚えているといいな」

「うん、楽しみなの」

　いつものグレンに戻っている。

　あの危ういほどの色気はもう感じられない。

　おかげでこっちも理性を取り戻すことができた。

　グレンのそこからはまだ、俺のが垂れている。

　……やばいほど出したな。それも避妊もせず。

　セツナたちとするときはできてしまえば旅に支障がでるため、しっかりと避妊しているのだ。

　まあ、大丈夫だろう。神獣だし。

　それにセックスをするときの魔性と呼べるほどの魅力、あれはただの色気じゃなく、もっと本質的な、神獣として必要なことを為なすために持っていた機能。そんな気がするのだ。

　そうであるなら、これは正しいこと。

　そう自分に言い聞かせて風呂を出た。
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　最近、魔王城を歩いていると異様に魔族たちから怯えられる。

　……仕方ないか、あれだけ粛清したり、脅しをかけたりしたのだから。

　おかげで、イヴに害をなそうというものは見える範囲では消えて平和になった。

　そういえば、この前面白いイベントがあった。

　どうやら、俺が魔王直属騎士となり過剰な権力を持っているのが気に入らないらしく、魔王直属騎士にはもっと相応ふさわしいものがいると騒ぎだした奴やつらがいた。

　そして魔王直属騎士候補を各種族が選出し、新たに魔王直属騎士を決めるという結論が出た。

　もっとも強いものが魔王直属騎士に相応しいということらしい。

　ルールは単純。候補者全員がコロシアムに集まり、殺し合いをして最後に残った一人が魔王直属騎士。

　俺以外の候補者が、開始と同時に全員で向かってきたのは笑ってしまった。……予想通り過ぎて。

　速やかに、全員始末して力を見せつけた。

　もはや、俺が魔王直属騎士であることに文句を言う連中は一人もいない。

　そんなことがあったのも恐れられている理由だろう。

　隣を歩くセツナが俺の顔を見上げている。

「ケヤルガ様、寂しそう」

「人に怯えられるのはいい気はしない。別に、俺だって殺りたくて殺っているわけではないし、相手が悪人じゃなければ理不尽な真ま似ねはしないのにな」

　勘違いされがちなのだが、俺は血を見るのが好きなわけでも、他人を痛めつけて喜ぶ変態でもない。

　ただ、必要だからやるだけだ。

「ん。ケヤルガ様は優しい、セツナはちゃんとわかってる」

　いい子だ。

　頭を撫でてあげよう。

【翡翠眼】でセツナのレベルを見る。

「セツナ、見違えるほどレベルがあがったな。もう、そこらの勇者なら、一人で勝てるだろう」

「ん。がんばった。セツナはケヤルガ様の力になれるぐらいに強くならないとダメだから」

　魔王城周辺の魔物はひたすらレベルが高い。

　レベルが高いということは経験値も高い。

　それを、フレアとクレハ、たまに俺という三人の勇者の経験値ボーナスで八倍の経験値を得ているのだから、この成長は当然だ。

　毎朝注ぐことでのレベル上限の解放によりレベル上限に余裕があるし、現状のレベルはもはや70近い。

　たしか、一周目で魔王に挑んだときのレベルが70ちょっと。素質値の高さまで考えたら、セツナは一周目の勇者パーティより強い。

　……いや、それは言いすぎか。【神装武具】という圧倒的なアドバンテージが三勇者にはある。

「そろそろジオラル王国に戻るか。こっちでできることもなくなってきたしな」

　もともと、イヴの安全を確保するためという理由の他に、魔族と人間の和平を進めるためにやってきたのだが、ジオラル王国がグランツバッハ帝国から戦争を仕掛けられそうになっている。

　和平はもうしばらく後だ。

　人間同士ですら争っている中、魔族との和平なんて冗談にもならない。

　その言葉にフレイアが強く頷うなずいた。

「はい！　それがいいと思います。ジオラル王国に戻りたいと思っていました」

　彼女がうれしそうにしているのは、化粧品やら、お菓子やら、そういうものがここでは手に入りにくいからだろう。

　ブラニッカまでいけば、なんとか手に入れることができるが、ここからじゃ注文してから届くまで時間がかかりすぎるし、品ぞろえも良くない。

　和平が実現すれば商売を始めるのもいいかもしれない。

　魔族側には、化粧品や白砂糖を売りつけ、人間側には香辛料や宝石を売りつける。

　先行者は莫ばく大だいな富を手に入れることができるだろう。

「フレイア、クレハにも明日ここを出るかもしれないと伝えておいてくれ。……ここでもっとゆっくりしたいが、やるべきことをやらないとな」

【砲】の勇者ブレット。奴やつへの復ふく讐しゆうを忘れていない。

　それに胸騒ぎもしていた。これ以上、奴を放っておけば、取り返しのつかないことが起こってすべてを失うと。

　だから、まずはジオラル王国に戻り、エレンと相談して今後の動きを決めよう。
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　イヴの執務が終わってから、彼女の部屋で魔王城を明日には出発することを話す。

　魔族と人間の和平を実現するために、まず人間同士の戦争を未然に防ぐ、あるいは起こってしまった場合は即座に終わらせると告げた。

「ケヤルガって、ほんと忙しいよね」

「まあな、俺と俺の女が楽しめる世界を作るのは骨が折れる」

　こんなことをしているのは正義感なんかじゃない。

　ただ、俺と俺の女が幸せに過ごせる、楽しい世界が欲しいだけだ。

　楽をしようと思えばできる。どっかの片田舎にひっこんで正体を隠し、適当に金を稼いで、うまいものを喰って、セックスしまくる日々を送るのだ。

【回復ヒール】があれば、金稼ぎは楽だし、病も怪け我がも老いすら気にせずに、面白おかしく酒池肉林の日々が過ごせるだろう。

　そんな生活でも俺はいいが、そんな生き方ができない女たちを気に入ってしまった。

　彼女たちのそういうところを含めて気に入ってしまった以上、俺の女たちを【回復ヒール】で説得せんのうなんて真似はしたくない。

「意外に面倒見いいし、気を遣ってくれるよね」

「まあな。好きになったら一いち途ずなんだよ」

　そういう性格だ。

　基本的に俺は、俺が気に入ったもの以外は全部無価値だと思っている。その代わり、気に入ったら大事に扱う。

　イヴが俺の下で甘い声を漏らす。

「絶対、また帰ってきてね。待ってるから」

「ああ、帰ってくる。イヴの体が忘れられない」

　愛を囁ささやく。

　さあ、別れは済んだ。あとは出発するだけだ。
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　イヴが眠りについた後、自分の部屋に戻る。

　するとベッドの上で、子ギツネが待っていた。

　今までは、俺が戻ろうが戻らなかろうが、ベッドを占領して、わが物顔で丸まって寝ていたのに、最近では毎日俺の帰りを待ってくれている。

「ご主人様、遅いの！　今日のマッサージ、まだなの！」

　グレンが何も言わなくても少女の姿になり服を脱ぐ。

　そして、期待を込めた目で俺を見ていた。

　あの風呂の一件以来、何度もマッサージしてやっているうちに、完全に癖になっている。

　今では、お返しもしてくれるようになっていた。

　お返しというのは、グレンを気持ちよくする代わりに、俺も気持ちよくしてもらえるというもの。

　いろいろと、男を喜ばせるマッサージのやり方を教えてやっている。

「ああ、今日もマッサージをしてやる。こっちにこい」

「ご主人様のマッサージは気持ちいいの」

　そうやってマッサージをしながら、体のほぐれ具合を確かめてみるが、そろそろ頃合いだ。

「なあ、グレン。体の内側マッサージだけど、今回も指よりも長くて太くて熱いので、もっと奥までマッサージして気持ちよくしてやろう」

　口に出して、あまりにもアレな発言で笑いそうになる。

「いい考えなの！　ご主人様、かしこいの！」

　本当に、グレンはあほ可愛かわいい。

　ここまであれだと、罪悪感がわくかと思ったが逆に楽しい。

　さて、本人の了承もとったことだし、もっと気持ちいいほうのマッサージをしてあげよう。
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　翌朝、いつも通りにセツナが朝の奉仕にきたが、どこか様子が変だ。

　俺の横で寝ているグレンを目を見開いて見ている。

　最近はキツネ耳美少女姿のまま寝ることも多いので今更驚くこともないはずだが。

「……ケヤルガ様、それ何？」

「グレンが寝ているだけだろ」

「見てみて」

　言われてグレンのほうを見る。

　すると、お腹なかが妙に膨らんでいた。太ったわけではなく、その、そういう膨らみ方だ。

　おかしい。昨日のマッサージのせいか。

「まあ、神獣だから、そういうこともあるんだろう」

　グレンは、我関せずといった感じで、気持ちよさそうな寝顔を見せてくれている。

　しばらく、ぼうっと見ているとお腹がひっこんだ。

　代わりに足元の布団が盛り上がる。

　表情は変わらない、相変わらず、にへらとした顔だ。涎よだれが垂れている。

　俺もよく知らないが、こういうのってとんでもない激痛があるようなものじゃないのか？

「ケヤルガ様、もしかして生まれたの？」

「どうだろ？」

　グレンが寝苦しそうにしていた。

　そして、尻尾を振る。

　どうやら、足元にある何かが邪魔で寝ね辛づらかったようだ。

　尻尾に弾はじき飛ばされたそれがベッドから落ちて転がる。

　もし、子供ならひどい虐待だ。邪魔者がいなくなって、グレンの顔がまた気持ちよさそうなものに戻る。

　床に落ちたものを凝視する。

「卵か？」

　鶏よりも二回り大きな卵のように見えるが、妙にメタリックで光沢を放っている。

　キツネから卵が生まれるのは驚きではあるが、神獣ならなんでもありだし、そもそもグレン自体が卵から生まれた。

「これ、育てたらグレンみたいなのが生まれる？」

「ちょっと見てみよう」

　この世のすべてのものを見通す【翡翠眼】なら、何かがわかるかもしれない。

【神の涙】。

　神の遺産である神獣と勇者の力が結び合ってできたもの。

　世界最高の金属であるオリハルコンすら超える金属であり、【神装武具】の材料となる。

「どうやら、卵じゃなくて鉱石の類のようだ」

　これは卵ではなく魔法金属の塊なのは見た目からして納得だが、そもそも、俺たちの【神装武具】はこんな出来かたをしていたのか？

「これ、すごい力を感じる。ケヤルガ様、これで武器を作って！」

「これから生まれた金属だぞ？」

　グレンを指さす。

「出来かたは関係ない。優秀な武器ならそれでいい。氷の爪だと固い敵、倒しにくい」

　それはそうだが……。まあ、いいか。俺の錬金魔術でなんとかなるだろう。

　神獣、不思議生物とは思っていたが、まさかここまでわけのわからないことが起こるとは。

　今度からグレンをマッサージするときは気をつけよう。

　いや、気をつけなくてもいいか、別に害があるわけじゃないし、【神の涙】以外に何か生まれる可能性もある。

　もっと試したくなってきた。

　……地味にひどいことを考えているのかもしれない。

　ただ、何事もなかったかのようにすやすや眠っているグレンを見ると、罪悪感も消えていった。

　あれだ、グレンはそういう生き物だ。

　少し生意気だが、可愛くて、気持ち良くて、アイテムまでくれる。この【神の涙】の礼に今日の飯はグレンの好きな柔らかい肉を用意してやろう。
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　昼食を食べてから、再び飛竜に乗ってジオラル王国に向かって出発していた。

　すでに二日目。ブラニッカを飛び立った後だ。

　目的はもちろん、グランツバッハ帝国と【砲】の勇者ブレットの野望を打ち砕くこと。

　そして、そろそろエレンを迎えに行ってやりたい。

「ご主人様、すりすり」

　あざとく、子ギツネがこびていた。すりすりとわざわざ口で言いながら、頰ほおを擦り付けてくる。

　可愛い。

　体の内側マッサージをして以降、こうやって甘えてくるようになった。

　真のご主人様と認めてくれたらしい。

「グレン、今日もたくさんマッサージをしてやるからな」

「今日はグレンの日、楽しみなの！」

　俺は女たちを平等に愛する。

　しばらくはグレンにかかりっきりだったが、今ではローテーションに組み込んでいる。

　いつまでもグレンばかり愛していたら、毎朝愛しているセツナはともかく、フレイアやクレハが可哀かわいそうだ。

　あれからもグレンを愛してやる機会があったが、なにか生まれることはない。

　おそらく、一度目はグレンの中に溜まりに溜まった力があったからだろう。

　ということは、またグレンの中に力が溜まればできる可能性がある。

　気長に待とう。

「ご主人様、来たときと景色が違うの」

「よく気付いたな。ジオラル王国に向かう場合、最短距離はラナリッタ経由だが、今回は北のカムラバを経由する」

　裏の情報網から、カムラバにいる情報屋がとっておきの情報を持っており、彼は直接出向かないと情報を渡さないと言っていると連絡があった。

　どうせなら、中継ポイントをそちらにして情報収集しておいたほうがいい。

「美味おいしいお肉が食べられるといいの！」

「地域が変われば名物も変わる。ラナリッタじゃ食べられないご馳ち走そうがあるかもな」

　初めての街は心躍る。

　カムラバの街は、錬金術が盛んだ。面白いものが買えるかもしれない。

　それに、【神の涙】を加工するための設備がいる。

　錬金魔術でなんとかできると思ったのだが、最上位の魔法金属だけあって、うまくいかなかった。

　専用の工房がないと厳しい。あそこならそれもあるだろう。
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　街はずれの湖に着陸し、そこで竜騎士たちと別れる。

　出発は明日の日の出と告げて、街に向かった。

　風が乾いている。

　カムラバはジオラル王国の最北に位置しており、グランツバッハ帝国との国境近く。

　そのため、気候も風土も違うし、文化も交易が活発なグランツバッハ帝国の影響を受けている。

　……そして、グランツバッハ帝国がジオラル王国を攻める場合、まっさきに落として拠点にしたい場所でもあった。

「喉がすごく渇く」

「強い風と乾いた空気のせいだ。夕食どきだし、どこかの店に入ろう」

「あんまり、こういう街には住みたくないですね。お肌に悪そうです」

「私は歓迎ね。湿気が多い気候だと訓練がはかどらないわ。鍛錬にはもってこいよ」

　フレイアとクレハの意見は正反対だ。

　適当に高そうな宿を取り、宿の主にお勧めの店を聞く。

　相場より値段が高く、なおかつ客入りが上等な店を選べばまず間違いがない。

　当たり前の話だが、値段が高くても客が入るのは、その値段の価値があるという証拠だ。

　そして、歩きながらどんな店があるのかを頭に入れておく。

　錬金術が盛んな街だけあって、工房が多い。

　どこか、一晩だけ設備を借りられるところがあるといいが……。

「あっ、お化粧品が売ってます！　こういうのを見ると、人間の街って気がしますね」

　フレイアが女性向けの店に入っていき、一番の売れ筋という化粧品を買い、ほくほく顔で瓶を抱えて戻ってくる。

　なんでも、ラクダの乳を使った乳液で、それを塗ると肌を潤し、しかも乾燥を防いでくれるらしい。

　……ぶっちゃけ、どれだけ肌がぼろぼろになろうが俺の【回復ヒール】で理想的な状態にできる。

　だからこそ、そういうことにまったく無関心なセツナやクレハでも、すべすべの肌でいられている。

　が、そんなことを言うのは野や暮ぼだろう。化粧というのは、その効果以上に、化粧をすることに対する楽しさみたいなものがある。

　わざわざ、無駄なことと切り捨てて楽しみを奪うこともない。

「あっ、これお肌にすごくしっくりきます。あとで、買い足さないと」

「フレイア、無駄遣い。別にそんなのいらない」

「ああ、わかってないですね。セツナちゃんは若いからいいですけど、若いうちにいたわっておかないと、歳としを取ってから後悔するんですよ。知らないですよー、肌がしわくちゃのかさかさになって、ケヤルガ様にきらわれても」

「……ん。それは困る。フレイア、それをセツナにも塗って」

「いいですよ。やっぱりセツナちゃんの肌はすごいですね。つるつるでぷにぷに、ずっと触っていたくなります」

　まるで、姉のようにフレイアはセツナの肌にラクダの乳液を塗る。

　微笑ましい光景だ。

「ありがと。ちょっと気持ち良かった」

「どういたしまして。グレンちゃんもどう？」

　キツネ耳美少女姿になっているグレンにフレイアが問いかける。

　体を重ねるようになってから、子ギツネ形態の時間よりも少女の姿になっている時間が増えた。

「グレンはいいの！　なりたい姿になれるの！」

　この不思議生物に、美容という概念は必要ない。

　なにせ、周囲の人間から漏れ出す精神や魔力が餌だ。日々の食事すら、ただの娯楽にすぎない。

　そして、グレンは俺の姿にすらなれる。姿形は望みのまま。

「ちょっと、羨ましいです」

「グレンはすごいの！　もっと褒めるの！」

　相変わらず調子に乗りやすい。

　そうこうしているうちに、宿の主に勧められた酒場についた。

　さあ、どんなご馳走が食べられるのだろうか。
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　酒場に入ると、地酒とおすすめの料理を適当に見繕うように頼む。

　酒は、ラクダの乳を使ったものだ。

　乳酒を吞のむのは初めてだ。

　乾杯して口に運ぶ。

「けっこう匂いとくせがきついですね。味は悪くないですが。おかわりする気にはなれません」

「セツナは気に入った。お乳が好き」

「……ごめんなさい。私は無理ね。店員さん、エールをいただけないかしら」

「美味しいの！　おかわり」

　意見が真っ二つに分かれた。

　俺は、まあまあという印象。

　味は牛乳に近いが、まず口に入れた瞬間、ラクダの臭い、獣臭さがある。そして、妙なしょっぱさが広がり、最後に甘みがくる。……うまいことはうまいが、くせが強い。

　まあ、楽しい経験だ。未知の味と出会うのは楽しい。

「料理のほうも来たようだ。いったい、どんな料理かな」

　ラクダの化粧品、ラクダの乳酒とくればだいたい想像もつくが。

　店員に話を聞くと、今日のメインはラクダ肉を使った料理とナマズを使った料理。

　どちらも食べたことがないものだ。

　ラクダのほうは、ベドルールというオーブン焼き料理。

　分厚い肉に切れ目を入れて、ニンニクをはさみ、香りが強い香辛料をたっぷりと塗りこんで弱火で長時間ローストしたもの。

「これはうまいな」

「肉って感じがする！」

「ちょっと固いけど悪くないの！　もっともってくるの！」

　味は牛に近く、肉質は固め。

　脂身がほとんどないので、脂の甘みや旨味はなく、その代わりに肉の味が強い。

　いい料理法だと思う。こうやって弱火でじっくり水分を逃がさないように焼くことで、脂がなくてもパサつかない。それに臭みが強い肉だ。香辛料がいい仕事をしている。

「私はお魚料理のほうが好きですね。揚げ物なんて久しぶりです。とっても、ほこほこして美味しいです」

「ナマズって美味しいお魚だったのね」

　魚料理のほうは、味がついた衣をつけて揚げたナマズ。

　ぴりっとして甘じょっぱい衣と、たんぱくなナマズの取り合わせが面白い。

　ラクダ料理も、ナマズ料理も悪くない。

　ラクダの乳酒も慣れてくれば匂いが気にならなくなるし、やっぱりこの土地の料理とはあう。

　そして、ラクダのオーブン焼きと、ナマズのから揚げがなくなったころ、店員のとっておきというメニューがやってきた。

　……すごい見た目だ。

　あまり美味しそうではない。

　白い塊と野菜の炒いためもの。

　白い塊はラクダのこぶ。つまり、脂の塊だ。

　そんなものが美味しいのか？

　おそるおそる手を伸ばす。

「……うまい」

「不思議です。脂の塊なのにくどくない」

「一緒に炒めている香草がさっぱりさせてくれているのでしょうけど。脂自体も不思議な性質ね」

「じゅーしーで甘い、美味しい」

「グレンはおかわりを所望するの！」

　驚いた。脂身の炒めものなんてゲテモノだと思ったが、これはご馳走だ。

　とろっとして、くにゅくにゅして、すっと溶けていく。

　甘みが強く、精がつく。特製のタレがしみ込んでいるおかげで味もいい。

　それだけではくどいが、一緒に香草を食べると絶妙なバランスだ。

　酒をお代わりする。俺とセツナとグレンは乳酒。フレイアとクレハはエールを頼み、酒と一緒に残った料理を食べつくす。

　お腹なかいっぱいになり、デザートを頼む。

　パイ生地に、これでもかとクルミとアーモンドを入れて焼いて、仕上げにたっぷりとハチミツ、それに薔ば薇らの香りのシロップをかけたもの。

　さくさくした食感とナッツのかりかり感がたまらない。

　ハチミツと薔薇の香りのシロップが食欲をそそる。

　単純だがいいデザートだ。

　俺以上に女性陣には好評なようだ。魔王領のデザートはあまり口にあってなかったから、こういうのはうれしいのだろう。

「お腹いっぱい。大満足」

「もう食べられないの」

　セツナが白い狼おおかみ尻尾を、グレンが金のキツネ尻尾を揺らしていて、眼福だ。

　いつか、あの二本の尻尾をベッドに並べて愛し合いたいものだ。

　さて、十分休憩した。

　そろそろ仕事の時間だ。

「フレイア、これから俺は別行動をする。みんなを連れて宿に戻ってくれ」

「わかりました。一人のほうが動きやすい仕事ですか？」

「ああ、そうだ。今回は一人で来いと指定があるから、セツナも連れて行ってやれない」

　みんなが頷く。

　ラナリッタの情報屋に、この街の情報屋を紹介してもらっており、そいつに会いに行く。

「ケヤルガ様、気を付けて」

「グレンはお留守番がんばるの！」

「がんばってくるさ」

　支払いを終え、みんなと別れ、人気の少ない道を進む。

　情報収集に来たのは、なんとなくだが、今の俺には事態を進展させる何かを摑める。そんな予感があった。
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　カムラバの酒屋でご馳ち走そうを楽しんだあとはお仕事だ。

　ラナリッタの情報屋が紹介してくれた情報屋のもとへと行く。

　グランツバッハ帝国にもっとも近いこの街の情報屋であれば、ラナリッタよりも詳しい情報が手に入る公算が高い。

　裏通りの質屋に入り、銀のナイフの査定を頼む。

　それが情報屋に会うための符丁だ。別室に通される。

　そこにいたのは、どこにでもいる普通のおじさんという風体の男だ。

　だが、よくよく見ると物腰に隙がない。

「あなたが、ケヤルガさんですか。お話は聞いております」

「そうか、なら話は早い。……手紙では直接伝えられない情報とはなんだ？」

　ここまで来たのは、情報屋から直接会ってでないと話せない情報があると言われたからというのもある。

　うさんくさいし、無視するという選択肢もあったがあえてここに来ることにした。

「ははは、そんなに急せかさないでください。まあまあ、お茶でもどうぞ。カムラバでしか飲めない茶ですよ」

　出された茶を口に含む。

　……やってくれる。毒を盛ってくるとは。

　ただ、糾弾はしない。それをするのは情報を聞き出してからだ。

　俺を罠わなに嵌めようとしている奴やつがいるなら、その罠を利用する。

　今回、茶に入れられたのは無味無臭の強力な麻ま痺ひ毒。麻痺毒というのがみそだ。

　殺すつもりであれば、麻痺毒なんて使わない。無力化して捕らえようとしているからこその麻痺毒なのだ。

　……【薬物耐性】を得ている俺に、こんなものは通じないが、体内の成分を魔術で分析。

　遅効性の麻痺毒で効き始めるのは早くても五分後。

　一般人に与える効果と効果時間を推測しながら話を続ける。

「うまい茶だ」

「ええ、特別なお客様にしか出さない特別な茶です」

　特別な茶か、言い得て妙だ。

「特別な茶もいいが、特別な情報がほしい」

　どんな意図で、誰が俺を捕らえようとしているのか？

【癒】の勇者はジオラル王国を救った英雄だ。それに手を出して、無事で済むとは思っていないはず。

　そして、今回の件は【砲】の勇者ブレットの手によるものでもない。

　なぜなら、あの男が俺に毒を盛るなんて馬鹿な手を使うはずがない。

　毒が効かないことぐらい、ブレットなら情報を摑つかんでいる。

「そうですね、実はグランツバッハ帝国ですが【砲】の勇者のほかに、二人の勇者を引き入れてまして」

「それはすごいな。ジオラル王国の勇者と【砲】を除いた三勇者、そのうち二人を引き入れたのか」

　ジオラル王に挑んで、三人の勇者が散った。

　そして、【癒】【術】【剣】がジオラル王国に所属している。

【砲】の勇者以外には残り三人しかおらず、その三人はまだ見つかっていなかったはず。

　勇者は世界に十人しか現れず、【術】の勇者以外は勇者を見つける力を持たない。

　つまるところ、すべての勇者が揃そろうことのほうが稀まれだ。

　まあ、すでに散っていった勇者の代わりが生まれた可能性も否定できないが。

「それがグランツバッハ帝国の自信となっているようです」

「それが自信となるのか？　ジオラル王国にだって三勇者がいる。ジオラル王国の勇者は強いぞ」

　そう、数の上では同じだが、俺たちは数々の激戦を経て常識では考えられないレベルと、経験、技量を手に入れた。

　普通の勇者であれば数人がかりで来ようが俺一人で全滅させられる。

「ええ、だからこそグランツバッハ帝国はなんとしてもジオラル王国の勇者を消したいのです」

　……もし、本当にグランツバッハ帝国の貴族か将校が黒幕なら一番面白くない答えだ。

　さあ、そろそろ麻痺毒が効いた振りをしよう。

　その場に倒れる。体を動かそうとして、動かない、そんな仕草を見せる。

　次の瞬間、壁をけ破って黒ずくめの男たちが押し入ってくる。

「油断はいけませんねぇ。茶に特製の麻痺毒を加えました。指一本すら動かせず、声を出すこともできないでしょう。勇者の強力な【回復ヒール】も声が出なければ使えない。ははは、救国の英雄がこうもたやすく捕らえられるとは。所詮は強いだけのガキですな」

　情報屋が高笑いし、俺は押し入った男たちに魔力の制御を乱す魔鉱石で作られた手て枷かせをはめられる。

　魔術を使える罪人を捕らえるためのもので、石が魔力の集束を乱し、術式の構築を妨害することで、魔術を使えなくする。

　……ちょっと傷つくな。

　喉を潰し、こんな玩具おもちやをつけるだけで魔術を無力化できると思われているなんて。

　俺は喉を使えなくても魔術を放つ術ぐらいは持っているし、手枷には魔術を妨害する機能はあるが、あくまで妨害にすぎない、超一流の魔術士であればこんなものをされようが魔術を使える。

　もちろん、俺もだ。いくらなんでも舐なめられすぎだ。

　全身を縛られ、そのままどこかへ連れ去られる。

　さあ、誰がこんなことを命じたのか、見せてもらおうじゃないか。

　もし、つまらない相手ならさっさと始末しよう。




　　　　◇




　目隠しをされて、馬車に積み込まれる。

【翡翠眼】を起動していた。

【翡翠眼】は軽い透視の力を持っており、馬車の外まで見通せる。その目で帰り道をしっかりと覚えていく。

　どうやら、馬車はグランツバッハ帝国方面を目指して走っている。

　馬車自体を魔力で強化しているのか、通常の馬車では考えられない速度で走っていた。

　……帰るのが面倒になるから、あまり遠出はしたくないのに。

　そのまま、グランツバッハ帝国の基地に連れ込まれた。

　どうやら、予想通り、軍が動いていたようだ。

　俺の拉致はただの軍事行動。【癒】の勇者が邪魔だから消す。

　あるいは拷問でもして情報を聞き出す、もしかしたら洗脳で手駒にするというところか。

　得られるものは少なそうだし、もう馬車を抜け出して帰ろうか？

　いや、せっかくここまで来たんだ。グランツバッハ帝国の上のほうの人間が来ているかもしれない。

　グランツバッハ帝国の情報を得られるまでは、もう少し茶番に付き合おう。




　　　　◇




　グランツバッハ帝国の国境を守る基地は、その役割に相応ふさわしく堅けん牢ろうで規模が大きい。

　千に近い兵士たちが常駐しているようだ。

　その内部にある、建物、それも地下にある鉄格子の部屋へと連れ込まれる。

　さきほどの麻痺毒とは違う毒、今度は神経毒を打ち込まれてしまった。

　毒の種類を変えたのは首から上が動くようにするためだろう。

　そうでないと情報を聞き出せない。

　新たな毒は非常に強力なようで俺相手でも多少は効果がある。

　少々、体がだるくなるし、魔術なしの解毒に一分もかかってしまう。

　そして、魔術を妨害する手枷をさらに二セット追加された。

　服を脱がされ、椅子に頑丈な鎖でくくりつけられる。いわゆる厳重な拘束。

　そんな状態で、十分ほど待っていると、四人の部下を連れた将校が現れる。

「【癒】の勇者ケヤル。私は、グランツバッハ帝国、陸軍少佐カール・ラーテル。単刀直入に言おう。貴様は、なんのために魔族領域に行った？　ジオラル王国は魔王と手を組んで何をしようとしている？」

　そういう質問をされるとは。

　思った以上に、グランツバッハ帝国はジオラル王国の動きを摑んでいる。

　魔王と手を組んでいると言ったとき、彼の個人的な嫌悪が透けて見えた。

　……もしかしたら、その路線で【砲】の勇者ブレットはグランツバッハ帝国をそそのかしたのか。

　よし、そっち方面ではったりをかけるか。

「今の魔王は、人間に友好的で同盟を結ぶことになった。魔族領域に人間が攻め入ったらジオラル王国が阻止するし、逆にジオラル王国が攻められたら、魔王軍が駆けつける。そういう同盟だ。この同盟により、人間と魔族の戦いは終わる」

　面白いように、陸軍少佐とやらが青くなる。

　今から戦争を挑む国が、魔王軍と同盟を結んだなんて聞けば、そういう反応にもなる。

　魔族と魔物の怖さは痛いほど知っているはずだ。

「……それが本当なら許されることではない！　人間が魔王と手を組むなど！」

「ああ、本当だ。無事、同盟は締結した。勘違いしないでほしいが、ジオラル王国は人間を売ったわけじゃない。逆だ。魔族と人間がこれ以上血を流さないための同盟。これ以上争ったってお互い得るものはない。人間代表として、血と怨えん嗟さの鎖を断ち切る」

「きれいごとを！　第一、噓うそだ。魔王に、そんな同盟を結ぶ理由がない」

「理由ならある。その同盟を結ぶことを条件に、ジオラル王国の三勇者は現魔王に力を貸して、先代魔王を倒した。元から、そういう約束だ」

　我ながら、筋が通っているいい噓だ。

　本当の部分も多々ある。……というか、この同盟自体は本当にそうしようと動いている。

　この同盟を信じてくれればグランツバッハ帝国は、ジオラル王国へ戦争を仕掛けるのを躊ちゆう躇ちよしてくれるかもしれない。

　傷ついて消耗したと言ってもジオラル王国は強国、そこに魔王軍まで増援で現れるのだから、勝ち目がないと判断するだろう。

「……少佐どの、もし、この話が本当であれば此こ度たびの戦争、負け戦になります。私に提案がございます。このものたちが特使であるなら、【癒】の勇者とその一行をジオラル王国に帰さなければ、この同盟は成立を防げるかと。状況を考えるに、未だ正式な場での調印はなされていない」

「その通りだなレイブン。【癒】の勇者は情報を聞き出したあと、処刑する。そして、カムラバにいる奴の仲間も皆殺しだ。……そのためには、まず仲間の居場所を吐いてもらわないとな！」

　鉄で出来た警棒で顔を思い切り殴られる。

　それも、何度も。

「さあ、吐け！　思う存分叫べ！　この部屋は特別製でな！　どれだけ叫ぼうが、喚わめこうが、その声はどこにも届かない！」

　ステータス差であまり痛くはないのだが、不快なことは不快だし、俺の女に手を出すと言うのは……許せないな。復ふく讐しゆうポイントに大きく加算だ。

「どうだ、仲間の居場所を吐く気になったか！　早く吐けば、楽にしてやる」

「……なんだ、これは拷問のつもりか？」

「そのふざけた口を利けなくしてやる！」

　今の態度がよほど気に障ったのか。

　俺の右手を思いっきりひっぱり、机の上に広げさせるとナイフを抜いて小指の付け根を狙う。

　ナイフが叩たたきつけられる。

　ナイフの刃先が折れた。

　指に、気を集中して硬化していたせいだ。今のステータスで力を込め、気を集めれば刃を皮膚で止めることも可能。

　カール少佐が手首を押さえる。よほど痛かったようだ。

「貴様ぁぁぁぁ、よくもおおおおお！　薬だ。廃人にしても構わん。強い薬を持ってこい！」

　部下が紫色の液体が入った瓶を持ってくる。

　そして、三人が俺の体を押さえつけて、無理やりその薬を口に流し込む。

　……この薬も俺には通じない。なんの意味もない。

　だが、どうしようもなく不快だ。

　このシチュエーションは、嫌なことを思い出させる。

　過去のトラウマを、最悪の日々を。

　惨めな犬として利用され続けた地獄を。

　不快にされた分でさらに復讐ポイント加算。

　すでに、カール少佐の復讐ポイントは既定値を超えた。

　この男たちの未来が決まってしまった。彼らは惨むごたらしく、苦しみ抜いて、そのプライドを踏みにじられ、利用されてから死ぬ。

「どうだ。とっておきの薬だ。これで素直になるだろう。さあ、仲間の居場所を」

　そこまででカール少佐の言葉は止まった。

　俺を椅子に縛り付けていた鎖が、蛇のようにうねり四人の部下の首に巻き付いて、締め上げる。

　喉が潰れ、顔が青くなり、体が浮き上がり、ほどなくして失神する。

　俺の腕に巻かれていた魔術を妨害する手枷が、音を立てて次々に砕ける。

　椅子から立ち上がると、逆にカール少佐とやらが尻餅をつき後ずさる。

　奴やつが叫ぼうとした瞬間、喉を貫き手で抉えぐり、ひゅうひゅうと間抜けな音が漏れる。

　そう言えば、この部屋は音は漏れないんだっけ？　無駄なことをしたが、まあいいや。

「いい加減、飽きた。おまえは拷問も尋問も下手だ。だから、優しい俺が、正しい拷問と尋問というのを教えてやる。なぁに、心配はいらない。死にはしないさ」

　死んで楽になんてさせてやらない。

【回復ヒール】をすれば、即座に情報は吸えるが、あえて原始的な方法を使ってやろう。

　これは復讐あそびだ。

　趣向を凝らして、創意工夫をして、楽しみながら、グランツバッハ帝国の情報を得る。

　その後は、頭をぱっぱらぱーにして、グランツバッハ帝国を内側から壊す爆弾に仕立ててやる。

　こういう根っからの軍人タイプにはそれが一番の嫌がらせだ。

　さっき、こいつがやろうとしていたように小指を飛ばしてやると潰れた喉で豚のような悲鳴をあげる。

「さっきおまえは言っていたよな。『さあ、吐け！　思う存分叫べ！　この部屋は特別製でな！　どれだけ叫ぼうが、喚こうが、その声はどこにも届かない！』。おかげで、ゆっくりと楽しめそうだ」

　軍人だけあって、まだ生意気にも俺を睨にらんでいる。さあ、どれだけ持つかな？

　本物の拷問と尋問。

　本場仕込みの技をその体に教えてやろう。

[image: ]







[image: 第十話　回復術士はけじめをつける]







　どれだけ叫ぼうが、喚わめこうが、その声はどこにも届かない。

　この部屋は特別製。

　そう言った少佐殿の言葉は正しいらしい。

　悲鳴を聞くためにあえて、喉は治してやった。

　この男は喉が嗄れんばかりに叫び続けたが、だれもやってくることはなかった。

　彼の部下は、目を覚ますと邪魔だから殺してある。

「カール少佐殿、これが拷問で尋問だ。体で覚えただろ？」

　失禁して涙を流しながら、倒れているカールを蹴り上げる。

「ひっ、ひいい、ゆるしてぇ、許してください、ごめんなさい、ごめんなさい」

　もう抵抗する気が一切ないようで、さきほどから命乞いをするばかり。

　たった二時間可愛がっただけでこうなった。

　こういうアナログな手段での情報収集は、手間も時間もかかるがなかなか楽しいのだ。

「こうやって、可愛がられた経験があれば次に活いかせるだろうな。まあ、次があればだが」

「ひっ」

　カールの髪を鷲わし摑づかみにして持ち上げる。

　そして、目を合わせて魔力を高める。

【回復ヒール】で情報を得るわけじゃない。

　尋問で必要な情報はすべて吐かせている。

　情報をもらうだけじゃつまらない。

　この男は利用させてもらおう。そのために魔術を使う。

　……薬と洗脳魔術を使い、噓を吹き込み、それを真実だと思わせる。

「いいか、カール少佐殿。おまえは【癒】の勇者を捕らえるも、一瞬の隙を突かれて逃亡を許してしまう。だが、尋問により重要な情報を摑んだ後だった。それは……」

　情報と言うのは、薬にも毒にもなりうる。

　そして、俺が吹き込んだのはとびっきりの毒。

　洗脳しすぎると、人形のように無感情になり周りの人間に違和感を与えてしまう。

　しかし、こうして噓を真実と思わせるぐらいなら外から見ても不自然な点はない。

　この男は次に目を覚ましたとき、重要な情報を得たと嬉々として上へ報告するだろう。

「これで仕事は終わりっと」

　さあ、あとは帰るだけだ。

　あまり遅くなるとみんなが心配する。

　いや、一人始末をつけないとならない奴がいたな。それに、できればやっておきたいこともある。




　　　　◇




　深夜になり、ようやくカムラバに戻ってきた。

　脱走の際にいろいろとトラブルがあったのも、帰りが遅れた理由だ。

　明日は予定通り早めに出発しよう。

　でないと、カムラバに大軍が押し寄せる。

　野や暮ぼ用を済ませるために、あの情報屋のところへと向かう。

　お仕置きをしないと。

　俺の情報を売るのはまだいい。

　情報屋というのはそういうものだ。それがわかっていて付き合っている。

　自分の情報が売られるのが嫌なら、情報屋とは付き合ってはいけない。

　だけど、客を罠わなに嵌めて売るのはよろしくない。情報以上のものを売るのは契約違反だ。

　だから、裁かないといけない。

　加えて、俺が軍の連中に捕らわれるとき、愉快なことを言っていた。

『油断はいけませんねぇ。茶に特製の麻ま痺ひ毒を加えました。指一本すら動かせず、声を出すこともできないでしょう。勇者の強力な【回復ヒール】も声が出なければ使えない。ははは、救国の英雄がこうもたやすく捕らえられるとは。所詮は強いだけのガキですな』

　いらっとした。

　そして、俺は根に持つタイプだ。

　強いだけのガキに何ができるかを見せてやろう。

　やられたら、やり返す。それが俺のルールだ。




　　　　◇




　顔を隠して店の中に入る。

　受付の男が声をかけようとし、一言も発する間もなく眠りについた。

　眠り薬を塗った暗器針を飛ばしたからだ。

　質屋の奥にある情報屋のもとへ行く。

「あれ、おかしいですな。受付にはもう客は通すなと言ったはず。悪いですが、今日は店じまいです。また、明日にでも来てください」

　片づけをしている男は俺のほうを向かずにぶっきらぼうに告げる。

「いや、客じゃない。ここに来たのはあんたへの借りを返すためだ」

　おそるおそるという様子で、情報屋は振り向き、即座にナイフを投げてきた。

　ナイフを叩たたき落とす。ついでに、ナイフに注意を向けさせつつ、放った本命であろう針も。

　情報屋というのは、人に恨まれることが多いし、ただで情報を引き出そうとする荒くれものも訪れる。

　ある程度の自衛力がなければやっていけない。この男が戦えることも想定内。

　距離を詰めていくと、今度は何かスイッチを押した。突如床が開き落とし穴になるが、こんなものにはまるほど間抜けではない。

　床が微かすかに揺れた瞬間には、前に跳んでいた。

　奴の頭を片手で摑み、そのまま壁に叩きつける。

　情報屋の後頭部からだらだらと血が流れる。

「なあ、情報屋。情報屋が情報以外を売るのは道義に反するだろう。こっちは、わざわざそっちのルールにあわせて客として来たのに、あれはあんまりじゃないか？」

　情報を得るだけなら、【回復ヒール】で十分。

　だが、対等な取引相手として見ていたからこそ、相手のルールにあわせ、対価として金を払った。

　だというのに、この男は誠意を踏みにじった。

「ひっ、ひっ、ごめんなさい。反省してます。許して、金に目がくらんで」

　謝りながら、情報屋は仕込みナイフが入ったブーツを蹴り上げ、腹を狙ってくる。

　したたかなものだ。

　だが、こういう性根が腐った奴の行動はたやすく読める。

　その蹴りを躱かわし、仕込みナイフをへし折り逆に奴の太ももに突き刺す。

「ぎゃあああああああああああああああああああああ」

　奴が絶叫した。

　麻痺毒を塗っていたらしく、全身が痙けい攣れんしている。

　さっきの暗器といい、こいつは情報屋というより暗殺者だ。

「これが反省して、許しを請うもののすることか？」

「つっ、つい、出来心で。情報をやる、情報をやるから、まだとっておきがあるんです」

「話してみろ」

　情報屋が次々と情報を吐いていく。

　その中にはたしかに俺の欲しい情報もあった。

　とくに有用なのは、グランツバッハ帝国が開戦を予定しているのは二か月後という情報。

　加えて、グランツバッハ帝国は二国から支援を受けていること。

　そして、開戦を始めるための口実だ。

　ジオラル王の起こした凶行……そして、ジオラル王国が魔王と手を組み、その手先になっていること。

　連れ去られた先で、魔王と同盟を組むと言ってカールが驚いていたところを見ると、同盟のことを知っていたわけではなく、状況証拠から言いがかりをつけるつもりだったのだろうか？

　これらを口実に、他の国を味方にしようとしているのなら逆襲ができる。

　口実以外の情報はカールから聞き出してはいたが、複数ルートから同じ内容の情報が入ると信ぴょう性が増す。

「はっ、話した、あんたの知りたいことは全部」

「肝心の【砲】の勇者の話が抜けているぞ」

「そっちは詳しくは知らないです。ただ、グランツバッハ帝国の諜ちよう報ほう部隊に入り、新兵を育てているって話は聞いてます。その中には、闇市場で買った少年娼しよう婦ふたちもいます」

　諜報部隊で新兵ね。

　……ご自慢の洗脳で、愛人兼道具の少年でも作っているのだろうか。

　あいつがやりそうなことだ。

「俺は優しい。本当なら、これから地獄のような苦しみを延々と与え続けるんだが、そうはしない」

「許してくれるんですか」

「ああ、楽に殺してやる。良かったな、俺が欲しがる情報を持っていて……【改悪ヒール】」

　最後に望む情報を渡したからこその減刑だ。

【改悪ヒール】により、重要な動脈を塞ぐ。

　それだけで、血の流れはとまり、青ざめて死んでいく。

　ついでに、情報を得ておく。

　俺の勘だが、こいつはまだ情報を隠している。

「……さすがは情報屋だ。一番大事な情報は隠していたのか」

　この期に及んでまだ取り引きするためにカードを残しているとは、頭が下がる。

　俺を売りさえしなければ、いいパートナーになったかもしれないのに。

　さて、もう一仕事してから宿に戻るとしよう。




　　　　◇




　情報屋の記憶には、街のありとあらゆる情報が詰まっていた。

　その中には、鍛冶に使える工房の情報もある。

　グレンが産んだ【神の涙】を加工するには、さすがの俺も専用の設備がいる。

　強い金属は加工が難しい。ましてや魔法金属であるのならなおさらだ。

　店主は夜遅くの来客に嫌な顔をしたが、相場の三倍の値段を出すとにこにこして、朝まで使ってくれと言って来た。

　その言葉に甘える。

「セツナのための武器だ。気合いをいれて作らないとな」

　セツナは従順なペットだ。

　もっとも俺に尽くしてくれる可愛かわいいやつ。

　あの子が喜ぶものを作りたい。

　そのために、全身全霊を込めて、神の金属と格闘しよう。




　　　　◇




　武器を作り終わるころには、日が昇っていた。

　思ったより時間がかかった。

【神装武具】に使われている金属だけあって、加工には苦労した。今の俺ぐらいの魔力量がないと加工が出来ない。神の金属は伊達ではない。

　だが、その手間に見合うものは出来たと自信を持って言える。

　宿に帰ると、セツナが出迎えてくれた。

「おかえりなさい。ケヤルガ様」

「起きて待っていたのか」

「ん。ケヤルガ様を出迎えるのはセツナの仕事」

　本当に可愛い奴やつだ。

「ありがとう。お土産だ」

　それは青く輝く鋼の爪。

　セツナは氷の爪で戦う、その戦闘スタイルを変えないで済む形状にした。

「これ、セツナの」

「そうだ。セツナのために作った武器だ」

　さすがに、【神装武具】ほどの性能は持たせられないが、それ以外の武器とは一線を画す性能を持たせてある。

　シンプルに、軽く、頑丈で、よく斬れ、魔力を通わせやすい。

　余計なギミックはなしに実用性特化の武器。

「うれしい。セツナの宝物にする」

　俺から、鋼の爪をもらったセツナが愛いとおしそうに、その爪を撫なでて、さっそく装着して見せた。

　よく似合う。

　これから、よりいっそう活躍してくれるだろう。

「ケヤルガ様、さっそく恩返ししたい。ご奉仕させて」

「ああ、頼む。……血を見たせいか、昂たかぶってる。この昂りをぶつけさせてくれ」

「ん。セツナが全部受け止める」

　セツナが爪を外し、服を脱ぎ捨て、美しい肢体が露あらわになる。

　セツナは強さだけじゃなく、体も成長している。

　俺は、服を脱ぐことすら煩わしく、そのままセツナを押し倒して、愛し合った。
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　ラナリッタの情報屋の紹介で、寄り道したカムラバで想像以上の収穫を得た。

　情報屋に売られたのは非常に不快ではあるが、連れ去られたことで、想定外の情報を知ることができたし、偽情報も流せた。

　無事に【神の涙】を加工し、セツナの武器を作れたのも収穫だ。

「セツナ、気に入ってくれたんだな」

「ん。ケヤルガ様が作ってくれた最高の武器。一生大事にする」

　布で包まれた鋼の爪を愛おしそうに撫なでる。

　セツナはずっとその調子だ。

　ここまで喜んでくれるならがんばった甲か斐いがあったというもの。

　どこかで、試し斬りする機会を作ってやろう。

「ご主人様、グレンにも武器を作ってほしいの！」

　もふもふ子ギツネが背中から飛び降り、少女形態になって甘えてくる。

　苦笑いしそうになる。

　……グレンは知らない。セツナの爪の材料がどうやってできたのか。

　材料の調達方法を知ってもまだ欲しがるのか、少し気になった。

「まあ、あれだ。あのクラスの武器を作るには特別な材料が必要で、俺も次いつ手に入るかわからないんだ。もし、手に入ったら作ってやる」

「約束なの！　楽しみなの！」

　なら、グレンと何度もセックス……もとい、体の内側マッサージをしないとな。

　そのうち、またぽこっと生まれるだろう。

「ご主人様、聞いてほしいの。グレンが欲しい武器は、どかーんってする奴で、ぐわーって力を込められて、ぎゅいーんってなるのがいいの！」

「お願いだ。わかる言葉で話してくれ」

　グレンが欲しい武器について熱く語っている。

　どうやら、剣や槍やりなどの近接武器ではなく【砲】が欲しいようだ。

【神の涙】の性質なら、魔力をため込み、圧縮、増幅して撃ち出すものなら作れるだろう。

　たしかに、グレンが使うならそのほうがいい。

　運動神経はいいが、剣術や体術を身に付けているわけじゃない、動き回って砲撃するというのが理にかなっている。

　こう見えて、グレンは頭がいいし、きちんと自己分析ができている。

　グレンの話に相あい槌づちを打ちながら、どうにか翻訳して武器の完成形が見えてきた。

　空いた時間に設計をしておこう。

　俺は約束を守る男だ。

「なかなか、竜騎士の人たちが来ませんね」

　そんなふうにグレンと遊んでいるとフレイアがぼやいた。

　懐中時計を見る。

　たしかに遅い。

「そろそろ約束の時間のはずだが……」

　今、俺たちがいるのはカムラバ郊外にある砂漠だ。

　人気がないここで拾ってもらい、ジオラル王国を目指すはずだった。

　竜騎士たちはいつも時間厳守なのに、今日はまだ来ていない。

　嫌な予感がする。

　そして、それは予感では終わらなかった。

　突風が吹いた途端、セツナが鼻をひくひくさせる。

「……ケヤルガ様、今の突風が血の匂いを運んできた。かなり離れた場所から知ってる血の匂い」

　セツナの深刻そうな顔を見ると、その血が誰のものかを聞く必要はない。

「セツナ、匂いのほうに案内を頼む」

「ん。任せて」

　そう、その血の主は俺たちを運んで来た竜、あるいは竜騎士のもの。

　彼らを失うわけにはいかない。足を失うのは痛いし、さんざん世話になって、何度も話をした。

　彼らのことは友人だと思っているし、飛竜のことも気に入っていた。

　無事でいてくれ。

　祈りを込めて、彼らのほうへ急ぐ。




　　　　◇




　セツナの案内のもと、血の匂いがするほうへ走っていった。

　そこにあったのは……。

「ひどいわね。ここまでするなんて」

「なんで、ここまで。やりすぎです！」

　ぐちゃぐちゃの死体だ。

　竜騎士はばらばらに切り裂かれ、竜は魔術で焼かれ、無数の矢に貫かれている。

　俺たちは足と友人を失った。

　喪失感が胸に押し寄せるが、そんな時間はない。

「まずいな」

　問題がいくつか存在する。

　第一に竜と竜騎士を殺せるほどの敵がいるということ。

　竜は強い。速度と運搬性能に比重を置いている飛竜とはいえど、強力な竜種だ。生半可な腕では殺すことはできない。

　勇者に近い実力がいる。

　ましてや、その竜の力を限界まで引き出す竜騎士と共にいたにも拘かかわらずこのありさまだ。

　けっして、油断していい相手ではない。

　第二に竜を殺せるほどの戦力を意味もなくカムラバ近くに配置しているわけがない。何かの目的のために用意されている。第三の理由にも繫がるのだが、敵の目的は俺たちであり、カムラバに立ち寄ることが読まれた。

　読まれたというより、誘導されたというのが正しい。

　カムラバの情報屋のもとに行くように仕向けられていたのだ。俺たちはラナリッタの情報屋の提案でカムラバに来た。今回の事件の糸をひいている誰かは、ラナリッタの情報屋を使い、俺を誘導した。

　……俺が情報を集めていることはばれているだろうし、意図的に偽情報をつかまされている可能性もある。

　そして、第三の問題は竜と竜騎士の死体がこうして放置されていること。まるで見つけてくださいと言わんばかりに。

　そんなことをする理由なんて一つしかない。

　これは餌だ。……俺たちを釣るための。

「おまえのメッセージ、受け取ったよブレット」

　次の瞬間だった。

　周囲の砂漠に溶け込むような砂色の布をかぶっていた刺客どもが一斉に布を払って現れる。俺たちを囲むように円の陣形。

　気配に敏感なセツナが今の今まで気付かなかった異常事態。

　気配の消し方が超一流で、血まみれ。セツナの鼻を警戒してのことだ。

　ああやって、自分の匂いを竜の血で消している。

　そして、距離も絶妙。

　俺の【気配感知】のぎりぎり範囲外であり、俺やクレハの踏み込みでも届かない位置。

　手に持っているのは、最近出回り始めたばかりの銃。

　刺客どもは一言も発することなく、一斉に掃射し、着弾も確認せずに、即座に散開して撤退。

　この距離、このタイミング、音速を超える銃弾。

　対抗策を出す余裕がない。

　かろうじて近くに居たセツナとグレンを押し倒し、急所だけは守る。

【剣聖】であるクレハはさすがの反応速度でフレイアを庇かばう。これで安心だ。フレイアなら急所に受けて即死もありえた。

　鈍い衝撃が三発。

　鉛玉が体に突き刺さる不快感。

　血を吐く。

「俺の肉を貫くとは、なかなかの威力だ」

　武器自体の攻撃力も素晴らしいが、射手のステータスも尋常じゃないレベルまで上がっている。

　……この銃は魔力も併用されている。常識的では考えられない魔力を込められるように改造されていた。火力と魔力のハイブリッドで既存兵器では不可能な威力を発揮する。

　いや、それだけじゃない。何かからくりがある。でなければ、レベル２００オーバーの俺を傷つけるなんてできないはずだ。

　フレイアを庇ったクレハも浅くない傷を負っていた。

「ケヤルガ様！　ケヤルガ様を傷つけるなんて……あいつら殺す！」

「追わなくていい。確実に罠わながある。クレハはこっちにこい。治療する」

「お願い、ここまでの傷を負うのは久しぶりだわ」

　自分の体に埋まった鉛玉を取り除きながら、セツナを制止する。

　熱くなって、一人で突っ込めば死ぬ危険すらある。

　あの逃げ方は臭い。

　いや、臭いと思わせて躊ちゆう躇ちよさせて逃げおおせる気かもしれない。

　どっちにしろ、セツナを単独で突っ込ませるなんてことはできない。

　クレハも同じように、鉛玉を素手で抉えぐりとり、俺とクレハに【回復ヒール】をかける。

「さすがの腕ね。完治したわ。ごめんなさい。無様を晒さらしたわね」

「いや、あの状況でフレイアを庇えたのは上出来だ」

　俺もクレハも一人なら、無傷でくぐりぬけられた。あの状況なら、確実に仲間を庇って怪け我がをする。

　そして、他のメンバーを守れる俺たち二人が負傷した状態で、残りのメンバーを追撃に出せないことも読まれていた。

　何から何まで計算ずく。

　俺たちのことを知り尽くした完璧な罠。

「完全にしてやられたな。ここまで気持ちよく嵌められると逆に笑えてくる」

　このやり口は間違いなく、【砲】の勇者ブレットだ。

　確信めいた予感がある。

　あいつ以外に、ここまでのことをできるものか。

　……思えば、カムラバに来た時点で負けていた。

　カムラバから、ジオラル王国までは大砂漠を経由しないといけない。

　竜がいるからこそ苦にならなかったが、その足を奪われた。

　俺たちの脚力でも砂漠を横断するのは時間がかかる。

　奴やつは俺たちを殺そうとしたが、殺せるとは思っていない。できたらラッキーぐらいに考えていただろう。

　本当の狙いは足止めだ。

　砂漠の向こうで孤立させる。

　どう計算しても、砂漠を渡ってジオラル王国まで十日はかかる。

　ここまで手の込んだ足止めをしたのだ。なんのために？

　考えるまでもない、俺たちがいない間にジオラル王国を落とすため。

「笑えすぎて、殺意が込みあげてくるな。認めよう。第一ラウンドはおまえの勝ちだ。……だが、第二ラウンドでまとめてツケを払ってもらう」

　激げき昂こうを乗せてナイフを投とう擲てきする。

　それは、逃げた振りをして気配を消し、監視していた襲撃者の額を貫き悲鳴が聞こえた。

　気配の消し方は完璧、【気配感知】の範囲の外、血で匂いを消している。奴がそこにいることを見抜いて投げたわけじゃない。

　ブレットならそこに一人配置することを俺は知っていた。

　だから、投げた。

　化かし合い、その土俵でまともにやれば俺はブレットにはかなわない。経験値が違いすぎる。

　だが、それでも奴のやり口を知っている。それは【回復ヒール】で奴の経験と知識を奪ったからだけじゃない。

　忌ま忌ましいことに、奴は俺の教師でもあるからだ。
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　足である竜と竜騎士を殺され、よりにもよって砂漠に囲まれた街に置き去りとなった。

　今思えば、情報屋がカムラバにいると聞いた時点で、こういうリスクを予想するべきだったが、強くなりすぎたことで危機感が薄れていた。

　……強さ故の油断。

　相手がブレットでなければ、何の問題もなかっただろう。

　だが、奴はその傲慢さを見抜き、そこをついてきた。つくづく強敵だ。

「ケヤルガ様、これからどうする？」

「最短で、ジオラル王国に向かう。……俺たちを足止めした以上、俺たちがいなければ、ジオラル王国を落とせるだけの準備をしているはずだ」

　セツナの問いかけに返事をしながら、頭の中を整理する。

　普通に戦略の読み合いでは奴には勝てない、だからブレットの思考をトレースすることで狙いを見抜く。一周目では何年も一緒に居たし【回復ヒール】で奴の記憶と知識を得ているからこそできる芸当。

　そうして、もっとも確率が高いと思ったが、今言ったように足止めしているうちにジオラル王国を落とすという戦法。

　あの情報屋とカールから得た、グランツバッハ帝国が攻めてくるのが二か月後だというのも、奴が撒まいた偽情報だと考えるべきだ。

『読めたところで詰んでる。間に合わない』

　どうやって、最短で砂漠を抜けるか。

　俺たちの脚力でも、砂に足を取られる砂漠では行動速度は著しく落ちる。

　強い脚力で大地を蹴っても、むなしく砂に足が埋まるだけなのだ。

　こういうとき、軍師担当のエレンがいてくれればと思う。

　彼女なら、即座に打開策を出しただろう。

「提案があるわ。砂漠越えルートは自殺行為に等しい。……なら、いっそのことリスクを冒してでも別ルートを通るべきではないかしら？」

「俺も同じことを考えていたところだ。敵国を経由するルートだし、ひどい遠回りになるが、砂漠よりは速い」

　俺が連れ去られた奴らの基地、そちら方面に進みさらに一つ街を抜けて東に進む。

　そうすると、砂漠を通らずにジオラル王国に向かえる。

　おそらく、グランツバッハ帝国が進軍する場合はそちらのルートを使うだろう。

　問題は国境を越えてグランツバッハ帝国内に入る必要があることだ。

　俺たちは指名手配されていて、国境を越えてしまえば常に狙われるだろう。

　……それ以上にそのルートはブレットが確実に読んでいて、罠を仕掛けている。

　俺たちを狙った連中があれだけ早く撤退したのも、それが理由だろう。

「決めた。砂漠を越える」

　俺の言葉を聞いて、全員が驚く。

　なにせ、確実にジオラル王国の危機には間に合わない上に、無謀で危険な砂漠越えだ。

　まだ、罠が仕掛けられているグランツバッハ帝国ルートのほうが安全なぐらいだ。

「ケヤルガ様、歩いて砂漠を越えるつもりですか？」

「まさか。竜に頼らず、空を飛ぶ方法がある。成功するかは五分だがな。これ以上、あのクサレ野郎の掌てのひらで踊ってはやらない。もし、竜並みの速度で砂漠を越えることができれば奴の計算は狂う。こんどはこっちが嵌めてやる」

　それは意地であり、本能の警鐘でもある。

　ブレットの罠に突っ込むのは危険だと、俺の心が叫んでいた。

　だからこそ、無理をするのだ。
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　街には戻らず、あえてその場で作業を始めた。

　フレイアには、【熱源探査】魔術を使わせて周囲を探らせた。

　砂に溶け込み見た目を、血で匂いを誤ご魔ま化かせても生物である限り体温は隠せない。

　……初めから、これを使うよう指示を出しておけばよかった。

　油断というのは恐ろしい。

『これだけ材料があればいけるか』

　竜の死体から材料を調達する。

　竜の骨や皮は信じられないほど軽く鉄の五分の一以下、それでいて強度はすさまじい。

　空を飛ぶために何かを作るのであれば、これ以上適した存在はない。

　解体し、掃除し、サイズと用途ごとに分類する。

「ご主人様、何を作ってるの？」

「人工の竜だな」

「すごいの！　まるで神様なの！」

「まあ、形だけだが。とある賢者は空を飛ぶ魔道具を作ろうとしたんだ。その過程でな、面白い発見をした」

　俺は手をとめ、紙を取り出し折り畳み、流線形で翼を持った紙細工を作る。

　それを投げると、十メートルほど飛行して落ちた。

「不思議なの。紙があんなに飛ぶなんて」

「ん。セツナもびっくり。風に乗ってた」

「よくわからんが、特定の形状をした物体が風の抵抗を受けると、揚力という力が発生するらしい。それは風の魔術で無理やり全員をぶっ飛ばすよりも数段効率がいい。賢者の知識が正しければ、俺の魔力で起こせる風の強さなら空を舞える。……その賢者は、軽さと強度を併せ持つ材料が見つからず挫折したが、ここにはそれがある」

　竜の死体を材料にして機体を作った場合、賢者の知識をもとに計算すると五人乗せても飛行するものができる。

　設計図を描き終えた俺は、竜の素材を錬金魔術で加工し、貼り付け、さらに形を望み通りにする。

　こんなものを作りながら、実は空を飛べるのか不安があった。

　あたりまえだが、ぶっつけ本番だし、賢者の知識にある揚力というのもよくわからない。

　賢者自身もそういう力があるということを突き止めただけで、理論はわかっていない。

　それでもやる。

　この手は、いくらブレットでも読めない。

　博ばく打ちをせずに出し抜ける相手ではない。

　錬金魔術があって、本当に良かったと思う。こんなもの、真面目に作ろうとしていたら一か月はかかるし、仕上がりもゴミだっただろう。

　魔術による超効率の作業は竜の皮と骨をたった四時間で空を飛ぶための道具にしてしまった。

　最後に、機体全体を磨きあげて完成。

　賢者が導き出した最適な姿、流線形で前方に対となった翼、後方に補助翼をつけたもの。胴体には六人が座れるだけの座席が用意されている。

　それなりにでかいサイズになった。揚力を得るためには相応のサイズの翼がいるのだ。

　全員で、それを見上げる。

「これ、本当に空を飛べるんですか？」

「そのはずだ。まあ、失敗しても砂の上に落ちるだけだな。俺たちのステータスなら死にはしない」

　計算上は大丈夫だ。強度も、揚力も。後は実験あるのみ。

「ケヤルガ様が作ったんだから問題ない」

「落ちたら走るの！」

「悩むのは時間の無駄ね。まずはやってみましょう」

　意外にもフレイア以外は乗り気だ。

「そういえば、これは何というものなのかしら？」

「そうだな。空を飛ぶ、飛行するための機械だ。飛行機でいいんじゃないか？」

　我ながら、安直なネーミングだが、それが妙にしっくりきた。全員が乗り込む。

　グレンは子ギツネ姿になり、俺の膝の上で丸まっている。

　かなり危ないので座席にベルトで体をくくりつけられるようにした。

　さあ、始めよう。

　まず、力任せに魔術で上昇気流を作り出し、飛行機が上空数十メートルまで上昇する。

「すごいの！　ちゃんと飛んだの」

「いや、これはただ、力任せに風でぶっ飛ばしただけだ。勝負はここからだ！」

　別に、これだけなら飛行機なんていらない。ただの重りだ。

　当然のように降下を始めたので、ケツを思いっきり風で押す。

　前へ強烈に押し出されたことで翼が風を受けた。

　理論上では、これで揚力を受けて浮かぶはずだ。

　……成功してくれ。

　祈りながら、風を強めていくと降下ペースが遅くなっていき、ついには一定の高度を維持。

　さらに風を強めると上昇し始めた。

「すごい、本当に飛んでます！」

「ええ、驚いたわ。とんでもない発明よ！」

　フレイアとクレハが叫ぶ。

　空を飛ぶなんて初めての体験で怖がってもおかしくないのに余裕がある。

　セツナもいつも以上に表情が硬く緊張していた。

　そして、グレンはもふもふ尻尾が縮みあがり、爪を立てて俺にしがみついていた。出発前はノリノリだったのに、実際に飛ぶと怖くなったみたいだ。

　俺自身も、冷や汗が流れている。

　飛行機が揺れた。機体が斜めになる。どうやら、作りが甘く右と左の翼のバランスが悪いせいで揚力に差が出ている。

　風の力を調整して左右のバランスを揃そろえるとなんとか安定する。

　にしても、これはすごいな。

　風を強くすれば、速度が増す。馬やラプトルなんて目じゃない速度だ。

　すでに飛竜に近い速度、もっと飛ばしたいところだがこれ以上強くすると俺がばてる。

　フレイアと交代で風魔術を使うつもりだったが、左右のバランス調整が難しい。交代はできないだろう。

　今日は行けるところまで行って着陸して野営にしよう。

　それから、翼のバランスを調整する。

　それまでは根性で耐えてみせる。

　そうして、飛行機は空を飛んでいく。

　ブレットの思惑を回避した。

　なら、次は罠わなを仕掛ける番だ。

　読み違いの代価、必ず払わせよう。
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　竜を素材にした飛行機で空を行く。

　ぶっつけ本番で作ったわりにはうまく飛んでいる。

　ただ、調整不足は否めない。

　左右のバランスが悪く、風の制御を少しでも失敗すると墜落しそうだ。

　問題はそれだけじゃない、機体の強度に不満がある。とくに継ぎ目が弱く、速度が一定ラインを超えると異音がしてぐらつく。

　空を飛びながら、それらの情報を脳裏に刻む。

　何事においても試行錯誤が必要だ。

　机上計算ではわからないことは多い。実際に運用して問題を発見し、その都度直していく。

「ケヤルガ様、そろそろ替わりましょうか？」

　フレイアが後部座席から問いかけてくる。

「いや、いい。コツが必要だ。力任せにすれば墜落する」

「力になれない自分が悔しいです」

「今日はダメだが、明日は任せられると思うぞ。改良すれば、俺でなくても操れるようにできるはずだ」

「わかりました！　明日はお任せください」

　フレイアが握りこぶしを作ってやる気をアピールしている。

　俺への気遣いもあるが、たぶん操縦してみたいのだろう。

　人が作ったものの中では、世界最速の乗り物だ。

「がくがくぶるぶる。これ、怖いの」

　未いまだにグレンは怖がっていて、キツネ耳をぺたんと倒しながら爪を立ててしがみつく。

　子ギツネ姿なので、そういう姿も可愛らしい。いつまで経たってもグレンは飛行機に慣れないみたいだ。

　飛行を始めて、四時間ほど経った。

　目立たず着地できる場所を探し始めよう。

　そろそろ魔力が心もとない。

　まだ三割以上残っているが、ある一定以上に残量を減らすと回復が遅くなる。

　ジオラル王国に到着してからが本番だ。それまでに戦力を落とすわけにはいかない。

　砂漠地帯は抜けたし、これ以上無理をする必要もない。

　いい着地場所を見つけた。

　緑が生い茂っている深い森だ。広葉樹林の密集地帯があり、あれなら飛行機を受け止めるクッションになる。

　……この機体には問題点がまだあったようだ。着陸する際のコントロールがひどく繊細だ。

　着地の衝撃を緩和するような装置が一つもないので、今回のようにクッションになるものの上に着陸するか、自前で風のクッションを用意しないといけない。

　着地の際にする減速も、いきなり失速すると揚力が稼げなくなって急降下する羽目になる。

「まったく、とんだ欠陥品だ」

　ひとり愚痴って、高度と速度を落としながら着陸態勢に入る。

　予想通り、途中でがくんっと重力に引かれるように落ちる。

　そうなると翼への負荷が大きくなり嫌な音が鳴る。

　ぎりぎりで風で全体を包み、木々をクッションにして着地に成功した。

「みんな、降りてくれ。今日はここで休む」

　全員が降りたのを見届けてから、飛行機の各部をチェックする。

　どうやら、どこも壊れていないようで安心する。

「ん。セツナは狩りをしてくる。晩御飯と夜を乗り切るための毛皮がいる。こういう森なら、手に入れられるはず」

「私も手伝うわ」

　セツナとクレハが森の中に消えていった。

　今回の旅は野営に必要な寝袋やテントなどは持たずに出発している。

　この地方の森は昼は暑いくせに、夜になるとひどく冷え込む、寒さ対策をしないと危険だし、ろくに眠ることもできない。

　夜を越えるために暖かい毛皮がほしいところだ。

　セツナは氷狼族だけあって、この手のサバイバルには手慣れている。

「えっと、私はトイレ用の穴を掘ったり、薪まきを集めますね」

　もともとはお嬢様育ちのフレイアもだいぶたくましくなったものだ。

　野営で必要なことを理解して、てきぱき動いてくれる。

「グレン、おまえは飛行機の改修を手伝え。グレンの炎があれば作業をやりやすい」

「任せるの！　死なないために全力を出すの！」

　子ギツネがその場で宙返りして、キツネ耳美少女になる。

　すごいやる気だ。

　空の旅が怖いから、少しでも不安要素を消したいのだろう。

　改修案はシンプル。左右の翼のバランス調整と継ぎ目の補強だけ。

　着地を安全にするために必要な機構をつけることも考えたが、没にした。

　それで重量を増やしたり、空気抵抗を増やすのもばからしい。

　着地については、時間ができたときでいい。

　とりあえず、バランスを良くして丈夫にすれば、明日は離陸と着陸以外は全部フレイアに任せられる。

　そうすれば楽ができるし、魔力容量が俺より数段上なフレイアなら、もっと距離を稼げるだろう。




　　　　◇




　魔物ではなく、ふつうの猪いのししをセツナたちは狩ってきた。

　得意げな顔で、自分より大きな獲物を持ち上げてセツナが走ってくる。

　セツナが毛皮を丁寧に剝はいで、川で洗ってなめし、たき火で乾かす。

　巨大な猪だったので、一匹の毛皮で全員がくるまり暖を取れる。

　天候も崩れそうにはない。

　これなら、夜の寒さもしのげるだろう。

　夜の心配がなくなれば、腹ごしらえをしなければ。

　愛用している調理器具もテントと一緒に置いてきたので、そちらにも工夫が必要だ。

　土魔術で地中から粘土を回収し、炎魔術で焼き固めて土鍋を作り、水魔術で水を張ってから、キノコと肉を放り込んだ鍋にする。

　幸いなことに常に持ち歩いている鞄かばんには塩を始めとした最低限の調味料はあり、それなりに食べられるものは作れた。

　少し早いが、たき火の周りに集まって夕食にすることにした。

　全員に、具だくさんのスープがよそわれた深皿がいきわたる。

「はふはふ、寒い日の鍋はたまりませんね」

「ん。ケヤルガ様の料理はいつも美味おいしい」

　フレイアとセツナが頰ほお張ばりながら絶賛してくる。

　いつもと勝手が違うから不安だったが、うまく作れたようだ。

「鍋なんてだれが作っても、そうそう味は変わらないさ」

「そんなことないの！　たまにセツナが作るときは味付けがおおざっぱであんまり美味しくないの！」

「……グレンに言われるのはいらっとする。でも、事実。氷狼族は食べることができればそれでいいって学んできた。がんばってるけど、ケヤルガ様にはかなわない」

　美味しそうに、セツナが肉と一緒にスープを流し込む。

　具材がなくなってきたので、わずかながら持っていた小麦粉を緩くといて、鍋に流すと固まって、ふわふわとしたものが浮かぶ。

　少量の小麦で腹が膨れるので、旅では重宝する。

　麵ほどしっかりとした歯ごたえはないが、くにゅくにゅとした食感が面白い。

　みんなも満足そうにしていた。

　クレハが星を見る。

　ただ星を観賞しているわけではなく、星の位置で現在地を確認しているのだ。

　地図もなく、何百キロも移動するのだからこういった技能が必要になる。

「さすがはケヤルガね、空の上でも正しい方向に進んでいるわ。この分だと明日には着くわ」

「そうだな。さっきの改修で強度を増したし、安定性も改善した。フレイアに任せられるし、フレイアの魔力なら今日よりも速く、長く飛べるだろう」

「任せてください。ケヤルガ様は、休んでいていいですよ」

「そうさせてもらう。……必要に迫られて飛行機を作ったが、なかなかいいものができた」

　たき火で照らされる飛行機を見ると、胸の中が熱くなる。うまく言葉にできないが、こいつにはロマンがある。
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「今日は驚いてばかりだったけれど、冷静になると、この飛行機ってすごい発明よね。流通に革命が起こるわ。流通だけじゃなく、戦争の形そのものを変えてしまいかねないわね」

　かなり、大きなことを言っているが、飛行機の性能を考えればけっして言いすぎではない。

「数を揃そろえられればな。竜の素材がいるし、超一流の魔術士じゃないと飛ばすのに必要な強さの風を用意できない。一機や二機だけじゃ、ただのおもちゃどまりだ」

「そうね。でも、いつか竜を使わない材料で作れて、少ない魔力で飛ぶ。そんなものができてしまう気がするわ」

「ああ、いつかな。そうなれば一気に世界が変わる」

　まだまだこいつには無駄がある。

　もしかしたらクレハの言うように竜の材料に頼らずに、それでいてもっと効率よく風を揚力に変える飛行機を作れる日が来るかもしれない。

　ただ、それは遠い未来のことだ。

　しばらくは、人の力で空を飛ぶ術は俺たちで独占しよう。

　こいつがあれば、どこでも好きなところへ圧倒的な速さで向かうことができる。

「ご主人様、とってもいいことを考えたの！」

　キツネ耳美少女姿のグレンがいたずらっぽい目で俺を見上げている。

「嫌な予感しかしないが、言ってみろ」

「ジオラル王国に向かわずにグランツバッハに行くの。それで、そらから、ご主人様とフレイアがばんばん範囲魔術を撃ちまくって、城を落とすの！　そしたら戦争なんて一発で終わるの」

　グレンは頭が良く容赦がない。

　そのことがよくわかる発言だ。

「二つリスクがあるな。その１、【砲】の勇者がグランツバッハに居た場合、撃ち落とされるリスクがある。【砲】の射程からは逃れられない」

「どうせ、前線に出てきてるの！　飛行機のいいところは、調子にのって出て来た兵士を飛び越えて、本陣を叩たたけるところなの」

「それでも決めつけるのは危険だ。で、理由その２だが、ジオラル王国を攻めるのはおそらく複数の国家からなる連合軍だ。グランツバッハを潰したところで戦争は終わらない……ついでにその３もあったな。今回はジオラル王国側に正義があると宣言するつもりだ。なるべく一般人を巻き込みたくない。悪役になるわけにはいかないんだ」

　首都に乗り込んで、街ごと焼き払えば、一般人を大量虐殺することになる。

　そうすれば、正義を叫んでも誰も耳を貸さないだろう。

　口には出さないが、エレンなら必ず手を打っている。

　それを邪魔するようなことをしたくない。

「面倒なの」

「それが戦争だ。そろそろ眠ろう」

「そうするの！　なんかとっても疲れたの！」

　適当に、寝やすいように地面を魔術で均ならし、毛皮にくるまる。

　雨が降る気配はないし、今日はこれでいいだろう。

　そう思っていたのだが……。

「グレン、何をしている」

「今日はグレンの日なの！　早く、おっきくなるの！」

　グレンが頰ほおずりをしていた。どこへとは言わないが。

「いや、今日は全員で一枚の毛皮で寝るんだ。さすがにな」

「むう、でもグレンの日だから、ちゃんと気持ちよくなりたいの！」

　グレンは譲る気がないらしい。

　こいつには羞恥心がない。

　すでにグレンは服を脱ぎ捨てている。

　俺もノリで乱交するときもあるが、こうして相手から見られながらのプレイを強要されるとたじろぐ。

　視線を感じると、セツナたちがこちらを見ていた。

「ケヤルガ様、セツナも一緒に愛して。となりで見せつけられたら我慢できなくなる」

　そう言いながら、セツナが服を脱ぐ。

「……そうね、興奮してしまうわ。それに星空の下というのも悪くないわね」

　クレハはスカートを脱ぎ始めた。

「ああ、仲間外れは嫌です」

　フレイアも服に手をかける。

「ああ、今日はグレンの日なのにずるいの！　絶対に、一番濃い最初のは渡さないの！」

　いつの間にか、そういう流れになったらしい。

　四人そろって誘惑をしてきた。

　雌の匂いがして、頭がくらくらする。

　しょうがないな。

　ここまでされたら受け入れるしかない。

　今日は星空の下、全員愛してやるとしようか。

　もしかしたら、明日以降はそんな時間がないかもしれない。




　　　　◇




　結局、全員腰が抜けるまで愛してやり、翌朝、ジオラル王国を目指して出発した。グレンの腹を見るがいつも通りで膨らんでいない。

　フレイアに風の操作を任せると、予想通り昨日以上の速度で飛行機は進む。

　ただ、たまに調子に乗りすぎて飛行機が悲鳴を上げているのに気付いていなかったり、方角がずれたりするため、そのたびに注意が必要だった。……自分で操縦するよりも神経を遣う。

　そして、とうとうはるか彼方かなたに王都が見えてきた。後少しでゴールだ。

　まだ、敵軍は近くにはいなかった。

　ブレットの想定以上の速さで戻ってきたのは間違いない。

　さっそくエレンと合流し、策を練るとしよう。
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　いよいよラストスパート。

　しかし、そんなことを言っている場合じゃないようだ。

「フレイア、また流されている。西に針路修正だ」

「にっ、西？　って、右ですか、左ですか!?」

「左だ」

　飛行機は機体を調整と補強したことで安定性を増し、フレイアでも飛ばせるようになった。

　だが、飛ばせるということと操縦できるというのはまた別の話だ。

　真まっ直すぐ飛んでいるように見えて、微妙に傾いていたり、横風に流されたりする。

　コンパスを渡しているのに、今のように右と左を聞いてくるあたり、フレイアの方向感覚には期待できない。

　ただコンパスに従い、指示した方角を目指せばいいだけなのに、さきほどから慌ただしく何度も進行方向を変えている。

　機体が激しく揺れて、軋きしみ、嫌な音を立てた。

「……フレイア、さっきも言っただろう。進行方向の修正はゆっくりやらないと。そうやって、急げば機体に負荷がかかる」

「はっ、はい！　その、ごめんなさい」

　フレイアが慌て、力任せに針路修正したせいで今度は曲がりすぎる、さらに機体は傷むというひどいありさまだ。

　曲がりすぎだと指摘しようとしてやめた。

　パニックになっている状況でそれを指摘すれば、さらに無む茶ちやをしかねない。

　少し落ち着くのを待とう。

「ケヤルガ様、フレイアと操縦を替わってもらったほうがいい」

「グレンも賛成なの！　とっても怖いの！　右とか左とかにずれているうちはいいけど、この様子だと真下に加速してもおかしくないの！」

　昨日の経験で飛行機が安全なものだと知ったグレンは、初めのうちは尻尾を振りながら外を眺める余裕まであった。

　だが、フレイアの荒い運転で昨日以上にびびり始め、自慢のもふもふ尻尾が縮みあがり、俺の服に爪を立ててガタガタと震えるという昨日と同じ状態に逆戻り。

　この子ギツネは怖がりだ。

「そうは言ってやるな、そろそろ慣れるだろう。最初に比べたらだいぶマシだ」

「がっ、がんばります！」

　フレイアの声を聞いて、クレハが胸の前で十字を切った。

　ある意味、一番失礼な気がする。

　……いろいろと問題だらけだが、蛇行しながらでも俺が操縦するよりも速い。

　魔力量と魔力の回復速度が違いすぎる。

　俺の場合は半日も操縦すれば魔力を使い切る。

　恐ろしいことにフレイアは、この程度の速度であれば魔力の自動回復が追いつくため、いつまででも飛んでいられるのだ。

　これからのことを考えると、フレイアに操縦を覚えてほしいので、こうして根気強く教えている。

　グレンが涙目になり、子ギツネ姿のままで俺の上着の中に入ってきて、何も見たくないし聞きたくないとばかりに丸まり目をつぶり、キツネ耳はぺたんと倒していた。

　コンパスを見る。

　ふむ、そろそろ曲がりすぎたことを注意しようとしたが、自分で気付いて針路修正をしたようだ。

　なんだかんだ言って、少しずつマシになっているようだ。

　ジオラル城に着くころには、きっと一人前だ。
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　……飛行機の羽根が折れた。根本からぽっきりと。

　片翼になり、バランスが乱れくるくると回り、方向感覚がなくなり、その後強烈な浮遊感。間違いなく落ちている。

　あれだな。慣れたと思い込んだタイミングが一番危ない。

　そんな当たり前のことを忘れていた。

「きゃああああああああ、ケヤルガ様、右、左、どっち、どうしたらいいんですか!?」

　フレイアがパニックになり、適当に風を操るせいで機体がきりもみ回転をし始め、さらに機体ダメージが拡大している。

　フレイアも大変だが、乗っている俺たちもかなりきつい、三半規管に大ダメージを受けてグロッキーだ。

　ちっ、ついに補助翼まで逝ったか。

　ただ、救いがあるとすればジオラル城がほぼ目の前であり、ここからなら歩いて行ける距離だということ。

　ジオラル城が見えた途端、フレイアが解放感からはしゃいで全力を出したのが原因だ。

　口を酸っぱくして機体が耐えられる速度に抑えろと教えたはずだが、興奮すると忘れてしまうらしい。

　フレイアの全力に耐えられる強度を持ち合わせていない飛行機は翼がぽっきりと逝き、このありさまだ。

「きゃああああ、だからグレンはフレイアはダメって言ったの!!」

「……ん。たぶん死にはしない。それより、ぐるぐる回って気持ち悪い、吐きそう」

「案外、二人とも余裕があるわね」

　とりあえずフレイア以外はパニックになっていないようで安心だ。三人のステータスなら、このまま墜落しても下手なことをしなければ死にはしない。死ななければ【回復ヒール】でどうにでもなる。

「フレイア、何もするな！」

「わっ、わかりましたっ！」

　何もするなと叫ぶと、風が止やんだ。

　下手なことをされると、どうしようもなくなる。

　風が止んでも回転が止まるわけではなく、もう片方の翼も折れてはるか彼方に飛んでいった。

　風で全体を包み柔らかいクッションを作り、意思をリンクする。

　揚力を失った飛行機は重力に引かれ、どんどん加速していく。

　衝撃。

　風のクッションが地面にぶつかる。思った以上に加速しているようで、これじゃ衝撃が殺しきれない。

　超精密動作で、コンマ数秒ごとに風のクッションの強度をあげ続けた。一気に固くすると衝撃が殺せない。

　そして、ある程度衝撃を殺したところで風で機体を滑らせて、下向きの力を横に変換、さらに前方にも風のクッションを作る。

　どんどんスピードが落ちていく……奇跡的にジオラル城方面に墜落していたようで、城壁の前で停止した。

　のろのろとセツナたちが這はい出してくる。

　セツナがしゃがみ、その場に嘔おう吐とする。

　氷狼族は非常に優れた平衡感覚と運動神経があるおかげで、三半規管を激しく揺らされた際のダメージは人間以上に大きいようだ。

　フレイアとクレハも顔が真っ青で目が虚うつろ。

　俺もかなり辛い。

　魔術の制御に成功したのは運が良かったとしか言えない。

　俺の上着からグレンが這い出て来て、少女の姿になる。

「もう、フレイアは操縦禁止なの！　死ぬかと思ったの！」

　その言葉にこくこくと頷くセツナと苦笑いするクレハ。

「ごめんなさい。反省してます」

「……そうは言わずに、もう少し試そうか。時間ができたら俺と二人で練習しよう、俺が安全だと判断してから他のみんなに乗ってもらうようにする。それならいいだろう？」

「ん。ケヤルガ様が教えた後ならいい」

「それなら許してやるの！」

　特にダメージが大きい二人が許してくれてよかった。

　あとは、本人がトラウマになっていなければいいのだが……そう思い、フレイアの顔を見ると、なぜかうれしそうに微笑んでいた。

「そうさせてください。その、最後はあれだったけど、飛行機って、とっても楽しくて気持ちよくて、これっきりなんて絶対嫌だったんです」

　思わず目を丸くする。

　思ったより、フレイアは図太いようだ。

　ジオラル城から、兵士たちが走って取り囲んでくる。

　……とりあえず、呼ぶ手間が省けたのは幸いか。
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　いろいろと事情を説明して、城内へと案内してもらった。

　英雄扱いされているだけあって、俺の顔を覚えてもらっていたおかげですんなりと話が進んだ。

　兵士の話によると、飛行機を新種の竜か何かと思い、かなり怯えさせてしまったようだ。

　折れた翼の回収を彼らに依頼した。

　なにせ、飛行機に必要な強度と軽さを両立できる素材は竜のものだけ。そして、竜素材なんてもう手に入る見込みはないので替えが利かないのだ。

　兵士に案内されたのは、軍の司令部だ。

　そこではエレンが指示を出していた。地図には敵軍の位置、進路、規模が描かれている。

　……俺の予想は当たっていたようだ。

　砂漠に俺たちを足止めして、電撃作戦でジオラル王国の王都を制圧する。

　先のジオラル王乱心で国力が低下したジオラル王国ならそれで落とせる。

「ケヤルガ兄様、よくぞ戻ってくださりました！」

　俺に気付いたエレンが駆け寄ってくる。

　地図を見てから尋ねる。

「敵の数は、大よそ五千程度。強行軍で進むのなら六日後の夕暮れに着くかどうかというところか」

　もし、歩きで砂漠を越えようとすれば絶対に間に合わなかった。ジオラル城は簡単に落とされていただろう。

　……そして、わかったことがある。確実にブレットはこちらの情報を摑つかんでいる、内通者がいて俺たちの情報を漏らしているのだ。

　でなければ、ここまで見事に俺の裏はかけない。情報屋に会うためにカムラバを経由したが、そうしない可能性もあった。

　そこに行くように仕向けたのは奴やつだろうが、俺たちがあそこに行くことを前提にした作戦はリスクが高すぎる。確信がないとこの規模の作戦はできない。

　俺はカムラバ経由で行くことをエレンと共有していたのだが、それが内通者によってブレットにも知られたと考えるのが自然。

　これからはより、情報の取り扱いには注意しよう。

「はい、そのようですね。ただ、向こうは複数の勇者を所有していますし、先行して勇者を中心とした特級戦力による中枢制圧を行う可能性があります。それなら、二日後というのもありえます」

　頷く。

　勇者などの特級戦力はときに『戦争は数である』という、当たり前のルールを置き去りにする。

　極論を言えば、誰にも負けない圧倒的な力を持つ個人であれば、単独で敵の首都に進攻して、城内を強行突破し、王の首を落とし戦争を終わらせることができる。

　実際、過去の戦争ではそんな冗談みたいなことが起こっている。

　だからこそ、どの国の王も最強の個人は必ず手元に控えさせる。

　実際、エレンの背後にいるのは、だいだい【剣聖】を生み出す名家の出身。クレハの兄だ。

【翡翠眼】で見る限りは、クレハより二段劣る程度の腕前。逆に言えば、クレハと比べてもそれぐらいしか落ちない。

　おそらくは、勇者と三英雄すべてを失ったジオラル王国に彼以上の個人はいないだろう。

「そもそも、奴らはどんな名目で戦争を仕掛けてきた？」

　名目というのは大事だ。

　一応、ジオラル王国は乱心した国王を粛清し、これまで通り魔族から人類を守る盾となり続けると宣言している。

　もし、大義名分がなくジオラル王国に攻め入れば、人類を守る盾を傷つける大罪となり、他国から非難される。

「【砲】の勇者の証言を根拠にした宣戦布告がありました。ジオラル王は魔王から得た力で狂い、災禍を振りまいた。すでにジオラル王国は人類を守る盾ではなく、魔王の尖せん兵ぺい。そして、魔王とジオラル王を殺した【癒】の勇者ケヤルは英雄などではなく、次の魔王に魅入られ、人々の国を売り渡そうとしている。……この宣戦布告は三か国による連名で届けられました。おそらく、今見えている五千は先遣隊でしょう」

「そうだな。三か国が相手なら、たかが五千で打ち止めなんてありえない。本陣は編制中だろう。……俺を名指ししてきたか」

　作戦的な意味もあるだろうが、それ以上にブレットが俺を手に入れるための伏線でもあるだろう。

「今のジオラル王国は、フレイア……フレア王女のものです。その恋人であり、次期王と目されるケヤルガ兄様が狙われるのは当然ですよ」

「だいたいわかった。まあ、おおむね想像通りだな」

「はい、想像通りです。ただ、一つ違和感があるのは早すぎること。こういう手を使い、他国と同調をすることはわかっていました。だから、それなりに対策も打ってましたが追いつけなかった。……なぜ、ここまで早く決断し、実行できたのか、それも三か国も。その理由がわからないのが気持ち悪いです」

　俺もそこには疑問がある。

　だが、まずは見えている脅威に対処しなければ。

「……事情はわからないが、手を打たないとな。まずは、先行している五千を止める。その後、戦争相手を説得しよう。ジオラル王国とその三か国で会談をしたい。エレン、奴らを席に着かせることができるか？」

「可能です。起こるであろう戦争に勝つため、用意していた策を有効活用すれば。この五千を止められるのであればですが。三か国だけじゃなく、観客も必要ですよね。集められるだけ、集めます」

「よし、それで頼む」

「ケヤルガ兄様、五千の先遣隊の迎撃、兵をどれぐらい連れていきますか？」

「俺とフレイアだけでいい。セツナとグレン、クレハはここに置いていく。その三人がいれば、ブレットが直接乗り込んできても対応できるだろう」

「たった二人で五千。ケヤルガ兄様の言葉じゃなければ、笑い飛ばすところです。……では、そちらの対応は任せ、私は全力で会談の場を作りましょう」

　することは決まった。

　まずは五千の先遣隊の壊滅。

　そのためには飛行機の修理が必要だ。

　二人で五千を相手にするのだ。雑魚の相手をいちいちやっていられない。そのためには、あれがいる。

　俺がフレイアに飛行機の操縦を練習させたのは、そうすると俺が楽できることや、移動距離が延びるという理由もあったが、それだけじゃない。

　そもそも、魔術士という存在と飛行機というのは相性が良すぎる。

　そのことは、明日にでも証明されるだろう。
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　なんとか戦争が始まる前にジオラル王国に戻ってこられたことに改めて安あん堵どする。

　もし、なんの策もなく砂漠を徒歩で進めば、俺たちが戻ってくるまでにジオラル王国は落とされていただろう。

　かつてはジオラル王国を憎み、滅ぼしてやろうと思っていたが、俺の所有物となったのだ。失うのは惜しい。

　それに、ここにはエレンがいる。エレンはこの国が落ちれば見せしめに殺されていただろう。

　それを許すわけにはいかない。

　別室でエレンとフレイアを交えて作戦会議をしていた。

　どこから情報が漏れるかわからない。ましてや、確実に情報が漏れているとわかってしまったのだ。

　念には念をいれておく。

「さすがはケヤルガ兄様、まさか人造竜を作ってここまで早く戻ってくるなんて。人造竜とフレイアの力があれば、大打撃が与えられますね。襲撃ポイントはここでしょうか？」

　エレンが地図の一か所を指さす。

　そこはジオラル王国から百十キロ余り離れた場所にあるせまい渓谷道であり、両側が高い岩肌でろくに身動きができない。しかも一本道が長く続くポイントだ。

「そうだ。そこが一番、フレイアの力が活いかせる。本来、こういう地形は攻める側もしんどいんだが、こっちは上から攻める」

「面白いですね。相手もこのタイミングで襲撃を受けるとは思っていないでしょう。今、襲撃できれば多大なダメージを与えられます」

「ついでに、左右の岩を崩して道を塞ぐ。この渓谷道を使えないとなると、だいぶ遠回りが必要になるからな。まあ、そんなことをすれば、この道を通って行う交易すべてに悪影響だろうが、戦争相手だ。気にはならない」

「ええ、許可します。ケヤルガ兄様、御武運を」

　扉がノックされる。

　兵士たちがやってきた。どうやら、折れて吹き飛んだ翼を回収できたようだ。

　これで飛行機の修復作業ができる。

　奴らが渓谷道を通りぬけるまでに奇襲をしなければならない。

　修理に許された時間はさほどない。急いで対応しよう。
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　フレイアと二人きりで空の旅を楽しむ。

　飛行機にさらなる改良を加えた。手持ちのミスリルによる補強だ。

　補強できるなら、初めからしておけと思うかもしれないが、金属を使った補強は重量が大きく増える。

　俺が操縦するのであれば、重量増によるデメリットのほうがはるかに大きいが、魔力量が化け物じみたフレイアが操ることを前提にするなら強度を上げて、今まで以上の速度に耐えられるようにしたほうがいいと判断した。

「昨日よりずっと気持ちいいです」

　隣に座っているフレイアが弾けた声を出す。

　すでに昨日の二割まし程度の速度が出ている。

「今の強度なら、もう少しだけ加速できる。ただ、これ以上の速度を出すことは考えるな」

「はいっ、これ以上はスピードを出しません」

　嬉々とした声を聞いて、その言葉を信用するのはまずいと考えてしまった。いざとなれば俺が割り込んで減速しよう。

　いっそ、オリハルコンをも超える強度と軽量性を両立する【神の涙】で飛行機を作れれば、フレイアの全力にも耐えられつつ軽くできるのだが。

　問題は飛行機を【神の涙】で作るためには、何度グレンを孕はらませればいいかわからないという点だろう。

　現実的ではない。

　フレイアは昨日からの成長のおかげで、とりあえずコンパスを見ながら指示された方角に進み続けることは覚えたようだ。

　とはいえ、地図を読むのが苦手であり地図上で目的地を指示しても、そもそも自分がどこにいるのかわかっていないので飛べばいい方角がわからないし、それを教えても少し飛べば、どれだけ進んだのかがわからなくなる。

　……これらはある程度の知識と勘がいることなので、フレイアに求めるのは酷だろう。

　だから、ナビがいる。

　俺が同乗しているのはそのためであり、保険でもあった。
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　想定よりも、速く飛んだため一度着陸して休憩と補給を行い、再び飛び立った。

　……なにせ、このままでは敵が渓谷に入る前に奴やつらの頭上に出ることになる。

　出発したときはぎりぎりになると思ったが、重量を犠牲にして最高速度を上げたことが功を奏したし、フレイアが暴走しない。

　それでも、まだまだ気を抜けない。

　絶対に失敗するわけにはいかない。

　今回の奇襲には五千の兵をどれだけジオラル王国領内に入る前に削れるかがかかっている。

　ここで大半を処理できないと、間違いなく何千人ものジオラル王国民の血が流れることになる。

　正義感で言っているわけじゃない。この国はすでに俺のおもちゃだ。俺は俺のものを奪う奴を許さない。

「そろそろ頃合いだ。フレイア、高度を上げろ」

「はい！」

　本来、翼を変形させて方向転換させるべきだろうが、その可変機構で機体を脆もろくするわけにはいかない。

　そのため、方向転換は風で行う。フレイアはうまく機首を風で押し上げた。うまい、昨日とは見違えている。

　そのまま、高く高く上昇した。

　俺は魔力を眼めに込めて、【翡翠眼】そして、【刻こく視し眼がん】の両方を発動させる。

【翡翠眼】には、遠くのものを見る力、動体視力の強化、視界内に存在するものの本質を見抜く力が存在し、【刻視眼】には数秒先の未来を視みる力があった。

【翡翠眼】が敵の軍勢を捉える、人数が人数だけにかなりの行列だ。兵士たちの力量を見ながら、より大きな被害を与えられる爆撃ポイントを選ぶ。

　高度二千メートルで飛行機は止まり、そのまま落ち始める。

　フレイアが詠唱を始めた。

　魔術士にとっての最大の弱点は詠唱だ。

　超一流ともなると第三階位魔術までは訓練次第でほぼ無詠唱で行える。

　だが、それ以上になるとどうしても詠唱が必要になる。そして、それは何かの片手間にできるようなものではない。

　意識の九割以上をそちらに持っていかれるため、詠唱中は自衛することすらできない。

　だからこそ、俺は前線で戦うときは第三階位魔術より高位の魔術は使わない。

　だが、高位の魔術ほど威力が高いのもまた事実であり、そのリスクを負ってでも使用するべき機会は多い。

　詠唱時間を十分に確保し、魔力を練りに練った高位魔術は一発で戦況を変える力を持つのだ。

　しかし、敵の密集地帯が魔術の射程圏内であり、射線が通っていることが条件。それは敵が魔術士を狙いやすい条件でもある。

　強烈な魔力の高まりを感じれば敵だって、真っ先に魔術士を潰そうとする。

　高位魔術を放つというのは、いくら護衛をつけても極めてリスクが高い行為だ。

「だが、天空で詠唱すればそのリスクは存在しない」

　なにせ、上空二千メートル。

　そこまで攻撃を届かせられるものなどいない。

　護衛をつける必要すらなく、安全に詠唱できる。

　加えて、真上にいるのだから射線を気にする必要もない。

　真上からの攻撃は、他にもメリットがある。

　遠くの敵を狙う際はどうしても放物線を描いた曲射の必要があるのだが、真上からの場合は真まっ直すぐに下へと放てる。

　それは命中精度の向上と射程延長の両方に効果がある。

　フレイアの放とうとしている、魔術の射程は本来二百メートルほど。

　だが、真下に放つという条件ならその倍はいける。

　……飛行機、その存在を知ったときから魔術士との相性が最高だと思っていた。

　その考察を証明する。

　飛行機が重力に引かれて加速する。

　フレイアが目を見開く、その手には赤く燃え盛る魔力の塊が生まれた。

【翡翠眼】で地上を見ると、せまい渓谷道を前進する敵軍が見えた。

　隣にいるフレイアの手の角度を調整する。

　俺は魔術による爆撃を効果的に放つための観測員でもあるのだ。この眼があれば、もっとも効果的なポイントを爆撃できる。

　はるか天空からの襲撃なんてものを想定していない敵軍は、誰もこちらに気付きすらしていない。

　どんどん地上までの距離が近くなっていく、六百、五百、そろそろフレイアに放てと指示をしようか。

　そう考えたときだった。

　白く輝く魔力の砲撃を受けて、飛行機が貫かれて四散し、フレイアの魔術が暴発。その炎の爆発に巻き込まれて重傷を負う……そんな未来が視えた。

　神鳥によって与えられた魔眼、【刻視眼】の力だ。

　見えていれば対処ができる。

　未来で見た軌道に合わせて、俺は魔力塊を放つ。

　二つの魔力塊がぶつかり合い相殺、その光の中を飛行機が突き抜ける。

「残念だったなブレット！」

　おまえなら、飛行機を使っての爆撃という想定できないはずの攻撃を想定し、全勇者の中で最長の射程を誇る砲撃によって撃墜する。そんなありえないことすらありうる。そう、読んでいた。

　俺が、ブレットを見くびるなんてことはありえない。

　誰よりもあいつを憎み、誰よりも評価しているのが俺なのだから。

「放て！」

「第七階位魔術……【恒星】！」

　人類の限界と言われる第五階位魔術。その壁をこえた第六階位魔術すら凌りよう駕がした第七階位魔術が完成した。

　人も魔族も含めてフレイアのみに許された魔術が放たれる。

　それは超小型の太陽のようだった。

　周囲の空気を熱で歪ゆがませながら落ちていく。

　小型の太陽が着弾、その周囲数百メートルの兵士が焼け焦げるどころではなく、初めからそこにいなかったように焼失し、岩に影のようなものができる。

　魔術を放ち終わったフレイアが飛行機を操り、そのまま急上昇。出発前に何度も練習したムーブ。

　次の瞬間だった、小型太陽が爆発した。

　数キロにわたり炎をまき散らす。

【翡翠眼】で敵の損害を確認する。

　たった一発の魔術で、大まかにだが二千を超える兵が死に、余波で千を超える兵士たちが重傷を負った。

　さらには、谷の両側の岩肌が壊滅的なダメージを負って崩れ落ち、土砂が一本道を塞ぐ。

　……一周目で戦術級と言われた魔術、さすがだ。

「どうでしたか？」

「完璧だ。先遣隊は壊滅だな。ついでに一匹、勇者を葬った。フレイアは最高だよ」

　爆撃は多くの敵を葬れることを重視しつつ、強い魔力を持つものを狙い、目もく論ろ見みどおり勇者を始末した。

　生き残りは三千人足らず。そのうち千人以上が重傷者。常識的な判断であれば撤退する。

　おそらく、この兵士たちのほとんどは使い物にならないだろう。

　彼らは戦場で負けたわけじゃない。

　行軍中に何が起きたのかもわからないまま壊滅した。……彼らは同じことがいつ起こるかがわからないという恐怖に囚とらわれてしまう。

　そして、兵士たちは今回の情報を国に持ち帰り、増援を止めようとするだろう。

　なにせ、増援がいてもこのままでは確実に同じ目に遭うのだから。よほどの無能じゃない限りそうする。

　これこそが俺の目的だ。

　勝てる戦いで引く馬鹿はいない。こうやって脅威を見せつけてこそ敵国を交渉のテーブルに着かせることができる。

　加えて、今回の奇襲は、交渉の場でも非常に強力なカードになる。

　……今度はおまえらの首都を目標に魔術を使うと言えるのだ。

　敵は飛行機の侵入を防ぐことはできない。城壁を始めとした既存のいかなる防衛設備もくその役にも立たない。

　これは事実上、向こうのトップをいつでも皆殺しにできる権利だ。

「褒めてもらえてうれしいです。その、帰ったら、ご褒美をくれませんか？　可愛がってほしいんです。久々に全力の魔術を放ったせいで、疼うずいて、疼いて仕方ないんです」

　うるんだ瞳で俺の顔を見る。

　たしかに、そういう匂いがするし、先ほどから湿った音がしていた。

　何千人も殺して欲情するとは、フレイアはとんでもない変態になったようだ。
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「まあ、いいだろう……どうせなら、空の上でと思ったが、さすがに命にかかわるか。帰ってからにしよう」

「はいっ！」

「言っておくが、急ぐなよ。次、飛行機を壊したらしばらくお預けだ」

　危ない速度域まで加速したので釘くぎを刺しておく。

「……わかってますよ」

　絶対にわかってなかった。

　いくら重量を犠牲に強化したと言っても、フレイアの全力には耐えられない。あやうく、また壊すところだった。

【翡翠眼】での戦果確認を念のために行っておく。

　向こうが揃そろえた勇者一人を完全に潰せているのは確認したが、ブレットを始末できたかはわからない。

　まあ、どうせ生きているだろうなとは思う。

　あいつは、俺にしか殺せない。なかばそれが確信に変わっていた。
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　目的を果たしたあとは帰路についていた。

「ケヤルガ様、追い打ちはかけなくて良かったのですか？」

「ああ、構わない。あそこまで削れば、これ以上進軍してくることはない。必要以上の殺さつ戮りくはするな」

「優しいんですね」

「そういうわけじゃないさ。ただ、リスクは負うべきじゃないってことだな」

　今回の目的はあくまで足止めにすぎない。

　先遣隊を壊滅に追い込み、さらにすぐに来るだろう本隊に対し、無策に進めば同じ目に遭うという警告をする。

　そうして、話し合いの場を持てるだけの状況を作り、停戦協定を結ぶことこそが目的だ。

　停戦協定を行うときのことを考えると、必要以上の残虐さは見せるべきではない。

　広い心をもって見逃してやろう。
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　城に戻り、エレンと軍部の連中に戦果を報告する。

　その際に、爆撃魔術の詳細をなるべく話す。

　射程、効果範囲、威力、戦果、想定しうる問題点、仮に俺が対策をするのならどうするか。現場でないとわからないことがある。

　これをしっかりと話しておくことで、エレンなら爆撃という戦術をもっとも効果的に使う方法を考案してくれる。

　それこそ、俺が思いもつかないような手をだ。

　そういう分野ではエレンのほうが俺より数段優れている。

「お疲れ様です。今回の襲撃によって大規模な軍を率いた侵攻は中止になるでしょう。この爆撃魔術はとても強力な手札カードになります」

　エレンの言葉に参謀どもが、それは早計だと反論した。

　それをエレンは説き伏せる。参謀たちはまだ警戒を続けるべきだと言うが、これ以上の侵攻はあるわけがない。

　相手の気持ちになればわかる。いつ、どこからあの爆撃がくるかわからない。

　大軍という、大きな的での進軍など自殺行為だ。

　ましてや、主要街道が爆撃によって引き起こされた土砂崩れで使えないのだ。大きく迂う回かいするか、土砂を撤去するか、どちらにしても想定以上の時間がかかる。

　時間がかかるということは、爆撃を受けるリスクがさらに高まり、さらには多額の費用もかかる。

　こんな状況では、少なくともフレイアの爆撃への対策が見つかるまでは進軍してこない。

「ケヤルガ兄様、しばらくジオラル城への滞在を願います。軍での侵略ができないなら、少数精鋭で敵の首脳部を狩る以外の選択肢はない。敵がまだ諦めていないのなら、その手を使うでしょう。ケヤルガ兄様の話では勇者を一人始末したそうですが、それでも向こうにはまだ二人います。ケヤルガ兄様たちの力が必要です」

「そうだろうな。フレイア、エレン、しばらくは俺と寝ろ。おまえたち二人さえ無事なら、他はどうとでも代わりが利く。俺が隣にいれば、誰が相手だろうと殺させない」

　フレイアはこの国の名目上の支配者。

　そして、エレンは実質的な支配者。

　守るべきはこの二人だ。

「はい、ケヤルガ兄様！　喜んで」

「もちろん、ただ寝るだけじゃないですよね。楽しみです」

　二人が腕を絡めてくる。今回は二人ともよくやってくれている。

　たっぷりとベッドの中でねぎらってやろう。姉妹を同時に抱くのは俺のお気に入りだ。

　いや、その前につまみ食いをしようか。

　一か月ぶりのエレン、夜まで待てそうにない。

「きゃっ、いったい何を」

「変な声をあげて、どうかしたか？　それより、軍議を続けろ」

　凛り々りしく指揮をとっているエレンを、みんなの死角からいたずらしてやる、こうやって隣に立ち、後ろから触れれば案外見えないものだ。

　エレンは必死にそれを隠そうとし、とてもいい表情をしてくれている。

　……思った通りそそるな。

　軍議が終わり、邪魔者どもが帰ったら、この勢いのまま楽しもう。

　ついさきほどはこんな遊びをする余裕など微み塵じんもなかったが、今は違う。それほどまでに、フレイアの爆撃は戦況を変えた。
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　それから四日経たった。今のところ、敵対三国に動きはなく、暗部の連中から次々に情報が上がってきている。

　ジオラル王国に喧けん嘩かを売った三国は大慌てらしい。

　なにせ、国境すら越えることなく五千の先遣隊が壊滅。生き残ったものも使い物にならない。

　そのときの状況は三国に伝わっており、俺の読み通り、このまま攻めるという案は却下された。まともな頭があればそうする。

　爆撃前なら、こちらから停戦協定を申し出たとしても三国とも一蹴しただろうが、今の状況なら十中八九吞のむだろう。

　今、敵が考えているのは、どうすれば首都、あるいは国の中枢を爆撃から守れるかだ。

　兵士以上に、国のトップ連中が怯おびえている。

　向こうの貴族たちはこぞって居住区を首都から他に移しているようだ。

　無理もないか、この世界に空からの脅威から守る手段なんてないのだから。

「あの爆撃は戦術級魔術かと思っていましたが、ここまでくると戦略級魔術ですね」

　エレンが情報を整理しながら呆ほうけたように言う。

　戦術と戦略はまったく違う。戦術とは一つ一つの戦いをどう進めるかを意味する。

　そして、戦略というのは大きな視点で戦争全体をどう進めるかを意味する。

　あの爆撃があるから、敵対三国は二度目の侵攻ができなくなり、あの爆撃があるから話し合いの場を持ち、停戦協定を結ぼうというこちらの提案に乗り気になっている。まさに戦争全体に影響を及ぼす戦略級魔術だ。

「エレンの言う通り完全に戦略級魔術だ。恐ろしいよ」

　今までは魔王や、黒い力を受けて超越的な力を得たジオラル王などを相手にしていたからこそ、フレイアはあまり活躍できていなかった。

　だが、こういう大軍相手の殲せん滅めつになると、彼女は圧倒的だ。

　フレイア以外に、五千の軍勢を相手どれるものはいない。

「そんなに褒められると照れてしまいますね。でも、ケヤルガ様の役に立ててうれしいです」

　最近、フレイアがかなり上機嫌だ。

　彼女自身も今まで活躍の機会が少なかったことを気にしており、こうして役に立てたことで悩みが解消できたようだ。

「エレン、なにか動きはあったか」

「そうですね。そろそろ仕込みが利いてきているようです。実は、あの三国が攻めてくるのは読んでいたので、その三国と敵対関係にある国とのパイプを用意していたんですよ。あの三国が手薄になったときに、いつでも狙えるようにするお膳立てをした上で」

　嫌になるほど効果的な手だ。エレンが切り札と言っていたのも納得できる。

　エレンはひどく簡単に言うが、国などそうそう操れるものではない。

　どういう交渉を行ったのか、ぜひご教示願いたいものだ。

「その手札を使ったのか」

「はい、戦争の準備をこれ見よがしにしてもらってます。高くつきましたが、それだけで、あの三国はジオラル王国に敵対し続ける気がなくなるでしょう」

「まあな、ジオラル王国を攻めようにも爆撃が怖くて攻め手がない。それどころか自国の中枢すら守れない。そのうえ、ジオラル王国以外の国に狙われているともなれば……停戦に飛びつかざるをえないだろうさ」

　爆撃だけじゃまだ弱かった。

　エレンの仕込みのおかげで、ほぼ１００％、敵国が交渉の席に着くことが決まった。

「こんな面倒なことしないでも私の爆撃で皇帝ごと城をどかーんってしちゃえば、簡単に全部終わりますよ」

「この戦争に勝つだけならそれでいい。だがな、それをしたら終わりだ。すべての国がジオラル王国に怯え、こう考える。……次は自分たちの番だと。そうなるとジオラル王国とそれ以外の国で戦争だ。人間の国すべてを支配するまで止まれなくなる。……俺とエレンが話し合いの場を持ち、敵対する三国だけじゃなく、多くの国を集めたいのは、ジオラル王国が平和を願い、慈悲深い国であると、すべての国に表明するためでもあるんだ」

　個人同士であれば、勝つことだけを考えればいい。

　だけど、国同士になるとむしろ勝ったあとのほうが重要だ。

　戦争では勝利したにも拘かかわらず、得るものがなく、それどころか多くのものを失うこともあれば、敗北しても利益を得ることもある。

　戦争の勝ち負けなどというのは、状況を示す一要素に過ぎず、それだけを見るのは三流だ。

「へえ、ケヤルガ様もエレンも難しいことを考えているんですね」

「それが私の仕事です。みんなと違って、戦う力のない私がケヤルガ兄様の役に立つにはこれしかありませんから」

　どこか寂し気にエレンが笑う。

　そんなエレンの頭にぽんと手を置いた。

「謙遜はいらない。エレンのその力は戦場に出て万の兵士を殺すよりも価値がある。俺には、エレンが必要だ。誇ってもいい」

「はい、ケヤルガ兄様」

　うるんだ瞳のまま、キスをねだってきたので、その想おもいに応えてやる。

　実際、エレンがいなければ、ジオラル王国を手に入れようと思わなかった。

　あまりにも管理が面倒だと、見捨てていただろう。

　俺の女たちにはそれぞれ違った良さがある。

　そんなことをしていると、息を切らせて兵士の一人が作戦本部にやってきた。

「今さっき、グランツバッハ帝国から使者が来ました。……そして、我らの要望通り話し合いの席につくと。ただし、話し合いの場はグランツバッハ帝国領内、ジオラル王国の代表たるフレア王女の参加を求むとも」

　エレンと顔を見合わせて頷き合う。

　計画通り、ここまでは来た。

　この話し合いの場で、ジオラル王国の正義を主張する。

　停戦に持ち込みたい敵対三国はこちらの主張を強く否定できず、話し合いは優位に進むだろう。

　そこまで読んだうえでの作戦だ。だが、懸念もある。

　この機に乗じたフレイアことフレア王女の暗殺で、最大の脅威を取り除くと敵が考えていてもおかしくない。

　必ず波乱が起こるだろう。

　だが、それすら理由にして、俺は俺の目的を達成してみせよう。

　俺の所有物おもちやを壊そうとした罪を償ってもらわなければならないのだから。
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　敵対する三か国との会談が決まり、略式だが会談が終わるまで互いに戦闘行為を禁じるという約束を交わした。

　連日エレンは忙しそうにしている。

　それはそうだ。今回は三か国の他に両者の言い分を聞き、適度な落としどころを見つけるために第三国を招く。

　こういう停戦や和平の場に第三国が参加するというのは一般的だ。

　なにせ、当事者だけだと話はなかなかまとまらないし、たとえ話がまとまったとしても、後から覆せてしまう。

　だが、第三国がいると話は進み、約束に強制力ができる。

　……ただ、第三国が中立なんていうことはありえない。あらかじめ、抱き込んでおいて自国が有利になるように仕込みを行うのが常識だ。会談前は、その仕込みにどの国も必死だ。

　ある意味でこれも戦争と言えるだろう。

「ケヤルガ様はエレンを手伝わなくていいんですか？」

「こういうことになると完全に足手まといだ。エレンに任せるのが一番いい」

　昼過ぎだというのに、ベッドで怠惰に過ごしながら返事をする。

　俺もフレイアも裸でそういうことをしていた。

　ちなみに、クレハは騎士団からの依頼で稽古をつけに行っている。【剣聖】の指導を受けることで騎士たちの士気はあがり、格段に技量もあがる。

　セツナも騎士たちと一緒にクレハに剣を教わっている。セツナの戦闘スタイルと正統な剣技は相性が悪いが、だからこそ見えてくるものがある。

　こういう機会に学ぶのも悪くない。

　そんなふうに、それぞれががんばっている中、こうして朝から絡み合っていることをフレイアは心苦しく思っているようだ。

「いいか、フレイア。最悪なのはエレンの足を引っ張ることだ。当日はフレイアがフレア王女となり国の代表として振る舞う。フレイアの言葉の一つ一つが、ジオラル王国の意思となる」

「……はい、とても緊張します」

「その緊張をずっと続けているわけにはいかないだろ？　だから、こうして緊張を忘れさせてやってるんだ」

　後ろからフレイアに抱き着く。

　そして、柔らかな肌を堪能する。

「自分の頭で考えるな。脚本はエレンと俺が書く。もし、脚本にない筋書きになれば俺かエレンの顔を見つめろ。必ず、フォローする。間違っても自分の頭で考えるな。会談の場に出るものは敵国も含めて全員がプロだ。フレイアが太刀打ちできる相手じゃない」

　別に俺も無意味に怠惰に過ごしているわけじゃない。

　そもそも俺が動こうにも、このタイミングでエレンを絶対に失うわけにはいかず、ここを離れられない。こうしている間も、風の魔術でエレンを見守っている。

　それに、フレイアの教育も行っていた。

　繰り返し、考えるなと言っている。

　俺たちにとって最悪は、こういうことには向かないフレイアの暴走だ。そうして言質を取られると厄介なことになる。

　フレイアと愛し合いながら、考えるな、予定にないことがあれば視線を送れ。それだけを繰り返す。これが一番の刷り込みだ。

　すでに筋書きはできている。

　トラブルがなければ、こちらの思い通りに動くはずだ。




　　　　◇




　会談の十日前に、最小限の外交官と護衛を引き連れて出発した。

　フレイアの魔術によって塞がれた街道を使わず迂う回かいするため、到着に九日かかる。これでもぎりぎりだ。

　その気になれば、最短ルートを進み、土砂を丸ごと吹き飛ばすこともフレイアならできるが、そうすることで会談中に、ジオラル王国が奇襲を受ける危険性があがる。

　だから、ゆっくりと迂回する。

　俺の女たちは全員、会談が開催されるグランツバッハ帝国に向かうことになっていた。

　……主要街道が使えない状況でも奇襲を受ける可能性はあるのだが、ぶっちゃけた話をすればエレンとフレイアさえいれば、ジオラル王国がどうなろうと再建は可能だ。

　むしろ、会談の場で二人が狙われるのが怖く戦力を集中させた。

　なにせ、今回の会談自体がフレイアをおびき出し、殺すことで爆撃をできなくするための策である可能性が高いと考えている。

「ケヤルガ様、馬車って遅い。体が鈍る」

「ラプトルや、竜、飛行機に慣れている俺たちにとっては遅く感じるが、これでも優秀な馬を使い馬車としては速いほうだ」

　馬車というのは、せいぜい時速十二キロ程度でけっして速くない。

　全力で飛ばせば二倍ぐらいの速さになるがすぐにばててしまうだろう。

「セツナに周囲の警戒は任せる。……山賊に見せかけた刺客が来ないとも限らないからな」

「ん。任せて。ずっと警戒し続けてる」

　白い狼おおかみ耳がぴくぴくと動いた。

　純粋な索敵能力であれば、フレイアの【熱源探査】のほうが優秀だが、あれは神経を遣いすぎて長時間の発動は不可能だ。

　警戒任務に於おいてセツナの耳ほど役に立つものはない。

　彼女に任せるとしよう。

　馬車は進んでいく。

　あまりにも退屈だ。ここまで退屈だと逆に刺客に来てほしいぐらいだ。

　暇つぶしにセツナを膝の上に乗せて彼女の尻尾を弄んで楽しむ。セツナの狼尻尾はシルクのように滑らかな手触りで、こうして掌てのひらで愛めでると気持ちが落ち着く。

　セツナが熱い吐息を漏らすのもなかなかに楽しい。

「あっ、んっ、ケヤルガ様、そこ、だめっ」

「どんな状況でも集中できるようになるための修行だ」

　尻尾を愛で続けるだけでも楽しいが、いろんなところを撫なでてやったほうが俺もセツナも楽しい。

　だから、手を替え品を替え可愛がってやる。

「ん。がんばる。でも後で。……来た」

「ちっ、いいところだったのに」

　退屈で、来てくれればと思ったがあまりにも間が悪い。

「セツナ、一人でやってみろ」

「任せて。ちょうど体を動かしたかったところ」

　俺たちを殺すために放たれた刺客だ。

　それなりに強いだろう。

　だからこそセツナにとっていい勉強になるはずだ。

　俺は出しゃばらず、見守ることにしよう。




　　　　◇




　一週間後、会談の前日にグランツバッハ帝国の首都に到着した。

　最初の襲撃以降も、何度か襲撃があった。

　その山賊たちは捕らえられると奥歯に仕込んだ毒で自害した。

　そのことが、山賊ではなく俺たちを排除するための刺客であると証明している。

　なにせ、山賊という連中は生き汚い。

　生きてさえいればどうにでもなる。そう考える連中だ。自殺なんてするわけがない。あいつらは偽者だ。

　……ただ、あまりにも弱かった。

　たしかに一流ではあった。だが、ただの一流だ。ただの一流程度で俺たちを殺せるなんて、舐めすぎだろう。

　これはブレットがいるグランツバッハ帝国の仕業とは考えにくい。そんな無駄なことをブレットはしない。なら、残り二か国の暴走だろう。

　そう考えて、二度目の刺客は自害すら許さず捕らえた。

　一度目の刺客が全員奥歯の毒で自害したため、二度目は初手で顎を砕いて、奥歯を嚙かめないようにしてやった。

　馬鹿な奴やつだ。

　自害されると情報は引き出せない。しかし、自害するとわかっていて、その方法までワンパターンなら対策されて当然だと言うのに。

　そういう愚かさのおかげで、馬鹿を三匹捕まえて薬漬けにし、すべてを吐かせ、素直になるよう調教できた。

　しかも、運よく腕に自信があり決死の覚悟で志願した騎士様がいた。そいつの存在そのものが向こうの弱みになる。

　俺が指示すれば、国の指示のもと山賊に変装して襲撃したと会談の場で証言してくれる。

　向こうから、会談が終わるまで互いに手を出さないようにと言いだしたのに、会談に向かうフレア王女を狙ったとなれば大問題だ。

　会談の前にカードを手に入れたのは喜ばしい。

「ただ、苛いらつくな」




　あまりにもずさんすぎて、舐なめられているようで不快だ。

　そのせいで数日不機嫌で、セツナたちに気を遣わせてしまった。

　だが、そういう不機嫌さも今は消えている。

　貴賓客を持てなすための屋敷へと招かれ、最上の歓待を受けたからだ。

　グランツバッハ帝国は、ジオラル王国が台頭する前には大陸一の強国として君臨していただけあって、各国から訪れる客も多く専用の宿泊施設が用意されている。

　……少し驚いた。ジオラル王国よりもよほど文化が成熟している。食も芸術もジオラル王国より素晴らしいものが揃そろっているのだ。いくら力をつけたところで、長い歴史の中で積み重ねられ洗練された文化までは追いつけないということか。

　単純なもので、うまい食事、素晴らしい音楽、美しい絵画などを楽しんでいるうちに怒りは解けていた。

　とはいえ、気を抜いているわけではない。

　この宿泊施設にいる全員が、監視役であり、こちらの動向を窺うかがっているし、何気ない会話の一言一句を残さず聞いている。

　それに、ちょっと魔力を込めるだけで即座に反応してくる。

　なかなか作戦会議はできそうにない。

　けど、それは想定内だ。

　敵の懐の中で吞のん気きに話す趣味などない。

　……それでもせっかく歓迎してくれているのだ、楽しみつくそう。

　夜は女まであてがわれた。

　絶世の美女であり、男を楽しませるための術を徹底的に身に付けている。香を焚たいて理性を飛ばし、いろいろと聞き出そうとしてきたのは若干いらっときたが、楽しい時間だったので許そうと思う。

　それに、実演でセツナたちに技を教えてくれたのも好印象だ。

　なるべく、この街が火の海になるようなことは避けようじゃないか。




　　　　◇




　翌日、グランツバッハ帝国が用意した場を使い会談を行う。

　そこは、圧倒的な文化力を見せつけ、グランツバッハの力を示し交渉の前に相手の心をくじくために作られた部屋。

　それだけあって、俺ですら感動を覚えるほど立派だ。

　そこにジオラル王国の面々、グランツバッハ帝国、それにグランツバッハ帝国に協力する二か国の面々が集まる。

　今回の司会進行は、第三国が執り行う。

　開会が宣言され、話の口火を切るのはフレア王女の姿をしたフレイアだ。

「我々、ジオラル王国は無益に血が流れることを望みません。停戦協定に同意します。その際に一つだけ条件を提示します。それは、【砲】の勇者ブレットの身柄の引き渡し。それ以外の一切を望むつもりはありません」

　しょっぱなから仕掛ける。

　ジオラル王国は一方的に戦争を仕掛けられた被害者側であり、それでいて戦況を極めて有利に進めていた。

　本来なら、賠償を吹っ掛ける立場である。

　だが、あえてそれを放棄し、たった一人の身柄で済ませる。

　これは破格と言っていい。

　そして、この条件はグランツバッハ帝国はともかく他の二国にはなんの痛つう痒ようもない。

　すなわち、ジオラル王国の案に乗りたくなる。残りの二国は、停戦協定が成立しなければ爆撃を喰くらうので何があろうと停戦協定を成立させたい。

　そして、フレイアの出した条件を断り、それでも停戦協定を結ぼうとすれば多大な賠償を請求される。

　間違いなく、この二国はブレットの引き渡しを望むだろう。

　砂漠の街では俺が嵌はめられた。こんどはおまえが嵌められる番だ。

　さあ、ブレット。グランツバッハ帝国以外すべてがおまえの敵だ。

　どうするか見せてもらおうか。
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　ブレットを罠わなに嵌めた俺は内心でほくそ笑む。

「フレア王女、いくらなんでも横暴では!?」

　グランツバッハ帝国の外交官が発言をした。

　彼らだけはブレットの味方だ。

　というより、ブレットを差し出すことで、ブレットがグランツバッハ帝国にとって不利益な証言をすることが怖いのだろう。

　フレイアはにっこりと微笑ほほえみ言葉を続ける。

「横暴ですか？　ジオラル王国への不当な侵略戦争は彼が発端になっていると宣戦布告には書かれてありました。その張本人を処罰するのは当然です。そして、我らジオラル王国が、あなたがたに対して賠償を求めないのは、あなたがたが被害者だからです。あなた方は【砲】の勇者ブレットに騙されていただけ。だからこそ寛大な処置で済ませようとしています。それとも、あなた方が被害者だという私の認識は間違っているでしょうか？　……もし、そうだとしたら容赦できませんよ？」

　ジオラル王国に敵対していた連中の表情が凍り付いた。

　容赦できない。

　その意味がわからないほど馬鹿じゃない。

　今度は、自分たちの首都や城が壊滅した先遣隊のようになると想像してしまっている。

「ああ、それから。ジオラル王国からここに来るまでに山賊に襲われましてね。……捕まえてみたら面白いことを話してくれましたよ。彼らを呼んで、いろいろと話してもらうのもいいかもしれません」

　意味ありげな顔でフレイアは一人ひとりの顔を見渡した。

　さすがに、この場に参加できるものたちは外交に長けており、露骨に顔色を変えたりはしない。

　だが、俺やエレンの目を欺くことはできない。

　この件に心当たりがあるものたちがいたので、フレイアに合図を送り、そいつらに目線を送らせる。

　そうすると、ことが公になるとまずい連中がフレイアに目線を送り返し、フレイアが頷うなずいた。

　これだけで、今回の会議でジオラル王国を支援する代わりに協定違反の襲撃については触れないという取り決めがなされた。

　それにしてもすごいな。

　フレイアがすごいわけじゃない。彼女は脚本の通りに動いているだけだ。この脚本を書いたエレンがすごい。すべてが彼女の想定通りに動いている。

「さて、もう一度聞きます。皆様は被害者ですよね？」

「そうだ。我々は、騙されたんだ。こんなことをするつもりじゃなかった」

「ジオラル王国は人類を守る盾だというのに……いくら騙されたとはいえ取り返しのつかない過ちを犯してしまったものだ」

　グランツバッハ以外の国がさっそく寝返った。賢明な判断だ。

　……もし、ここでそうしなければジオラル王国は本気で彼らを潰していただろう。

　全員の視線がグランツバッハの代表に集まる。

　それも責めるような類のもの、言外に諦めてグランツバッハも条件を吞のめと言っている。

　グランツバッハ帝国にとって、想定外の流れだったようで代表は言葉に詰まっている。

　外交官の一人が脂汗を流したまま口を開こうとした、そのときだった。

　扉が開き、この場に新たな参加者が現れた。

　黒い肌にスキンヘッドの大男。筋肉ではちきれそうなまでに膨らんだ神父服を纏まとい、その隣には中性的な少年を侍はべらせている。

「私について話しているのであれば、参加するべきだと思い参りました。ふむ、面白い展開になっていますな」

「【砲】の勇者ブレット、あなたに弁解の余地はありません」

「まず話を聞いてから判断してほしいものですな。実は、隣の部屋で会議を聞いていましてね。いやはや嘆かわしい。圧倒的な武力を見せつけられて正義を曲げ、悪魔に魂を売り渡すとは。ジオラル王国を倒し、世界の平和を守るという誓いはどこへ消えたのやら」

　ブレットの言葉を聞いて、敵対三国の面々が顔色を変える。

「貴様、何様のつもりだ！」

「見苦しいぞ！」

　ジオラル王国の面々だけでなく、この場にいるすべての者たちのほとんどがブレットに対して言葉でも、態度でも非難を送る。

「ふむ、そういう反応は心外ですな。私はこう言っているのです。どんな状況であろうと、この場ではただ真実を語るべきだとね。こうして、当事者以外の国の方々も来ているのですから」

　会議の場は、今や怒号で埋め尽くされた。

　このままいけば、すべてが穏便に済むはずなのにこの男がぶち壊した。

　フレイアが指示を求めてきたので、ブレットの好きにさせろと伝える。
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「そこまで言うなら、【砲】の勇者。あなたの言う真実とやらを語りなさい」

「では、ありがたく。先代のジオラル王は人類を守る盾となり、魔族と戦う立場にありながら、その裏で魔王と繫つながっていた。あまつさえ、魔王から力を与えられ、その力に吞のまれ……化け物となり人類に牙を剝むいた」

　そのことに対する反論はない。

　紛れもない事実だ。だが、だからどうだというのだ？

「ええ、父は黒い力で壊れてしまった。だからこそ、私は【癒】の勇者、そして新たに【剣】の勇者となった【剣聖】と共に父を打ち倒しました」

「ええ、そのことは知っております。あなたがたが世界を救った。そして、ここにいる皆様は知らないかもしれませんが、【癒】の勇者ケヤルはすでに魔王を倒しているのです！　そう、彼は魔王、魔王によって狂ったジオラル王、その両方を倒した……まさに英雄だ！」

　ブレットの目が俺を捉える。

　それは絶体絶命のピンチであがいている男の物ではなく、捕食者のそれだ。

　周囲の空気が俺に発言を求めるので立ち上がる。

「お褒め頂き感謝する。それで、いったい何が言いたい？」

「しかし、しかしだ。嘆かわしいことに【癒】の勇者もジオラル王と同じ道を辿たどろうとしている。魔王を倒したことで、新たな魔王が生まれ、その新たな魔王と【癒】の勇者ケヤルは繫がっている。繫がっているなんて言葉では弱い、愛し合っている。魔王の尖せん兵ぺいとして、必ずや【癒】の勇者ケヤルは牙を剝くでしょう。その前にジオラル王国は倒さねばならない！」

　あたりが騒がしくなる。

　とくに、第三国は初耳だったこともあり動揺が大きい。

　いいがかりだと切り捨てることはできるだろうが、それはしない。

「魔王と恋仲であることは認めよう。……だが、勘違いしないで欲しい。だからと言って、俺は魔王の道具というわけではない。彼女とは同じ夢を見ている。だから、俺は先代魔王を倒し、彼女を魔王にした。俺と彼女の目的は一つ。人間と魔族が手を取り合うこと。俺と彼女は、長く続き、未いまだ終わりが見えない人と魔族の戦争を終わらせるために戦ってきた」

　俺以外が言ったら、ただの夢物語で終わるだろう。

　だが、俺はこの夢物語を成し遂げられると思わせるほどの実績を積んできた。

　だからこそ、真剣に受け止めてもらえる。

　第三国の王族が手をあげる。

　エレンが切れ者だと言っていた王子で、警戒対象の一人。

　エンリッタ王国のカスタ王子だ。

「【癒】の勇者ケヤル、驚きましたよ。まさか、人間と協調路線を取る魔族がいて、そして、その魔族を魔王へと押し上げ、しかも恋人とはね。……だけど、本当に魔族と和平なんてできると思いますか？　我々は血を流し続けた。そして、魔族もそうだ。和平など民が納得しない」

　……それは魔族の連中も言っていたことだ。

　俺自身も理解できる感情。

「だが、それでもやらなければならない。……魔族を皆殺しにするなど不可能だ。どこかで戦いを終わらせなければ血が流れ続ける。俺たちの子供の代でも、その次の代でもそうなる。それでいいのか？」

　その問いはこの場にいる全員の心に突き刺さった。

「無む茶ちやでも終わらせなければならない。はっきり言おう、俺には平和のために血を流す覚悟がある。和平を結ぶ、逆らう奴やつは全員処罰する。和平を成し遂げたあと反発する連中もだ。俺の名において容赦なく！　魔族たちにも同じことをする。そうしていけば、いつか平和になる」

　あまりの暴論に、呆ほうけたものたちが多くいた。

　そんななか、エンリッタ王国の王子、カスタ王子が笑う。

「きりがない。それに、そんなことをすれば、今度はあなたが処罰した者の家族や友人から刃を向けられる」

「なら、その家族や友人も処罰するし、そいつらを処罰したことでさらに恨みを持った連中が現れれば、そいつらも殺す。そうしていけば、いつかは終わる。俺は絶対に殺されはしない。……そうやって、俺の時代にこの人と魔族の戦争は終わらせるのだ」

　そう決めた。これぐらいやらないと、戦いは終わりはしない。

　この場にいる者たちを納得させようと言ったわけではなく、ずっと前からこうすると決めていたことだ。

「……英雄と呼ばれるわけだ。我々、エンリッタ王国は【癒】の勇者ケヤル、ひいてはジオラル王国を支持する。これだけのことをしようとしている男が、魔王や魔族の駒に使われているなんてありえない」

　カスタ王子の影響力は大きく、彼に追従するものが現れ始めた。

　ブレットは、唯一この場を逆転する手札、俺とイヴの関係に対して追及をしたが、どうやら不発に終わった。もう、彼にはカードはない。

「【砲】の勇者ブレット。もう一度言おう。俺は魔王と恋仲だと認める。だが、やましいことは一つもない。俺と魔王は長い人類と魔王の戦いに終止符を打ってみせる。……勇者と魔王が恋仲というのはその象徴にもなるだろう」

　ブレットは口のはしを吊つり上げた。

　なぜ、ここでそんな顔ができる。

「さすがは、私のケヤルだ。良く出来ました。満点をあげましょう。この流れはもう変えられない。私の負けですな。このままだと、私はジオラル王国に引き渡されるでしょう。いやはや、もう少しうまくいくと思ったんですけどね。私のケヤルは思った以上にかしこい。より、好きになった」

　……負けを認めた。

　だけど、これで終わりだとは微み塵じんも思っていない。

　その程度の相手なら、この局面になる前にすでに復ふく讐しゆうは終わっていた。

　轟ごう音おんが響く。大量の火薬が使われたようでひどい匂いがする。

　これだけのＶＩＰが集まった場を吹き飛ばすなんてよくやる。

　爆薬によって崩れた壁から次々に武装した少年たちが入り込んでくる。

　……議論で負けて、それでも生き残りたいなら盤面をひっくり返すしかない。

　その手段を迷わず実行するのがブレット。

　だが、残念ながらそれぐらいは俺も予想していた。

　悪いが、ここで終わらせてやる。

　そういう、ダーティな手は俺も得意だ。
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　和平交渉をしている会場が爆破され、次々と武装した少年たちがなだれ込んでくる。

　アドリブではないだろう。入念な準備をして人員を配置し、息のかかったものにこの会場を警備させていなければできはしない。

　この油断なさと用意周到さが実にブレットらしい。

　まあ、予想通りだ。

　ブレットが話し合いの場で負けたところで大人しく、刑を受けるわけがない。

　こうやって、テーブルをひっくり返すのは極めて有効な手だ。

　だからこそ、読んでいた。

　次々に要人たちが襲われている。

　本来なら彼らを守らないといけない。

　そして、そんなことをしているうちに奴に逃げられるだろう。

　俺はそこまでバカじゃない。

　そもそも、ここに集まった要人どもがどうなろうと知ったことではない。

　この場で守るべきはフレイアとエレンだけであり、二人はクレハとセツナが守ってくれる。

　この会議が、ジオラル王国で開催されたものなら、第三国に対してはある程度の配慮をしたが、グランツバッハ帝国開催であるなら、何が起こってもこちら側に責任はない。

　まあ、俺たちが声をかけて参加してくれたものたちは、無理のない範囲で守ってやってもいい。

　だが、最優先事項はブレットの捕獲であり、余裕があれば程度で十分だ。

　初手から全力で行く。

　神甲ゲオルギウスを使った、飛ばす【改悪ヒール】を使う。

　あいつが憎くて憎くてしょうがない。

　殺してなどやるものか。自分の意思では指一本動かせない肉人形にしてやる。

　それは地獄だ。

　意識がはっきりして、感覚はあるのに何もできない。

　おまけに見た目も醜悪でぶよぶよとしたピンク色の塊にしてやる。

　ブレットが大好きな少年たちが正視できない姿にすれば、あいつは一生苦しみ続ける。

　ブレットめがけて跳んだ。

　爆破して侵入してきた連中は追いつけない。

　そして、ブレットは丸腰だ。

　ここには武器を持って参加することはできない。

　神砲タスラムがないブレットなど恐れるに足らない。

　飛び掛かる俺に向かいブレットが胸元から小筒を出す。ブレットの武器である砲とは似ても似つかない、あまりにもちっぽけなもの。

　それにはトリガーがついており、ブレットが引き金を引いた。

　魔力の弾丸が吐き出され、紙一重で躱かわした。

　……躱せたのは偶然じゃない。

　知っていたからだ。

　あの小さな筒こそが、神砲タスラムの本体にして真の切り札であり、ブレットが拳銃と呼ぶもの。

　彼と、神砲タスラムを知っているものほど油断して、真の姿である拳銃の餌食になる。

　ブレットは他人をけっして信じない。

　仲間にすら、神砲タスラムの真の姿を晒さない。

　だが、俺は一周目で奴を【回復ヒール】して記憶を覗のぞいて知っていた。

　残念だったな、ブレット。

　ここでも騙だまし合いは俺の勝ちだ。

　魔力が高まっていく。

　あと、二十センチで飛ばす【改悪ヒール】の射程内。

　もらった。

「ケヤルゥ、油断したらダメじゃないか」

　ブレットが嘲笑した。

　次の瞬間、横から衝撃を受けて吹き飛ばされる。

　壁に叩たたきつけられ、わき腹から血がどくどくと流れ、神甲ゲオルギウスの【自動回復オートヒール】が発動した。

　何が、起こった？

　周囲は警戒していた。奴の手下が間に合うタイミングじゃなかった。

　周囲に居たのはグランツバッハ帝国の要人たちだけ。

　彼らに俺の防御を貫くほどの攻撃はできないはず。

　痛みをこらえ、前を向くと異変に気付いた。

「ブレット、貴様。ジオラル王と同じ存在に！」

「いや、違う。ジオラル王は黒い力に吞のまれた。だが俺はこの力を従えた」

　俺を吹き飛ばしたのは、グランツバッハ帝国の要人。

　その肉が内側から裂けて、黒い触手が伸びて目が虚うつろになっていた。

　それは、かつてジオラル王が率いた黒い騎士たちと同じ存在だ。

　ブレットの筋肉がさらに膨らみ、神父服が裂けて胸が露出する。

　その胸には黒い宝石が埋め込まれて脈動し、黒い力がとめどなく流れだしていた。

　……ありえない。

　ブレットは黒い力を授けられただけのはずだった。

　なのに、今では黒い力を生み出している。

　それでは、先代魔王に寄生していたアレと同じだ。

　いや、あれよりもさらに性質が悪い。

「まさか、【賢者の石】を使ったのか」

　魔王の心臓。

　一周目の世界で、世界そのものを【回復ヒール】させるのに使った媒体にして、こちらの世界でもいざとなったらやり直すために手に入れようとしていたもの。

　それがブレットの胸で鼓動をしている。

「ああ、よくわかったな。やっぱりケヤルはかしこいなぁ。そう、ジオラル王に植え付けられた黒い力を辿たどって、根源にたどり着き、自分を作り替えるために使った。……俺は死にたくない、殺されたくない、老いたくない。一生、可愛かわいい少年たちと楽しみながら生きたいと思っていた」

　黒い力をまるで粘土のように捏こね上げながらブレットは笑う。

「俺は、この力を見て、体に宿し、分析したことで、【賢者の石】さえあれば、利用できると確信した。誰にも殺されることのない強さ、けっして老いない体、お気に入りを保存できる能力、どれも俺が欲しかったものだ……そもそも、魔王という存在自体が、この黒い力の副産物。ある意味、今の俺は魔王すらも超えた、大魔王と言っていい」

　次々に、グランツバッハ帝国の要人たちの体が膨れ上がり、異形と化していく。

　グランツバッハ側の要人すべてが、ブレットの肉人形に作り替えられていた。

　……最悪の想定をしよう。

　異形と化しているのは、今侵入をしてきた連中もであり、さきほどのように一人ひとりが俺を傷つけるだけの力を持つ。

　いや、この場にいる連中だけじゃない、グランツバッハの市民が、何十人、何百人も、そうなっているだろう。

　この状況を踏まえれば、撤退しかない。

　俺の力を以もつてしても、この状況でブレットを無力化などできるわけがない。

　……そして、ブレットなら想定した最悪よりも、さらに一歩先へ行っているだろう。

「まさか、ジオラル王国へ戦争を仕掛けたこと自体が、グランツバッハを内側から喰くらっていることを気付かせないための目隠しだったとはな」

「誰も俺の本当の狙いに気付かないものだから、張り合いがなかったよ。ケヤルなら気付いてくれるかもとは思っていたがね」

　悲鳴が響き渡る。

　中からも、外からも。

　外でも地獄絵図が広がっている。

　最悪の想定が当たっていたようだ。化け物はこの建物の外にも溢あふれている。

　かっこ悪いな。王手をかけたつもりで王手をかけられていた。

　ブレットは黒い力を辿り、根源にたどり着き、【賢者の石】を使ったと言った。

　しかし、ジオラル王を倒したときに、黒い力は消え去ったはずだ。

　ならば、ブレットが【賢者の石】を使ったタイミングはそれよりも前だ。

　……まんまと一杯喰わされた。

　まさか、初めからジオラル王に【賢者の石】を届けるのではなく、自分で使うつもりだったとは。

　俺は、ジオラル王にあれが届けられ、ジオラル城地下に隠された世界を征服するふざけた儀式魔術を使われることを恐れた。

　しかし、ブレットは初めからジオラル王を裏切っていた。俺がジオラル王を倒さなかったとしても、ブレットはこうしていただろう。

　最初の段階で間違っていたのだ。

　……その時点で負けていた。

「全員、集まれ」

「はい！」

「ちょっと、まずいですね。ケヤルガ兄様」

「かなり面倒」

「でも、切り抜けてみせるわ」

　フレイアたちを呼び寄せ、一か所に集まる。

　ブレットはなんとしても捕まえたい、復ふく讐しゆうを果たしたい。

【賢者の石】を持ち去っただけでなく、使用したことでさらに罪状が増えた。

　そうでなくとも、もっとも俺が憎んでいる相手。

　それでもこの場での復讐は諦める。

　ここで奴やつを捕まえようとすれば、逆に捕らわれる。

　そうなれば、一生復讐できなくなる。

　復讐にもっとも必要なのは冷静さだ。

　……怒りに狂って判断を誤れば、即座に破滅する。

　確実に復讐を果たすには、ときとして目の前の餌を諦めることも重要だ。

「逃がすと思っているのか？」

　ブレットが手を振り下ろすと、室内で化け物になった連中が押し寄せてくる。

　正攻法だとどうしようもないだろう。

　だけど……。

「ああ、逃げるさ」

　俺の襟元から、子ギツネがひょっこり顔を出して口を大きく開く。

　この雑談の間、グレンに命じて密ひそかに浄化の炎を高めに高めさせた。

　ブレットの雑談に付き合っていたのはこのためだ。

「おまえらみんな臭いの！　死ねなの！」

　グレンが、浄化の炎を吐く。

　力を溜ために溜めた一撃は、グレンのレベルが以前とは比べ物にならないほどあがっていることもあり、まるで極太のレーザーのように進路上の化け物も建物も全部消滅させ、視界を白く染め上げる。

　ブレットなら、何かの間違いでジオラル王が撒まき散らかした黒い力の残ざん滓しがあるかもしれないと警戒していた。

　だから、カードの一枚としてグレンを忍ばせていたのだ。

　まさか、残滓があるどころかジオラル王すら上回っているとは思っていなかったが、役に立ってくれた。

　ブレットの反対側をすべて吹き飛ばし、包囲網が崩れる。

「フレイア！」

「わかってます……第七階位氷結魔術【無限氷獄】！」

　人間の限界と言われる第五階位を二つ超えた【術】の勇者のみに許された神代の魔法が発動する。

　半径百メートル以上を絶対零度すらも凌りよう駕がする冷気が吹き荒れる。

　フレイアを中心にしたわずかな円から足を踏み出していれば、俺たちも凍り付いていただろう。

　黒い力に侵されたものたちは、無限の再生力を持つが、凍り付けば無力化ができる。

「行くぞっ！」

　グレンが突破口を開き、フレイアが固めた道を俺たちは走る。

　ついでに、たまたまフレイアの近くにいて生き残った第三国の連中を連れて行く。

　……後日、この場で何が起こったか証言してもらうためだ。

　お誂あつらえむきにエンリッタ王国のカスタ王子がそこにいた。

　エレンが切れ者だと警戒し、俺の考えに賛同すると真っ先に口にした王子だ。

　フレイアの近くにいたのは偶然じゃないだろう。

　そこが唯一、生き残れる場所だと気付いていたのだ。

「ついてこい。ついてくれば、邪魔にならない限り守ってやる」

「それは頼もしいね。……僕の頼れる部下たちにもこの状況は手に余る」

　俺たちは敗走する。

　敗走しながら考える。

　どうやれば、奴を殺せる？

　こんな理不尽な力を持った奴を。

　……その答えが一つだけ浮かんだ。

　ブレットが、【賢者の石】で己を強化したように、俺も【賢者の石】で強化して同じ土俵に立てばいい。

　いや、それはないか。

　もう、この世界で【賢者の石】を手に入れる方法なんて、イヴの心臓を抉えぐるしかない。

　イヴは特別だ。そんなふうに使い捨てになどするものか。

　無事、ここを抜ければ作戦会議をしよう。

　エレンなら何か考えが浮かぶかもしれない。
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　グレンが突破口を開き、フレイアが固めた道を疾走する。

　これは敗走だ。

　言い訳のしようがないほど、完璧に負けた。

　あいつの手を読み切り、裏をかき、詰ませたとまで思った。だが、初めからずっとあいつの掌てのひらで踊らされていた。

　……【賢者の石】を奪ったときには、すでにここまでの絵を描いていたなんてことは想像すらできなかった。

　奥歯が砕けるほど強く嚙かみしめる。

「次は負けない」

　認めよう。

　俺は奴に届かなかった。

　だが、それは復讐を諦めたという意味ではない。

　相手の力量を再評価したうえで、次こそ凌駕してみせる。

　生きて、逃げ延びさえすれば次があるのだから。

「道を切り開くわ」

「援護する！」

　第七階位氷結魔術の範囲外からわらわらと異形の化け物がやってくる。

　ジオラル王が使役した黒い騎士はまだ人間の面影があったが、これにはそれすらない。

　ただの化け物、黒い騎士ではなく黒い化け物と呼ぶべきだろう。

「これだから、あいつらは嫌いなの。汚らしくて、しつこくて、すぐ増えるの！」

　グレンが子ギツネ姿のまま、俺とクレハの武器に浄化の炎を纏まとわせている。

　浄化の炎を纏う武器なら、不死身の黒い化け物すら殺せる。

「ん。でも、いい加減なれた。やれる！」

　セツナは俺に与えられた武器で正面の黒い化け物の腹を抉ると、反対の手を突っ込んで内側から凍り付かせる。

　殺せなくとも無力化はできる。

　不本意だが、こいつらとの戦いを繰り返してきた俺たちは冷静に対処できるようになっていた。

「みんな、包囲網を抜けます。ケヤルガ兄様、気を付けて。包囲網の外に何かある可能性が高いです！」

　軍師たるエレンが叫ぶ。

　ああ、わかっている。

　包囲網を突破しようとすれば、魔力も体力も大きく消費する。

　加えて、包囲網を抜けた瞬間に気が緩み、疲労感が押し寄せるのは必然。

　……ブレットなら、包囲網を突破されることを想定し、その一瞬を刈り取りに来る。

　地面が割れて、下から巨大な黒い手が伸びてくる。

　黒い化け物だが、会場に居た者より数段強い力を感じる。

　予想通りだ。

「うざいんだよ！」

　激げき昂こうと共に、限界まで魔力を込めた飛ばす【改悪ヒール】を放つ。

　黒い化け物は、全身を震わせてびくびくと痙けい攣れんしながら倒れた。

　全身に張り巡らされた神経系、それを寸断するように作り替える【改悪ヒール】。

　肉体は無事だろうが、その命令系統が寸断されればもはや自分の意思では身動き一つできない芋虫だ。

　魔術を放った俺のもとに矢が殺到する。

　……それも想定内。急所を庇かばい、それ以外の矢を体で受ける。

　手傷を負い、強烈な吐き気と眠気がする。

　当然のように強力な毒が塗られている。【薬物耐性】で、並大抵の毒が効かない俺にこれだけのダメージを与えるとは……いったい、何を持ち出してきたのやら。

【自動回復オートヒール】で傷を癒いやしながら突貫。

　触れるほうの【改悪ヒール】で一人ずつ倒して血路を開く。

「俺に続け！」

　会場を出て街を見ると、次々に市民たちが黒い化け物に変わっていく。

　どうやら、彼らは命令は受けていないようでただ暴れているだけだ。

　これなら、抜けられるだろう。




　　　　◇




　命からがら、街から抜け出して森に身を隠していた。

　……すぐに追っ手が来るだろう。

　フレイアの第七階位氷結魔術であれば、ほぼ永続的に溶けないが、魔王クラスの力があるなら数時間もあれば内側から破られるはずだ。

　そもそも、ブレットが氷漬けだからと言って安心できない。

　あの男が、自分の不在時に機能しないような惰弱な組織を作るわけがない。

　あいつの思考をトレースして的確な指示を出す駒を、最低でも二つは用意している。

「それで、【癒】の勇者ケヤル。どうやって僕たちは帰るんだい。帰り道は封鎖されているだろうしね」

　俺たちに同行したエンリッタ王国のカスタ王子が問いかけてくる。

「間違いなく、封鎖されているな。ブレットは他国の要人は全員始末する、あるいは……化け物に変えてから傀かい儡らいとして国へ送り返すつもりだろう。ブレットにとって、避けたいのはあの黒い化け物にされた人間が、変貌する直前まで自分がそうされたことの自覚がないと知られることだろうし」

　人間を不死身の化け物、それも勇者を傷つけられるほどの強さにするというのは恐ろしい。

　だが俺が何より怖いのが、ジオラル王が使っていた黒い騎士たちと違い、グランツバッハ帝国の連中は黒い化け物になる際に怯おびえていた。

　つまるところ、すでに自分が化け物になっていたことに気付いていなかった。

　……もしかしたら、ジオラル王国内にすら自覚なしに黒い化け物にされた連中がいるかもしれないし、グランツバッハやジオラル王国以外の国にもすでにかなり仕込まれている可能性がある。

　そうやって、どんな勢力にも爆弾を仕掛けられる。

　最悪の力だ。

「同感だね。……あの男は大魔王って自称したけど、実態はそれ以上にやばいね。ただ、とんでもなく強いだけなら、対処のしようはあるけど、狡こう猾かつだ。それに目的が見えないのが気持ち悪い」

「そうだな。奴やつの目的、究極的には自分と理想の少年たちが永遠に愛を語り合う理想郷を作ることだが、その過程にはパターンがありすぎて、手が読めない。たとえ読めたとしてもあっさりと手を替えてくる」

　読み合いの第一歩は相手が何をしなければならないのかを把握すること。

　国同士では、国の存続・繁栄。それを成すために必ず譲れない条件・状況というものが存在する。

　だからこそ、ある程度行動が読めるし、相手の手を縛れる。

　だが、奴の場合は次に何をするかがはっきり言ってわからない。

　……普通にすればどうしたって、先手を取られてしまう。そして、戦力差を考えると先手を許して勝てるとも思えない。

「ケヤルガ兄様、相手の手が読めなくとも、相手の手を誘導することはできます。……少々危険ではありますが」

「だろうな。ただ、こちらが致命的な隙を晒さないと、どんなうまい餌をやっても飛びついてこないだろう」

　ブレットという男は、どこまでも用心深い。ありとあらゆる手を講じて情報を集め、分析し、熟考のもとに動く。

　あれに望み通りの行動を取らせるには、博ばく打ちを打たなければならない。

　それこそ、奇跡が起こらない限り敗北するような状況を自ら作る必要がある。

　だが、こうも思う。

　それほどのリスクを背負わないと勝負にすらならない。

「おっと、そういう話はあとにしよう。まずはどうやって帰還するかだね」

「わかっている。……この国から逃亡せざるを得ないケースを想定していた。だからこそ、逃走のために準備はしている。姿を隠すためだけにこんな森に逃げ込むはずがないだろう」

「ああ、やっぱり。僕もそう思ってたよ。この森に逃げ込むのは完全に悪手だしね。まあ、だからこそ相手の裏をかいて隠れられるって考えもあるけど。結局じり貧になってしまうよ」

　頷うなずいて、深い森を進んでいく。

　すると、木々の間隔が広く、落ち葉が積もっている場所に出る。

　落ち葉をどけると、掘り返された形跡があった。

　魔術を使い、掘り返すと布で包まれた大きなパーツがいくつもあり、それを組み上げていく。

「聞いてないですよ」

「言ってないからな。……ジオラル王国にはブレットを慕っている連中も多い。万が一にも、最後の保険のことは漏らせない。誰一人にも告げないぐらいの慎重さはいる」

　組みあがったのは、ジオラル城の格納庫内にあるはずの飛行機だ。

　今、格納庫にあるのはダミーであり、本物はこちらだ。

　イヴから魔族の人手を借りて、パーツ単位にばらして、ここに埋めてもらった。

「さすがはケヤルガね。こうなることを予測していたのかしら？」

「残念ながら、俺は今日の事態を読めていなかった。だが、逃亡せざるを得ない状況は何パターンか想定はしていた」

　飛行機の調整も完璧、いつでも飛べる。

　この場所は、離陸のしやすさまで考えて選んだ。

　ブレットが敷いた包囲網であろうと、この飛行機であれば抜けられる。

　今日はブレットに負けた。だが奴も、おびき寄せて仕留めるはずの俺たちに逃げられるのは想定外。

　ぎりぎりで痛み分けだ。

「ケヤルガ様は頼りになる」

「グレンのご主人様だから、これぐらいは当然なの！」

　いつもなら素直に受け入れる賞賛だが、敗走中であり、素直に喜べない。

「へえ、これが噂うわさに聞く空を舞うからくり。どうして、これが飛ぶんだろう。不思議だね」

「俺も理屈はいまいちわかってない。カスタ王子、乗っていくか？」

「当然。こんな面白いものに乗れる機会はもうないだろうし、これに頼らず祖国へ帰る手もない」

「……運賃はもらうぞ」

「もちろん、真実を各国に広めると約束しよう」

　全員が、飛行機に乗り込む。

　そして、フレイアが風を巻き起こして飛行機が上昇し、加速を始めた。

　安全のため、限界まで高度をあげるように指示する。

　俺は後部座席に乗っていた。隣にいるのはエレンだ。

　今後のことを話すために、あえてそうした。

「エレン、さっきの話だが……ブレットの行動を誘導するにはどうすればいい」

　大よそ見当はつくがあえて聞く。

「……手はいろいろとありますが、前提条件二つは絶対に変わらないと思います。条件一、イヴの手を借りること。生半可な戦力では、黒い化け物にされてしまうのが落ちです。強力な魔族や勇者に準ずる強さの者をまとまった数用意するには、魔王軍の力が要ります」

　だろうな。

　それに魔王と魔族が協力する大義名分はある。

　ブレットが言った、黒い力の根源にたどり着いたというセリフ。

　あれは、魔王を狂わせる毒でもある。

　あれを元から断たない限り、イヴはもちろん、その次の魔王も、その次の次だろうがいつかは狂う。

　ブレットを倒すことで、その元凶を排除できるかもしれない。それは魔族たちの宿願でもある。

「もう一つはなんだ？」

「餌の問題です。その餌になれるのはケヤルガ兄様、ただ一人です。あのブレットを釣るのですから、食いつくぎりぎりでかっさらうなんて温ぬるい策は用意できません。ケヤルガ兄様には一度食べられてもらう覚悟が必要です」

「俺もそう思ってた。いいだろう。その二つの前提で策を用意しろ。イヴと魔族の説得は俺がやるし、餌になることも了承する」

　エレンは何かを言いかけ、それから涙を眼めに溜ためて頷いた。

　俺を餌にすることで、俺がどうなるかを想像してしまったのだろう。……俺も怖い。

　……だが、このままで終わらせてたまるか。

　俺が勝つまで、終わりになどしない。

　次でだめでも、その次だ。

　こうして、苦汁を嘗なめれば嘗めるほど、俺の恨みは募り復ふく讐しゆうを達成したときに大きな甘美を味わえる。

　それに、復讐が終わったあとは、幸せで満ち足りた日々が待っている。

　いい女と、いい酒があり、平和な世界。

　そんな理想の世界にあいつと、あいつの思考に染まった連中は邪魔だ。

　必ず駆除してやる。すべては俺の幸せのために。
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『回復術士のやり直し⑦』を読んでいただき、ありがとうございました

　作者の『月夜　涙』です。

　帯に書いてあるので言っちゃいますが、なんとアニメ化が決定しました。時期などは追って発表があります。

　私は監修として携わっており、全話チェックを行っております。

　自信を持って、回復術士の魅力を表現したアニメだと言い切ることができるのでお楽しみに！

　また本巻では、あの黒幕が大暴れ。ケヤルガたちがどう立ち向かうのかを見届けてください。そして、次の八巻ではすべての決着が付きます。
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　道具として生きた暗殺者が、転生し自分と大事な人のためにその技を振るう、そんな物語。
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